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はじめにはじめにはじめにはじめに

このセクションでは、『Oracle Enterprise Manager Oracle Trace ユーザーズ・ガイド』の目
的と構成について説明します。特に、次の項目を説明しています。

� 「このマニュアルの目的」

� 「このマニュアルの対象読者」

� 「このマニュアルの構成」

� 「このマニュアルの表記規則」

� 「Oracle Enterprise Manager Packに関する情報」

� 「Oracle Enterprise Managerドキュメント・セット」

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルは、Oracle Traceのグラフィカル・ユーザー・インタフェースである Oracle 
Trace Managerアプリケーションの取扱い説明書です。また、このマニュアルは、Oracle 
Traceで収集されたフォーマット済データの表示に使用する Oracle Trace Data Viewerにつ
いても説明しています。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Trace Managerアプリケーションを使用してデータ収集を設定す
る Oracle Traceユーザーと、Oracle Trace Data Viewerを使用してフォーマット済の収集
データを表示するユーザーを対象に書かれています。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルの構成は次のとおりです。
ix



第 1章「概要」

Oracle Traceの概要を説明します。

第 2章「Oracle Traceの使用」

Oracle Traceの起動方法、表示される Oracle Trace Managerウィンドウとメニュー、および
終了方法を説明します。この章には、製品の検出手順も含まれています。

第 3章「収集の処理」

Oracle Trace収集の作成、編集、停止および削除の方法について説明します。

第 4章「Oracle Trace Data Viewer」

Oracle Trace Data Viewerの使用方法について説明します。

付録 A「Oracle Traceデータの手動による収集」

Oracle Traceの初期化パラメータ、ストアド・プロシージャおよびコマンド・ライン・イン
タフェースについて説明します。

付録 B「Oracle Serverイベント」

Oracle Traceで収集できる Oracle Serverの SQLイベントおよびWaitイベントとデータの情
報を説明します。

付録 C「Oracle Traceのトラブルシューティング」

Oracle Traceの使用時に起こりうる問題を示し、それらの問題の解決法について説明します。

このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則
次の表は、このマニュアルで使用されている表記規則のリストです。

表記規則表記規則表記規則表記規則 説明説明説明説明

# デフォルトのスーパーユーザー・プロンプト。

% デフォルトのユーザー・プロンプト。

[Ctrl/C] [Ctrl]キーを押しながら、別のキー（この場合は C）を押します。

イタリック イタリックで表記された語は、ファイル名やディレクトリ名などの変数を
示します。

$ORACLE_HOME Oracle Enterprise Managerコンポーネントおよび Oracle Diagnostics 
Pack製品をインストールしたディレクトリを示します。ディレクトリ名
は、ご使用のシステム上のディレクトリとは異なることがあります。

otracexx xxは、データを収集するデータベースのバージョンを示します。たとえ
ば、Oracle Serverリリース 7.3の場合、otrace73になります。
x



このマニュアルでは、読者がMicrosoft Windows NTの操作に精通しているものと想定して
います。必要ならば、ご使用のシステム用のWindowsドキュメントを参照してください。
このマニュアルでは通常、UNIXで使用されているディレクトリ名が示されています。
Windows NTシステムの場合、ディレクトリ名は円記号（¥）を使用して表してください。

文章が長くなるのを避けるために、メニュー選択とサブメニュー選択は矢印でつないで表し
ています。たとえば、「収集」→「作成」は、「収集」メニューの「収集の作成」を選択する
ことを示します。

Oracle Enterprise Manager Packに関する情報に関する情報に関する情報に関する情報
Oracle Enterprise Manager製品ファミリは、Oracle Change Management Pack、Oracle 
Diagnostics Pack、Oracle Tuning Pack、Oracle Standard Management Pack、Oracle 
Management Pack for SAP R/3および Oracle Management Pack for Oracle Applicationsの 6
つの Packで構成されています。各 Packは、Oracle Enterprise Managerコンソール・フ
レームワークに完全に統合されています。

Oracle Change Management Pack

� Baseline Viewer、Change Manager、DB Alter、DB Capture、DB Diff、DB Propagate、
DB Quick Change、DB Searchおよび Plan Editorで構成されています。

� データベース内のメタデータの変更を追跡します。

� データベースをアップグレード時にエラーとデータの損失を回避して、新規アプリケー
ションをサポートします。

� アプリケーションの変更に関連する影響と複雑な依存状況を解析し、データベースの
アップグレードを自動的に実行します。

� 指定した一連の検索基準を満たすデータベース・オブジェクトを検索できます。

� データベースのアップグレードに必要な手順を系統的に示す使いやすいウィザードによ
り、変更を開始します。

Oracle Diagnostics Pack

� Oracle Performance Manager、Oracle Capacity Planner、Oracle Trace、Oracle 
TopSessionsおよび Oracle Advanced Event Testsで構成されています。

� データベース、オペレーティング・システムおよびアプリケーションの運用状況の監
視、診断およびメンテナンスを行います。履歴分析およびリアルタイム分析を使用し
て、問題発生を自動的に回避します。

� 強力な容量計画機能により、将来のシステム・リソース要件の計画および追跡を容易に
します。

Oracle Tuning Pack

� Oracle SQL Analyze、Oracle Expert、Oracle Index Tuning Wizard、Reorg Wizardおよ
び Tablespace Mapで構成されています。
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� 非効率な SQL、不十分なデータ構造、不適切なシステム・リソースの使用など、データ
ベースおよびアプリケーションの主要なボトルネックを識別およびチューニングして、
システムのパフォーマンスを最適化します。

� チューニングの適切な時期を検出して、自動的に分析し、必要な変更を行い、システム
をチューニングします。システム・チューニング方法をデータベース管理者が容易に学
ぶための強力な教育ツールを提供します。

� 開発者とデータベース管理者の生産性向上を支援します。

Oracle Standard Management Pack

� Baseline Viewer、Change Manager、DB Capture、DB Diff、Oracle Index Tuning 
Wizard、Oracle Performance Managerおよび Oracle TopSessionsで構成されています。

� 問題を監視および診断し、性能に大きく影響する索引をチューニングし、Oracle環境へ
の変更を追跡および比較します。

Oracle Management Pack for SAP R/3

� SAP R/3環境の監視専用に用意された Oracle Performance Manager、Oracle Capacity 
Plannerおよび Oracle Event Testsで構成されています。

� SAP R/3システムの動作の監視、診断および履歴分析およびリアルタイム分析を使用し
て、問題発生を自動的に回避します。

� 強力な容量計画機能により、将来のシステム・リソース要件の計画および追跡を容易に
します。

Oracle Management Pack for Oracle Applications

� Oracle Performance Manager、Oracle Capacity Planner、Concurrent Processing Tuning 
Assistantおよび Oracle Applications Event Testsで構成されています。

� データベースとコンカレント・マネージャを含む、使用システムすべての監視が可能で
す。

� Oracleアプリケーション環境の監視、診断および容量計画が可能です。

Oracle Enterprise Managerドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
『Oracle Diagnostics Pack スタート・ガイド』は、Oracle Enterprise Managerのマニュアル
のうちの 1冊です。

Oracle Enterprise Managerの基本マニュアル

� 『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート』では、オンライン・ドキュメン
ト、ソフトウェアの更新およびその他の最新情報について説明しています。

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』では、Oracle Enterprise Manager、Oracle
のシステム管理コンソール、共通サービスおよび統合プラットフォーム・ツールの使用
方法を説明しています。
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� 『Oracle Enterprise Manager 概説』では、Oracle Enterprise Managerの概要を説明して
います。

� 『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』では、Oracle Enterprise Managerの構成方法
を説明しています。

� 『Oracle Enterprise Manager メッセージ・マニュアル』では、Oracle Enterprise 
Managerのエラー・メッセージおよびエラーの診断方法について説明しています。

� 『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agentの構成情
報および重大なトラブルシューティングに関する質問への回答について説明していま
す。

Oracle Change Management Packマニュアル

� 『Oracle Change Management Pack 日本語リリース・ノート』では、Change 
Management Packのオンライン・マニュアル、ソフトウェアの更新、およびその他の
最新情報について説明しています。

� 『Oracle Change Management Pack スタート・ガイド』では、Oracle Change 
Management Packの各アプリケーションの概念および機能を説明しています。

Oracle Diagnostics Packマニュアル

� 『Oracle Diagnostics Pack 日本語リリース・ノート』では、Diagnostics Packのオンライ
ン・マニュアル、ソフトウェアの更新、およびその他の最新情報に関する重要な事項に
ついて説明しています。

� 『Oracle Diagnostics Pack スタート・ガイド』では、Oracle Performance Manager、
Oracle Capacity Plannerおよび Oracle TopSessionsの各アプリケーションの概念と機能
を説明しています。Oracle Diagnostics Packに同梱の Oracle Event Testsについても説
明しています。これを使用すると、データベース、リスナーおよびノード上で発生する
問題を自動的に検出して修正できます。

� 『Oracle Enterprise Manager Oracle Trace ユーザーズ・ガイド』では、Oracle Traceアプ
リケーションにより履歴データを獲得および使用し、Oracleデータベースを監視する方
法を説明しています。

Oracle Tuning Packマニュアル

� 『Oracle Tuning Pack 日本語リリース・ノート』では、Tuning Packのオンライン・マ
ニュアル、ソフトウェアの更新、およびその他の最新情報に関する重要な事項について
説明しています。

� 『Oracle Tuning Pack によるデータベース・チューニング』では、Oracle Tuning Packに
含まれる各アプリケーションの概念および機能について説明しています。アプリケー
ションには、Oracle SQL Analyze、Oracle Expert、Oracle Index Tuning Wizard、
Reorg Wizard、Tablespace Mapなどがあります。これらのアプリケーションを併用し
て、Oracleデータベースをチューニングする方法についても説明しています。
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Oracle Standard Management Packマニュアル

� 『Oracle Standard Management Pack 日本語リリース・ノート』では、Oracle Standard 
Management Packのオンライン・マニュアル、ソフトウェアの更新およびその他の最
新情報について説明しています。

� 『Oracle Standard Management Pack スタート・ガイド』では、Baseline Viewer、
Change Manager、DB Capture、DB Diff、Oracle Index Tuning Wizard、Oracle 
Performance Managerおよび Oracle TopSessionsの概念と機能の概要を説明していま
す。

Oracle Management Pack for SAP/R3マニュアル

� 『Oracle Management Pack for SAP/R3 Readme』では、Oracle Management Pack for 
SAP/R3のオンライン・マニュアル、ソフトウェアの更新およびその他の最新情報に関
する重要な事項について説明しています。

� 『Getting Started with the Oracle Management Pack for SAP/R3』では、Oracle 
Performance Managerと Oracle Capacity Plannerの各アプリケーションの概念と機能を
説明しています。さらに、Oracle Management Pack for SAP/R3に同梱の Oracle Event 
Testsについても説明しています。

Oracle Management Pack for Oracle Applicationsマニュアル

� 『Oracle Management Pack for Oracle Applications 日本語リリース・ノート』では、
Oracle Management Pack for Oracle Applicationsのオンライン・マニュアル、ソフト
ウェアの更新およびその他の最新情報に関する重要な事項について説明しています。

� 『Oracle Management Pack for Oracle Applications スタート・ガイド』では、Oracle 
Performance Manager、Oracle Capacity Plannerおよび Concurrent Processing Tuning 
Assistantの各アプリケーションの概念と機能を説明しています。Oracle Applications
環境の監視専用に用意されている Oracle Applications Event Tests and Jobsについても
説明しています。

� 『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agentの構成情
報および重大なトラブルシューティングに関する質問への回答について説明していま
す。
xiv



概要
1

概要概要概要概要

Oracle Traceは、Oracle Serverなど、Oracle Trace APIコールで使用可能な任意のソフト
ウェア製品に対してデータを収集する、汎用のデータ収集システムです。Oracle Traceを使
用すると、パフォーマンス統計、診断データ、システム・リソース使用およびビジネス・ト
ランザクションの詳細などの各種データを収集できます。

Oracle Traceのコンポーネントは、次のとおりです。

� Oracle Trace Manager

� Oracle Trace Data Viewer

� Oracle Trace Collection Services

� Oracle Traceアプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）

このマニュアルでは、Oracle Trace Managerおよび Oracle Trace Data Viewerについて説明
します。

ソフトウェア開発者は、Oracle Trace APIを使用して事前構成したり、または Oracle Trace
データ収集用の独自の製品の組込み組込み組込み組込みを行ったり、または Oracle Serverなどの組込み済製品
用にデータを収集できます。Oracle Trace APIコールを含む製品のユーザーは、Oracle 
Trace Collection Servicesを使用して、その製品で発生する特定のイベントについてのデータ
を収集できます。

Oracle Trace Collection Servicesまたは Oracle Trace APIを使用したアプリケーションのカ
スタマイズ方法に関する情報は、Oracle Trace オンライン・ヘルプを参照してください。

Oracle Trace Manager
Oracle Traceには、Oracle Trace APIコールが組み込まれた製品用の Oracle Trace収集の作
成、スケジュールおよび管理を行うグラフィカルな Oracle Trace Managerアプリケーション
があります。

Oracle Trace Managerは、Oracle Enterprise Managerコンソール上で実行される、クライア
ントベースのWindowsアプリケーションです。Oracle Trace Managerは、Oracle 
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収集の管理
Management Serverに既知のすべてのノード上にインストールされている Oracle Trace組込
み製品を自動的に検出します。デフォルトでは、Oracle Traceによりリリース 7.3.3以降の
Oracle Serverはいずれも検出されます。
 

収集の管理収集の管理収集の管理収集の管理
Oracle Traceの使用方法と制御は、収集収集収集収集の概念を基本にしています。収集とは、Oracle 
Trace APIコールが組み込まれた製品の実行中に発生したイベントについてのデータを集め
る方法です。

Oracle Trace Managerを使用して、収集のスケジュールおよび管理ができます。収集の作成
時には、収集名、収集に含まれる製品およびイベント・セット、開始および終了時刻などの
収集の属性を定義します。Oracle Trace Managerには、収集の作成と実行が簡単にできる収
集ウィザードが含まれています。

収集をスケジュールすると、ただちに実行することも、特定の時刻に実行することも、指定
した間隔で実行することも可能です。収集が実行されると、収集に使用された製品のイベン
ト・データを含むファイルが作成されます。収集をテンプレートとして使用して、他に同様
の収集を作成することもできます。
 

イベント・データの収集イベント・データの収集イベント・データの収集イベント・データの収集
イベントイベントイベントイベントとは、製品内のいくつかアクティビティの発生のことです。Oracle Trace APIコー
ルを製品に組み込むには、イベントとして記録するアクティビティを決める作業がありま
す。Oracle Traceでは、このような定義済のイベントに対してのみデータが収集されます。

注意注意注意注意 : オラクル社では現在、Oracle Traceデータ収集 APIを Oracle 
Serverリリース 7.3以降（パフォーマンス・データ収集用）で使用してい
ます。

Oracle Traceにより収集される Oracle Serverパフォーマンス・データに
は、SQL文、SQLイベントの詳細な統計、トランザクション・イベント
およびその他の有益な情報が含まれます。

Oracle Serverのイベントとデータは、付録 Bで説明しています。

注意注意注意注意 : Oracel Trace APIが組み込まれたアプリケーションの中には、
Oracle Trace収集の開始および停止に独自のメカニズムを備えているもの
があります。たとえば、Oracle Serverリリース 7.3では付録 Aで説明す
るデータベース初期化パラメータ・セットが提供されており、これを使用
して Oracle Trace収集を開始および停止できます。状況によっては、
Oracle Trace APIが組み込まれた製品独自の制御を使用するのが便利な場
合もあります。しかし、通常は、Oracle Traceアプリケーションを使用し
て、Oracle Trace収集を制御するようにしてください。
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イベント・データの収集
イベントには次の 2つのタイプがあります。

� ポイント・イベント

ポイント・イベントポイント・イベントポイント・イベントポイント・イベントは、Oracle Trace APIが組み込まれた製品内で何かが瞬時に発生す
ることです。ポイント・イベントの 1つの例は、エラーの発生です。

� 期間イベント

期間イベント期間イベント期間イベント期間イベントには、開始と終了があります。期間イベントの例はトランザクションで
す。期間イベントには、その中で発生する他のイベントが含まれます。たとえば、トラ
ンザクション内のエラーの発生です。

項目項目項目項目は、イベントに関する特定の情報です。製品に Oracle Trace APIコールが組み込まれて
いる場合、開発者によって特定のイベントやデータ項目が指定されています。トランザク
ション・タイプまたは金額などのこれらの項目は、その製品固有のものです。データ項目に
は、CPU時間およびイベントで実行される入出力操作（I/O）の数など、イベントで使用さ
れるリソースについての統計が含まれることもあります。たとえば、Oracle Serverリリース
7.3以降には、Oracle Traceにより収集される 13種のイベントが定義されています。これら
のイベントには、次の 3種類のイベントが含まれています。

� データベース接続 :　サーバー・ログイン・ユーザー名などのデータを記録するポイン
ト・イベント。

� SQL解析 :　一連の SQL処理期間イベントの 1つ。このイベントにより、SQLキャッ
シュ・ミス率、オプティマイザ・モード、ユーザー IDおよびカーソル番号など、大量
のデータが記録されます。

� RowSource:　実行計画内の 1つの行ソースによって処理される、SQL操作、位置、オブ
ジェクト認識および処理行数などの実行計画に関するデータ。

サーバー・イベントとデータ項目の一覧は、付録 Bにあります。

Oracle Traceイベントは、データ収集を特定のイベントに限定するイベント・セットイベント・セットイベント・セットイベント・セットに編成
できます。イベント・セットは、パフォーマンス監視、監査、診断または任意の論理イベン
ト・グループ化に関して設定できます。

各イベント・セットは、固有の製品定義ファイル（.fdf）に記述されています。製品定義製品定義製品定義製品定義
ファイルファイルファイルファイルは、イベント・セットと関連データ項目です。Oracle Trace APIが組み込まれた製
品に定義されているすべてのイベント・セットは、ALLイベント・セットと呼ばれます。し
たがって、他のイベント・セットは ALLセットから導出されます。たとえば、Oracle 
Serverには EXPERTセットと呼ばれるイベント・セットが含まれています。このセットに
は、Oracle Expertチューニング・アプリケーションによって使用される SQLイベント・
データが含まれていますが、Waitイベントなど、その他のイベントは含まれていません。
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収集されたデータへのアクセス
収集されたデータへのアクセス収集されたデータへのアクセス収集されたデータへのアクセス収集されたデータへのアクセス
収集中、Oracle Traceでは、メモリー内にイベント・データをバッファリングし、収集バイ
ナリ・ファイルに定期的に書き込みます。この方法により、収集プロセス関連のオーバー
ヘッドが確実に減ります。Oracle Serverデータベースにフォーマットすれば、バイナリ・
ファイル内の収集されたイベント・データにアクセスできます。これにより、データへの高
速で柔軟なアクセスが可能になります。

Oracle Trace Managerには、収集の実行直後または時間を置いて、収集データをフォーマッ
トするメカニズムが備わっています。

データがフォーマットされると、Oracle Trace Data Viewer、または SQLレポート作成ツー
ルとスクリプトを使用して、データにアクセスできます。Oracle Traceには、Oracle Server
イベント用に作成されたフォーマット表にアクセスするための、定義済の SQLスクリプト
がバンドルされています。さらに、Oracle Traceデータは、他のアプリケーション（たとえ
ば、Oracle Expert）用に事前に構成できます。Oracle Expertデータベース・チューニング・
アプリケーションでは、Oracle Traceフォーマット表の Oracle Server SQLイベント・デー
タにアクセスし、分析できます。

イベント・データには、Oracle Traceレポート作成ユーティリティから詳細レポートを指定
してアクセスすることもできます。このレポートには、収集の結果を表示するための基本的
なメカニズムが備わっています。レポートするデータの選択および表示方法の制御は限られ
ています。

Oracle Trace環境環境環境環境
Oracle Traceと関連コンポーネントは、クライアント /サーバー環境で実行されます。図
1-1に、これらのコンポーネントが示されています。

注意注意注意注意 : Oracle Serverデータの収集用には、EXPERTまたは DEFAULTイ
ベント・セットいずれかのご使用をお薦めします。ALLイベント・セッ
トでは、Waitイベントを収集するときに大量のデータが生成されてしま
います。特にWaitイベントを調べる必要がなければ、ALLイベント・
セットは使用しないようにしてください。

注意注意注意注意 : フォーマット表は、Oracle Trace収集をフォーマットするために
必要です。ただし、Oracle Serverのリリース 7.3.4以前と 8.0.4には制限
があります。Oracle Traceフォーマット表を作成するには、vobshコマン
ドを使用してください。詳細は、『Oracle Enterprise Manager 構成ガイ
ド』を参照してください。
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Oracle Trace環境
図図図図 1-1  Oracle Trace環境環境環境環境

クライアント側のコンポーネントクライアント側のコンポーネントクライアント側のコンポーネントクライアント側のコンポーネント
データを収集するには、クライアント側で次のコンポーネントが実行されている必要があり
ます。

� Oracle Enterprise Managerコンソール

Oracle Enterprise Managerリポジトリは、クライアント上、サーバー上または全く別の
マシン上に置くことができます。Oracle Trace Manager表は Oracle Enterprise Manager
リポジトリ内にあります。また、Oracle Traceでは、収集のスケジュールおよび実行に
Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムが使用されます。

� Oracle Trace Manager

Oracle Trace Managerは、Oracle Management Serverから管理対象ノードに関する情報
を取得します。読み込まれると、Oracle Trace Managerでは、Oracle Trace収集の開
始、停止、フォーマットおよび削除を行うために、管理対象ノード上で稼動中の Oracle 
Intelligent Agentと情報をやり取りします。

サーバー側のコンポーネントサーバー側のコンポーネントサーバー側のコンポーネントサーバー側のコンポーネント
サーバー側には、次のコンポーネントが必要です。

注意注意注意注意 : 初めて Oracle Traceを実行する前に、Oracle Enterprise Manager
コンソール内で検出を実行する必要があります。初めて Oracle Traceを実
行すると、Oracle Trace Managerにより、Oracle Enterprise Managerコ
ンソール内で定義されたノードの Oracle Trace検出プロセスが自動的に実
行されます。

クライアントクライアントクライアントクライアント

Oracle Enterprise Manager
リポジトリ

Oracle Enterprise Manger
コンソール

Oracle Trace
Manager

収集用ターゲット収集用ターゲット収集用ターゲット収集用ターゲット・ノード・ノード・ノード・ノード

Oracle Server 
アプリケーション

Oracle Trace
フォーマット表

Oracle 
Intelligent Agent

アプリケー
ション 1

アプリケー
ション 2

Oracle Trace
Collection Services

Oracle Trace APIが組み込まれた製品

バイナリ
・ファ
イル
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Oracle Trace環境
� Oracle Trace APIが組み込まれた製品。たとえば、Oracle Serverリリース 7.3以降および
その他のアプリケーションです。

� Oracle Intelligent Agent

Oracle Intelligent Agentは、Oracle Serverにバンドルされている Oracle Enterprise 
Managerのコンポーネントです。Oracle Intelligent Agentには、Oracle Trace Manager
によって送付された操作を制御するスクリプトが含まれています。

� Oracle Trace Collection Services

Oracle Trace Collection Servicesコンポーネントによってデータが収集され、収集定義
ファイル（.cdf）およびデータ収集ファイル（.dat）が作成されます。

SQLレポート作成ツールや他の製品からアクセスするために、Oracle Trace Collection 
Servicesによって収集したデータを、Oracle Traceフォーマット表と呼ばれる Oracle
データベース表に格納できます。

 

Oracle Traceの実行に必要なコンポーネントのチェックリストの実行に必要なコンポーネントのチェックリストの実行に必要なコンポーネントのチェックリストの実行に必要なコンポーネントのチェックリスト
この章では、Oracle Traceを使用するために構成または実行する必要のある複数の Oracle 
Traceコンポーネントおよび他のプログラムを紹介しました。この項では、これらの Oracle 
Enterprise Managerおよび Oracle Traceに必要なコンポーネントのチェックリストを示しま
す。

Oracle Traceの実行前に、次のことをチェックしてください。

� Oracle Management Serverが稼動していること、また Oracle Traceを使用するノードが
Oracle Enterprise Managerコンソールによって以前に検出されていること。

� Oracle Enterprise Managerの優先接続情報リストが、データを収集する対象のノードに
対して設定されていること。

� Oracle8データベースの ORACLE_TRACE_ENABLE値が、INITsid.ORAファイルで
TRUEに設定されていること。

� Oracle Traceフォーマット表が作成されていること（Oracle Server 7.3.4より前のリリー
スおよび 8.0.4の場合）。

これらの表は、Oracle Trace収集バイナリ・ファイル（collection_name.dat）を変換およ
びロードして Oracle表にアクセスできるようにする、Oracle Traceフォーマット・メカ
ニズムで必要になります。

注意注意注意注意 : Oracle Serverリリース 8.0.3より前の Oracle Traceでは、ストア
ド・プロシージャがデータベースにインストールされている必要がありま
す。

詳細は、C-20ページの「ストアド・プロシージャ」を参照してください。
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vobshコマンドを使用して、Oracle Traceフォーマットに使用するスキーマ内に、これ
らの表を作成します。フォーマット表の詳細は、C-15ページの「収集のフォーマットに
失敗する」を参照してください。

� Oracle Trace収集のターゲット・ノード上で、Oracle Intelligent Agentが稼動中である
こと。

� Oracle 7.3データベースの場合、Oracle Traceユーザー・アカウントの TRACESVRと、
Oracle Traceストアド・プロシージャ・パッケージの
DBMS_ORACLE_TRACE_AGENTおよび DBMS_ORACLE_TRACE_USERがあるかど
うかをチェックしてください。ない場合には、SYSとして otrcsvr.sqlスクリプトを実行
して、それらを作成する必要があります。otrcsvr.sqlスクリプトは、UNIXシステムで
は $ORACLE_HOME/otrace/adminに、NTシステムでは
$ORACLE_HOME¥otracexx¥adminにあります。

otrcsvr.sqlスクリプトは、ほとんどのプラットフォーム上では、データベースのインス
トール中に自動的に実行されます。ただし、サーバー・プラットフォームがWindows 
NTである場合は、このスクリプトは手動で実行しなければなりません。

� Oracle Trace Collection Services制御ファイルが、ターゲット・ノード上の
$ORACLE_HOMEディレクトリにあること。

制御ファイルには、次のものがあります。regid.dat、process.dat（Oracle8では
facility.datに改名）および collect.dat。これらのファイルは、UNIXシステムでは
$ORACLE_HOME/otrace/adminに、NTシステムでは
$ORACLE_HOME¥otracexx¥adminにあります。

制御ファイルが見つからない場合は、$ORACLE_HOME/binサブディレクトリにある
otrccref.exe実行ファイルを実行します。

� Windows NTプラットフォームの場合、Oracle Trace Collection Servicesが、実行時に
必要なダイナミック・リンク・ライブラリ（dll）の形で使用可能になっていること。ダ
イナミック・リンク・ライブラリ・ファイルは otracexx.dllと呼ばれ、xxはリリース番
号を表します。このファイルは、$ORACLE_HOME¥binにあります。

他のすべてのプラットフォームでは、Oracle Trace Collection Servicesは、アプリケー
ションのイメージが作成されるとそのイメージにリンクされます。
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2

Oracle Traceの使用の使用の使用の使用

Oracle Traceでは、Oracle Traceデータ収集 APIが組み込まれた製品のデータが収集されま
す。Oracle Trace Managerアプリケーションを使用して、Oracle Trace APIが組み込まれた
製品用の Oracle Trace収集を作成および管理します。

オラクル社では、Oracle Traceデータ収集 APIを Oracle Serverリリース 7.3以降に組み込ん
でいます。

Oracle Enterprise Managerによって管理するノードにその他のカスタム製品を追加する場
合、Oracle Trace Managerでは、これらの製品が自動的に検出され、収集管理に利用できる
ようになります。

この章には、次の項目があります。

� 「Oracle Traceの起動」

� 「製品の検出」

� 「Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウの表示」

� 「Oracle Trace Managerのメニューの表示」

Oracle Traceの起動の起動の起動の起動
Oracle Traceは、Oracle Enterprise Managerコンソールから、次のいずれかの方法で起動し
ます。

� Diagnostics Packドローワ内の Trace Managerのオプション

� 「ツール」→「Diagnostic Pack」→「Trace Manager」メニュー・オプション

次のように、「スタート」メニューから Oracle Traceを起動することもできます。

「スタート」→「プログラム」→「ORACLE_HOME」→「Diagnostics Pack」→「Trace 
Manager」
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「Oracle Management Serverログイン」ダイアログ・ボックスに、必要なログイン情報を入
力します。

Oracle Enterprise Managerでアプリケーションを開始するプロセスを起動起動起動起動と呼びます。

Oracle Traceでは、Oracle Enterprise Managerのジョブ・サブシステムを使用してそのタス
クを実行するため、Oracle Management Serverが Oracle Traceと同時に実行されている必
要があります。

製品の検出製品の検出製品の検出製品の検出
Oracle Traceでは、Oracle Traceのデータ収集で使用可能になっている製品およびデータ
ベース・サービスのグラフィカルなナビゲータ表示が行われます。これらの製品およびサー
ビスは、Oracle Management Serverで管理されるノード上に常駐します。Oracle Traceコー
ルで使用可能になっている製品およびサービスは、製品の検出プロセス中に、Oracle Trace 
Managerにより検索（つまり検出検出検出検出）されます。

Oracle Traceの検出プロセスでは、Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムおよび
Oracle Intelligent Agentを介してバッチ・ジョブを特定のノードに送ります。このジョブに
より、Oracle Traceからコール可能な（Oracle Traceコールが組み込まれた）製品および
サービスに関する情報が集められます。このジョブによって、管理対象ノードに Oracle 
Trace APIコールで使用可能な製品が集められ、Oracle Trace Managerに結果が戻されて、
リポジトリおよび Oracle Trace Managerの表示が更新されます。ユーザーは、検出が成功し
た製品およびサービスに対してのみ収集を行うことができます。

 

Oracle Traceを初めて起動する場合、Oracle Traceのメイン・ウィンドウの左ペインのツ
リー・リストは空になっています。つまり、「収集」の下にエントリがありません。この場
合、Oracle Traceで検出を実行するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます（図 2-1参
照）。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEは、Diagnostics Packがインストールされてい
る oracle_homeを表します。

注意注意注意注意 : ノードの検出中に、認証エラー認証エラー認証エラー認証エラーを示すエラーが発生した場合は、
そのノードの Oracle Enterprise Managerの作業環境を、有効なユーザー
名とパスワードに設定する必要があります。『Oracle Enterprise Manager
構成ガイド』で、ユーザーとしてジョブを実行するアカウントの設定方法
の説明を参照してください。
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図図図図 2-1  初めての初めての初めての初めての Oracle Traceの起動の起動の起動の起動

初めて製品を検出する場合は、「はい」ボタンをクリックします。それ以外の場合は、「製
品」→「検出」を起動します。「Oracle Trace検出」ダイアログ・ボックスが、図 2-2のよう
に表示されます。
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図図図図 2-2  「「「「Oracle Trace検出」ダイアログ・ボックス検出」ダイアログ・ボックス検出」ダイアログ・ボックス検出」ダイアログ・ボックス

「Oracle Trace検出」ダイアログ・ボックスには、次のフィールドとボタンがあります。

ノードノードノードノード
検出を実行するノードを選択します。Oracle Enterprise Manager Agentが実行されている
ノードのみが、このダイアログ・ボックスに表示されます。検出プロセスでは、選択された
各ノードに対して、ノード上に Oracle Traceがインストールされているかどうか、および
データ収集でどの製品が使用可能かが確認されます。データ収集で使用可能にする製品は、
Oracle Traceのコールが組み込まれている必要があります。

状態状態状態状態
このフィールドは、そのノード上で行われた最終の検出プロセスの状態、または現在の検出
の状態を示します。

最後の検出最後の検出最後の検出最後の検出
このフィールドは、そのノードに対して最終の検出がいつ行われたかを示します。

継続継続継続継続
「継続」ボタンをクリックすると、Oracle Traceは、検出プロセスを開始します。「トレース
の検出の進行」ボックスが表示されます。このボックスは、検出の進捗状況およびプロセス
の結果を知る手がかりとなります。

取消取消取消取消
「取消」ボタンをクリックすると、検出プロセスが停止されます。

ヘルプヘルプヘルプヘルプ
「ヘルプ」ボタンをクリックすると、検出プロセスについてのヘルプが見られます。
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すべて選択すべて選択すべて選択すべて選択
「すべて選択」ボタンをクリックすると、使用可能なすべてのノードが選択されます。

すべて消去すべて消去すべて消去すべて消去
「すべて消去」ボタンをクリックすると、ノードが選択解除されます。

検出の結果検出の結果検出の結果検出の結果
検出が完了すると、検出されたノードおよび製品のリストが表示されます。Oracle Trace収
集を作成したノードの検出に失敗した場合、または特定の製品やサービスが検出できなかっ
た場合、Oracle Traceナビゲータでは、このような収集および関連するすべての製品とサー
ビスが使用不可として（グレーで）表示されます。

Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウの表示のメイン・ウィンドウの表示のメイン・ウィンドウの表示のメイン・ウィンドウの表示
Oracle Traceを起動すると、図 2-3に示すように、Oracle Trace Managerのメイン・ウィン
ドウが表示されます。

図図図図 2-3  Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウのメイン・ウィンドウのメイン・ウィンドウのメイン・ウィンドウ
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このウィンドウは、メニュー、ペイン、ツールバーおよびステータス・バーで構成されてい
ます。このメニューおよびツールバーを使用して、Oracle Traceの機能にアクセスします。
ウィンドウ下のステータス・バーには、実行中のタスクに関連する情報が表示されます。

左ペイン左ペイン左ペイン左ペイン
Oracle Traceのメイン・ウィンドウの左ペインには、Oracle Traceのオブジェクト階層を表
すツリー構造が表示されます。ツリー構造の最上位のオブジェクトは、「収集」フォルダで
す。このフォルダを拡張すると、Oracle Traceで検出したすべてのノードが表示されます。
各ノードを拡張すると、そのノードにインストールされている、Oracle Trace収集に使用可
能な製品およびデータベースのリストが表示されます。各製品または各データベースには、
実行されたかまたは現在実行中の 1つ以上の収集が含まれる場合があります。プラス記号
（+）をクリックするとツリーが拡張し、マイナス記号（-）をクリックするとツリーが縮小
します。

右ペイン右ペイン右ペイン右ペイン
ウィンドウの右ペインには、左ペインでハイライト表示されているオブジェクトの関連情報
が表示されます。通常、この情報は、ツリーで選択したオブジェクトに対する、Oracle 
Traceで実行中あるいは完了した収集についての詳細です。この情報は、Oracle Enterprise 
Managerのリポジトリ中の Oracle Traceの表に格納されているデータに基づいています。
 

左ペインでハイライト表示されているものに応じて、次の情報のいくつかまたはすべてが、
Oracle Traceのメイン・ウィンドウの右ペインに表示されます。

収集収集収集収集
収集名。

状態状態状態状態
収集の現在の状態 :　作成済、実行中、完了、フォーマット中、スケジュール済、停止中、
停止、ファイルを削除中、ファイルを削除済および不明。

ノードノードノードノード
収集が実行されたノードの名前。

Oracleインストールインストールインストールインストール
データが収集される一連の製品の場所。

注意注意注意注意 : リポジトリとは、Oracleデータベースに格納されている一連の表
のことです。リポジトリの詳細は、『Oracle Enterprise Manager 概説』を
参照してください。
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フォーマット済フォーマット済フォーマット済フォーマット済
収集データのフォーマット状態。すべてのデータがフォーマット済の場合、状態は「○」と
表示されます。状態が「×」と表示されている場合は、データはフォーマットされていませ
ん。

ツールバー・アイコンツールバー・アイコンツールバー・アイコンツールバー・アイコン
Oracle Traceのツールバーには、メニュー項目を表すアイコンがあります。ツールバーのオ
プション（図 2-4参照）は、ツリー・リストで選択したオブジェクトに応じて使用可能にな
ります。

図図図図 2-4  ツールバー・アイコンツールバー・アイコンツールバー・アイコンツールバー・アイコン

Oracle Traceのアイコンは、次のとおりです。

収集を作成します。このアイコンをクリックすると、収集が作成されます。

類似収集を作成します。ツリー・リストで収集を選択して、このアイコンをクリックす
ると、類似の収集を作成できます。これは、「収集」→「類似作成 ...」オプションを選
択する場合と同じです。

収集を停止します。ツリー・リストで収集を選択して、このアイコンをクリックする
と、イベント・データの収集が停止されます。

収集をフォーマットします。ツリー・リストで収集を選択して、このアイコンをクリッ
クすると、収集がフォーマットされます。

Oracle Trace Managerから収集を削除します。ツリー・リストで収集を選択して、この
アイコンをクリックすると、既存の収集が削除されます。また、このオプションによ
り、収集定義ファイル、データ収集ファイルおよびフォーマット済データを削除するこ
ともできます。

選択した収集の収集定義ファイル（.cdf）およびデータ収集ファイル（.dat）を削除し
ます。

フォーマット済データを削除します。フォーマット済データが含まれた収集を選択し
て、このアイコンをクリックすると、データベースからフォーマット済データが削除さ
れます。

Windowsヘルプ・モードを起動します。このアイコンをクリックすると、コマンドを
起動しなくても、プルダウン・エントリをクリックして、オブジェクトの状況に応じた
ヘルプを参照できます。
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Oracle Trace Managerのメニューの表示のメニューの表示のメニューの表示のメニューの表示
次の各項では、Oracle Trace Managerのメニューについて簡単に説明します。メニューに
は、次のものがあります。

� ファイル

� 編集

� 表示

� 収集

� 製品

� ヘルプ

「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー「ファイル」メニュー
「ファイル」メニューには、次のオプションが含まれます。

終了終了終了終了
Oracle Traceのアプリケーションを終了します。

現在実行中の収集では、停止されるまで、またはファイルの最大サイズに達するまで（収集
の開始時に指定した場合）、あるいはスケジュールされた終了時刻に達するまで、実行が継
続されます。

「編集」メニュー「編集」メニュー「編集」メニュー「編集」メニュー
「編集」メニューには、次のオプションが含まれます。

カットカットカットカット
ハイライト表示されたテキストを削除して、それをバッファに入れ、「ペースト」操作で使
用できるようにします。このオプションは、収集ウィザードで使用できます。

コピーコピーコピーコピー
ハイライト表示されたテキストのコピーを作成して、他の場所にペーストできるようにしま
す。このオプションは、収集ウィザードで使用できます。

ペーストペーストペーストペースト
コピーまたはカットしたテキストを、カーソル位置に置きます。このオプションは、収集
ウィザードで使用できます。

作業環境作業環境作業環境作業環境 ...
「作業環境」ダイアログ・ボックスが表示され、ここで、収集ウィザードで使用されるデ
フォルトのフォーマット・オプションを指定します。
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「表示」メニュー「表示」メニュー「表示」メニュー「表示」メニュー
「表示」メニューには、次のオプションが含まれます。

リフレッシュリフレッシュリフレッシュリフレッシュ
Oracle Traceで、Oracle Enterprise Managerのノードおよびデータベースの情報を参照し
て、更新および有効性検査を強制的に行います。

ツールバーツールバーツールバーツールバー
Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウのツールバーを、表示または非表示にします。
「ツールバー」オプションの横にチェック・マークが付いている場合、ツールバーは表示さ
れます。

ステータス・バーステータス・バーステータス・バーステータス・バー
Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウのステータス・バーの表示を、表示または非表
示にします。ステータス・バーには、アクションの実行中に状態メッセージが表示されま
す。「ステータス・バー」オプションの横にチェック・マークが付いている場合、状態メッ
セージが表示されます。

「収集」メニュー「収集」メニュー「収集」メニュー「収集」メニュー
「収集」メニューには、次のオプションが含まれます。

作成作成作成作成 ...
収集ウィザードを起動します。このウィザードを使用して、Oracle Traceで収集の作成に必
要な情報を入力します。

類似作成類似作成類似作成類似作成 ...
Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウの左ペインで収集がハイライト表示されている
場合に、収集ウィザードを起動します。ハイライト表示された収集の情報が、新しい収集に
コピーされます。この情報を確定することも、変更することもできます。

停止停止停止停止
ツリー・リストで選択された実行中の収集を停止します。

フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット
収集データをデータベースにフォーマットします。

フォーマット済みデータの表示フォーマット済みデータの表示フォーマット済みデータの表示フォーマット済みデータの表示
Oracle Trace Data Viewerアプリケーションを起動します。このオプションは、右ペインに
ハイライト表示された収集がフォーマット済である場合に使用可能になります。
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削除削除削除削除 ...
Oracle Trace Managerから収集を削除します。ツリー・リストで収集を選択して、このオプ
ションを選択すると、既存の収集が削除されます。また、このメニュー項目により、収集定
義ファイル、データ収集ファイルおよびフォーマット済データを削除することもできます。

フォーマット済みデータの削除フォーマット済みデータの削除フォーマット済みデータの削除フォーマット済みデータの削除
フォーマット済データを削除します。フォーマット済データが含まれた収集を選択して、こ
のオプションをクリックすると、データベースからフォーマット済データが削除されます。

収集ファイルの削除収集ファイルの削除収集ファイルの削除収集ファイルの削除
選択した収集の収集定義ファイル（.cdf）およびデータ収集ファイル（.dat）が削除されま
す。

「製品」メニュー「製品」メニュー「製品」メニュー「製品」メニュー
「製品」メニューには、次のオプションが含まれます。

検出検出検出検出
Oracle Traceがノード上にインストールされているかどうかを確認するプロセスを開始しま
す。インストールされている場合、そのノード上の Oracle Trace APIコールで使用可能な製
品が特定されます。

作成作成作成作成
新しい製品定義ファイルを作成します。

編集編集編集編集
既存の製品定義ファイルを編集します。

「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー「ヘルプ」メニュー
「ヘルプ」メニューには、次のオプションが含まれます。

注意注意注意注意 : Oracle Trace Managerでは、Oracle Enterprise Managerのコン
ソールで認識されるノードのリストが使用されます。

注意注意注意注意 : Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウに、「製品」→「作
成」および「製品」→「編集」メニュー・オプションが表示されない場合
があります。これらのメニュー・オプションには、アプリケーション開発
者が新規の Oracle Trace製品定義ファイルを作成する場合にのみ必要とな
ります。したがって、これらのメニュー・オプションは、デフォルトでは
表示されません。これらのメニュー・オプションの起動の詳細は、Oracle 
Trace オンライン・ヘルプを参照してください。
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目次目次目次目次
Oracle Traceヘルプ・トピックのリストを表示します。

キーワードで検索キーワードで検索キーワードで検索キーワードで検索 ...
ヘルプ・システムで検索できる索引エントリおよびキーワードのリストを含むダイアログ・
ボックスを表示します。

ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法
Microsoft Windowsヘルプ・システムの使用方法についての情報を表示します。

Oracle Trace Managerについてについてについてについて
Oracle Trace Managerのバージョンおよび著作権の情報を含むダイアログ・ボックスを表示
します。
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収集の処
3

収集の処理収集の処理収集の処理収集の処理

この章では、Oracle Trace収集の処理方法について説明します。特に、次の項目を取り上げ
ます。

� 「収集の作成」

� 「収集定義およびプロパティの表示」

� 「類似収集の作成」

� 「収集の停止」

� 「収集のフォーマット」

� 「収集エントリの削除」

� 「フォーマット済データの削除」

� 「収集ファイルの削除」

� 「レポートの実行」

収集の作成収集の作成収集の作成収集の作成
Oracle Traceの収集は、Oracle Trace収集ウィザードを使用して作成します。収集ウィザー
ドを使用すれば、Oracle Traceの収集を定義およびスケジュールできます。ウィザードにア
クセスするには、次のいずれかを行います。

� ツールバーのプラス記号（+）を押します。

� 「収集」→「作成」を選択します。

� ツリーでノードまたは製品を選択した後で、マウスの右ボタンをクリックして「収集の
作成」を選択します。

収集ウィザードでは、必要な情報の入力のみが求められます。つまり、収集の作成は状況に
応じて変化します。ノードがすでに選択されている場合は、ステップ 3にスキップします。
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ツリー・リストの一番上にいる場合に（「収集」という単語がハイライト表示されていま
す）、ツールバーの「収集の作成」ボタンをクリックすると、図 3-1に示すように、Oracle 
Trace収集ウィザードの「イントロダクション」ページが表示されます。

図図図図 3-1  Oracle Trace収集ウィザードの「イントロダクション」ページ収集ウィザードの「イントロダクション」ページ収集ウィザードの「イントロダクション」ページ収集ウィザードの「イントロダクション」ページ

収集ウィザードの各ページで入力する情報によって、収集パラメータが定義されます。ウィ
ザードの各ステップで、前のステップの入力に基づいて情報が集められます。収集ウィザー
ドでは、次の順序で情報の入力が求められます。

1. サーバー・ノード

2. Oracleインストール

3. イベント・セット

4. 収集データの制限

5. 出力（収集定義ファイルおよびデータ・ファイル）

6. 収集スケジュール

7. 拡張スケジュール・オプション

8. 収集されたデータのフォーマット

9. 拡張フォーマット・オプション

「次へ」ボタンをクリックして、収集の定義を開始します。
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ステップステップステップステップ 1:　サーバー・ノードの選択　サーバー・ノードの選択　サーバー・ノードの選択　サーバー・ノードの選択
ステップ 1では、サーバー・ノードを選択します（図 3-2参照）。サーバー・ノードを選択し
て「収集の作成」を実行した場合、収集ウィザードでは、このページがスキップされます。

図図図図 3-2  ステップステップステップステップ 1:　サーバー・ノード　サーバー・ノード　サーバー・ノード　サーバー・ノード

サーバー・ノードのトレースサーバー・ノードのトレースサーバー・ノードのトレースサーバー・ノードのトレース
Oracle Trace収集の実行に有効な Oracleがインストールされているサーバー・ノードです。
このリストから選択して、収集を実行するノードを指定してください。

ステップステップステップステップ 2:　インストール済　インストール済　インストール済　インストール済 Oracle製品製品製品製品
ステップ 2では、収集で使用する、インストール済 Oracle製品を選択します（図 3-3参照）。

このページは、Oracle Traceがノード上の 2つ以上の $ORACLE_HOMEにインストールさ
れている場合にのみ表示されます。それ以外の場合は、このページで入力を求められること
はありません。検出メカニズムによって、ノード上にインストールされているすべての
$ORACLE_HOMEが検索されます。各 $ORACLE_HOMEは、Oracle製品の異なるバー
ジョンを表します。
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図図図図 3-3  ステップステップステップステップ 2:　インストール済　インストール済　インストール済　インストール済 Oracle製品製品製品製品

また、1つの $ORACLE_HOMEには、互換性のある Oracle Trace APIが組み込まれた一連
の製品が含まれています。Oracle Traceの収集は、複数の製品上で実行できます。ただし、
製品はすべて同じ $ORACLE_HOMEに属していなければなりません。

インストールインストールインストールインストール
このリストには、選択したノードに対して使用可能な $ORACLE_HOMEがすべて表示され
ます。

インストール済み製品インストール済み製品インストール済み製品インストール済み製品
これは読込み専用のリストで、現在選択されている $ORACLE_HOMEに使用可能な製品を
示します。Oracle Trace APIが組み込まれた製品のみがリスト表示されます。

ステップステップステップステップ 3:　イベント・セットの選択　イベント・セットの選択　イベント・セットの選択　イベント・セットの選択
ステップ 3では、使用するイベント・セットを選択します（図 3-4参照）。イベント・セット
とは、イベントをグループ化したものです。
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図図図図 3-4  ステップステップステップステップ 3:　イベント・セット　イベント・セット　イベント・セット　イベント・セット

製品製品製品製品 /データベースデータベースデータベースデータベース
これは、選択したノードおよび $ORACLE_HOMEに組み込まれた、使用可能な製品および
データベースのリストです。イベント・セットを 1つ以上の製品およびデータベースから選
択して、収集を定義できます。製品またはデータベース 1つ当りに、イベント・セットを 1
つだけ選択できます。

イベント・セットイベント・セットイベント・セットイベント・セット
これは、特定の製品またはデータベース用のイベント・セットのリストです。製品または
データベース 1つ当りに、イベント・セットを 1つ選択できます。また、必要のない製品ま
たはデータベースに関しては、イベント・セットを選択しなくてもかまいません。使用する
イベント・セットの値を選択してください。Oracle Serverには、次のイベント・セットが提
供されます。ALL、DEFAULT、EXPERT（Oracle Expertアプリケーション）、CACHEIO
（バッファ・キャッシュ I/O）および SUMMARY（Summary Advisorアプリケーション）。

注意注意注意注意 : CACHEIOおよび SUMMARYイベント・セットは、リリース
8.1.5以降の Oracle8 Serverでのみ使用できます。
収集の処理 3-5



収集の作成
イベント・セットの説明イベント・セットの説明イベント・セットの説明イベント・セットの説明
「イベント・セットの説明」は、選択したイベント・セットの説明です。[Old format]は、製
品定義ファイル（.fdf）内には説明が含まれていないことを示します。

ステップステップステップステップ 4:　ユーザーによって収集されたデータの制限　ユーザーによって収集されたデータの制限　ユーザーによって収集されたデータの制限　ユーザーによって収集されたデータの制限
デフォルトでは、Oracle Traceにより、データベース上のユーザー全員のデータが収集され
ます。ステップ 4では、データ収集に特定のユーザーを選択することによって、収集する
データの量を制限できます（図 3-5参照）。

図図図図 3-5  ステップステップステップステップ 4:　ユーザーによる制限　ユーザーによる制限　ユーザーによる制限　ユーザーによる制限

注意注意注意注意 : Oracle Serverデータの収集用には、EXPERTまたは DEFAULTイ
ベント・セットいずれかのご使用をお薦めします。ALLイベント・セッ
トでは、Waitイベントを収集するときに大量のデータが生成されてしま
います。特にWaitイベントを調べる必要がなければ、ALLイベント・
セットは使用しないようにしてください。

注意注意注意注意 : このステップは、「イベント・セット」ページでデータベースを
選択し、そのデータベースがリリース 8.0.4以降の Oracle8である場合に
のみ、使用可能です。それ以外の場合、このページは表示されません。
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データ収集を選択したユーザーに制限データ収集を選択したユーザーに制限データ収集を選択したユーザーに制限データ収集を選択したユーザーに制限
特定のユーザーに収集を制限する場合は、このボックスをチェックします。チェックしない
と、すべてのユーザーのデータを収集します。

ユーザー名とパスワードユーザー名とパスワードユーザー名とパスワードユーザー名とパスワード
ターゲットの Oracle Server上のユーザーのリストにアクセスするには、この情報を入力し
ます。情報の入力により、Oracle Trace Managerがサーバーに接続され、ユーザー名を取得
できます。このアカウントには、SYS.ALL_USERS表および V$EVENT_NAMEビューに対
する Select権限がなければなりません。

サービスサービスサービスサービス
このフィールドはグレー表示されます。サービスは「イベント・セット」ページで設定され
ています。サービス名を変更する必要がある場合は、「イベント・セット」ページに戻り、
別のサービスを選択します。

ユーザー・リストを表示ユーザー・リストを表示ユーザー・リストを表示ユーザー・リストを表示
このボタンをクリックして、図 3-6に示すように、ユーザーのリストを表示します。

図図図図 3-6  ステップステップステップステップ 4:　ユーザーによる制限（リスト）　ユーザーによる制限（リスト）　ユーザーによる制限（リスト）　ユーザーによる制限（リスト）

データ収集に加えるユーザーを選択します。ユーザー名の左にある正方形をクリックして、
ユーザーを選択します。選択したユーザーには、正方形にチェック・マークが付きます。
ユーザー全員を収集に加える場合は、「すべて選択」ボタンをクリックします。これは収集
するデータを制限しないことと同じです。「すべて選択」ボタンをクリックした後は、「すべ
て選択解除」ボタンをクリックすればすべての項目を選択解除できます。
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ステップステップステップステップ 5:　　　　Waitイベントで収集されるデータの制限イベントで収集されるデータの制限イベントで収集されるデータの制限イベントで収集されるデータの制限
デフォルトでは、Oracle Traceにより、すべてのWaitイベントのデータが収集されます。
ステップ 5では、データ収集に特定のWaitイベントを選択することによって、収集する
データの量を制限できます（図 3-7参照）。

このステップは、次の条件がすべて当てはまる場合にのみ使用できます。

� 「イベント・セット」ページの「製品 /データベース」列からデータベースを選択済で
あること

� 選択したデータベースがリリース 8.0.4以降の Oracle8であること

� ALLイベント・セットのように、選択したイベント・セットにWaitイベントが含まれ
ていること

図図図図 3-7  ステップステップステップステップ 5:　　　　Waitによる制限による制限による制限による制限

データ収集を選択したデータ収集を選択したデータ収集を選択したデータ収集を選択したWaitイベントに制限イベントに制限イベントに制限イベントに制限
収集を特定のWaitイベントに制限する場合は、このボックスをチェックします。チェック
しない場合、すべてのWaitイベントが収集されます。

注意注意注意注意 : このステップには、次のリストに示すように、いくつかの制限が
あります。
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ユーザー名とパスワードユーザー名とパスワードユーザー名とパスワードユーザー名とパスワード
サーバー上のWaitイベントのリストにアクセスするには、この情報を入力します。情報の
入力により、サーバーに接続されます。このアカウントには、V$EVENT_NAMEビューに
対する select権限がなければなりません。

サービスサービスサービスサービス
このフィールドはグレー表示されます。サービスは「イベント・セット」ページで設定され
ています。サービス名を変更する必要がある場合は、「イベント・セット」ページに戻り、
別のサービスを選択します。

Waitリストを表示リストを表示リストを表示リストを表示
このボタンをクリックして、図 3-8に示すように、Waitイベントのリストを表示します。

図図図図 3-8  ステップステップステップステップ 5:　　　　Waitによる制限（リスト）による制限（リスト）による制限（リスト）による制限（リスト）

データ収集に加えるWaitイベントを選択します。Waitイベントは、Waitイベント型別に
グループ分けされます。ツリーを拡張すると、個々のWaitイベントが表示されます。特定
のWaitイベントまたはWaitイベント型をクリックできます。Waitイベントを選択するに
は、Waitイベントの左にある正方形をクリックします。選択したWaitイベントには、正方
形にチェック・マークが付きます。すべてのWaitイベントを収集に加える場合は、「すべて
選択」ボタンをクリックします。これは収集するデータを制限しないことと同じです。「す

注意注意注意注意 : ステップ 4でこの情報を入力すると、再び入力を求められること
はありません。
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べて選択」ボタンをクリックした後は、「すべて選択解除」ボタンをクリックすればすべて
の項目を選択解除できます。

ステップステップステップステップ 6:　収集定義ファイル名の指定　収集定義ファイル名の指定　収集定義ファイル名の指定　収集定義ファイル名の指定
ステップ 6では、Oracle Traceによって、収集結果を格納する収集定義ファイルのデフォル
ト名が指定されます（図 3-9参照）。デフォルトを確定しても、あるいは名前を変更してもか
まいません。

図図図図 3-9  ステップステップステップステップ 6:　出力　出力　出力　出力

収集名収集名収集名収集名
デフォルト名を確定しない場合は、収集名として半角英数字で最大 16文字の名前を指定し
ます。特殊記号は使用できません。収集名および収集定義ファイル名は、どちらもデータを
収集しているノード上で一意である必要があります。

収集結果ファイル収集結果ファイル収集結果ファイル収集結果ファイル
デフォルトでは、収集定義ファイルは、収集名に .cdf（収集定義ファイル）を追加した名前
になります。完全なファイル指定は、$ORACLE_HOME/otrace/admin/cdf/name.cdfにな
ります。nameは、デフォルトでは「収集名」フィールド内にあったものです。ただし、こ
の名前は、UNIX以外のシステムでは異なる場合があります。名前の長さは、半角英数字で
最大 8文字です。

説明説明説明説明
新しい収集の説明を入力します。
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この時点で、「終了」ボタンをクリックできます。そうすると、Oracle Traceでは、情報のス
ケジュールおよびフォーマット用のすべてのデフォルトが確定されます。これらは、「サマ
リー」ページに表示されます（図 3-14参照）。

ステップステップステップステップ 7:　収集のスケジュール　収集のスケジュール　収集のスケジュール　収集のスケジュール
ステップ 7では、収集定義ファイル（.cdf）の長さの最大値（MB）の定義と、スケジュール
情報の指定ができます（図 3-10参照）。

図図図図 3-10  ステップステップステップステップ 7:　スケジューリング　スケジューリング　スケジューリング　スケジューリング

最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ
最大ファイル・サイズを指定した場合、他のスケジュール基準が満たされていなくても、そ
のファイル・サイズに達すると収集は停止します。ディスク容量に制限がある場合には、こ
のパラメータを設定することをお薦めします。1～ 2000の値を使用します。デフォルトで
は、最大ファイル・サイズは設定されていません。

注意注意注意注意 : Oracle Serverの収集に ALLイベント・セットを選択すると、大
量のデータ、特にWaitイベント・データが収集されます。このような場
合、最大ファイル・サイズの設定をお薦めします。
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収集をただちに実行しますか収集をただちに実行しますか収集をただちに実行しますか収集をただちに実行しますか ?
このボックスをチェックすると、収集がただちに実行されます。これがデフォルトです。収
集をただちに実行しない場合は、「拡張スケジュール・オプション」ページを使用して、収
集をスケジュールします。

時間時間時間時間
このパラメータは、0（ゼロ）以上の整数を使用して定義します。

分分分分
このパラメータは、0（ゼロ）以上の整数を使用して定義します。デフォルトは、30分です。

拡張拡張拡張拡張 ...
「拡張 ...」ボタンをクリックすると、次の項で説明するように、拡張スケジュール・オプ
ションが表示されます。収集をただちに実行しないようにする場合は、拡張スケジュール・
オプションを指定する必要があります。

拡張スケジュール・オプション拡張スケジュール・オプション拡張スケジュール・オプション拡張スケジュール・オプション
「拡張スケジュール・オプション」ページを使用すれば、収集の実行をスケジュールできま
す（図 3-11参照）。

図図図図 3-11  「拡張スケジュール・オプション」ページ「拡張スケジュール・オプション」ページ「拡張スケジュール・オプション」ページ「拡張スケジュール・オプション」ページ

注意注意注意注意 : 収集を何時間も実行すると、大量のディスク領域が消費されます。
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収集の作成
実行実行実行実行
収集を実行する頻度を選択します。右下のペインのフォーマットは、「実行」フィール
ドで選択した項目によって変わります。次のうちから選択できます。

� 即時即時即時即時

「サマリー」ページの「送る」ボタンをクリックすると同時に収集を実行するようにス
ケジュールします。収集は一度だけ実行されます。

� 1回のみ回のみ回のみ回のみ

選択した日付および時刻に 1回だけ収集を実行するようにスケジュールします。

� 間隔間隔間隔間隔

収集を実行する時間間隔をスケジュールできます。間隔は、時間および分、または日数
で指定できます。スクロール・ボタンをクリックして、値を変更したり、新しい値を入
力します。

� 曜日指定（週）曜日指定（週）曜日指定（週）曜日指定（週）

収集を 1つ以上の曜日（日曜日、月曜日など）に実行するようにスケジュールできま
す。「日」フィールドの曜日をクリックして、収集を実行する曜日を選択します。

� 日付指定（月）日付指定（月）日付指定（月）日付指定（月）

収集を 1つ以上の月日（1日～ 31日）に実行するようにスケジュールできます。「日付」
フィールドの月日をクリックして、収集を実行する日付を選択します。

実行開始実行開始実行開始実行開始
収集を最初に実行する日付および時刻を選択します。これは、周期的に実行するようにスケ
ジュールされた収集の開始時刻です。

� 日日日日

「日付」フィールドの月、日または年を選択し、スクロール・ボタンをクリックして、
値を変更します。新しい値を入力することもできます。

� 時間時間時間時間

「時間」フィールドの時、分または午前 /午後を選択し、スクロール・ボタンをクリッ
クして、値を変更します。新しい値を入力することもできます。

実行終了実行終了実行終了実行終了
収集を最後に実行する日付および時刻を選択します。「即時」または「1回のみ」の実行オプ
ションを選択した場合、このオプションは適用されません。

� 日日日日

「日付」フィールドの月、日または年を選択し、スクロール・ボタンをクリックして、
値を変更します。新しい値を入力することもできます。
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収集の作成
� 時間時間時間時間

「時間」フィールドの時、分または午前 /午後を選択し、スクロール・ボタンをクリッ
クして、値を変更します。新しい値を入力することもできます。

時間帯時間帯時間帯時間帯
プルダウン・リストから時間帯を選択します。次のうちから選択できます。

� エージェントエージェントエージェントエージェント

エージェントでは、宛先ノードのシステム時間に基づいて、収集が実行されるようにス
ケジュールします。

� コンソールコンソールコンソールコンソール

コンソールでは、コンソールのシステム時間に基づいて、すべての宛先で収集を同時に
実行するようにスケジュールします。

� GMT

GMTでは、グリニッジ標準時（GMT）に基づいて、すべての宛先で収集が同時に実行
されるようにスケジュールします。

ステップステップステップステップ 8:　フォーマット・オプションの選択　フォーマット・オプションの選択　フォーマット・オプションの選択　フォーマット・オプションの選択
ステップ 8には、収集の終了時に、収集データを Oracleデータベース用に自動的にフォー
マットするオプションがあります（図 3-12参照）。

Oracle Serverの 7.3.4より前のリリースおよび 8.0.4では、Oracle Traceの表を、フォーマッ
ト前に作成する必要があります。詳細は、3-21ページの「収集のフォーマット」を参照して
ください。
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収集の作成
図図図図 3-12  ステップステップステップステップ 8:　フォーマット　フォーマット　フォーマット　フォーマット

はいはいはいはい
収集の完了時に収集をデータベース用にフォーマットする場合は、「はい」を選択します。
これがデフォルトです。

いいえいいえいいえいいえ
収集の完了時に収集をデータベース用にフォーマットしない場合は、「いいえ」を選択しま
す。

データベースデータベースデータベースデータベース
「はい」を選択する場合は、フォーマット済データを置くデータベース名を指定します。

優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き
優先接続情報リストによって、データベースへの接続および Oracle Traceフォーマット表へ
のデータのロードに使用されるユーザー名およびパスワードが識別されます。「優先接続情
報リストを上書き」オプションを選択して、Oracle Enterprise Managerコンソールまたは
Oracle Trace優先接続情報リストを上書きできます。データベースを選択し、フォーマット
表のターゲットであるデータベース・ユーザー名の基準を入力します。

Oracle Traceでは、次の順序で優先接続情報リストを判断します。接続情報が見つかるまで、
検索が継続されます。

1. Oracle Traceの「編集」→「作業環境」を使用した Oracle Traceの作業環境

2. そのノードの Oracle Enterprise Manager優先接続情報リスト
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収集の作成
拡張拡張拡張拡張 ...
「拡張」ボタンをクリックすると、次の項で説明するように、拡張フォーマット・オプショ
ンが表示されます。

拡張フォーマット・オプション拡張フォーマット・オプション拡張フォーマット・オプション拡張フォーマット・オプション
「拡張フォーマット・オプション」ダイアログ・ボックスでは、Oracle Traceですべての収集
結果ファイルをフォーマットするか、またはフォーマットされていないデータのみフォー
マットするかを選択できます。図 3-13を参照してください。

図図図図 3-13  「拡張フォーマット・オプション」ページ「拡張フォーマット・オプション」ページ「拡張フォーマット・オプション」ページ「拡張フォーマット・オプション」ページ

はいはいはいはい
すべての収集結果ファイルをフォーマットする場合は、このオプションを選択します。

すでにデータの一部がフォーマット済で、すべての結果をフォーマットする場合、一部のイ
ベント・データは 2回フォーマットされます。部分フォーマットと完全フォーマットでは、
収集 IDが異なります。整合性のとれた結果を得るためには、必ず完全フォーマットのみを
問合せしてください。ファイル全体を指定しない場合は、まだフォーマットされていないレ
コードのみがフォーマットされます。

いいえいいえいいえいいえ
フォーマットされていないデータのみをフォーマットする場合は、このオプションを選択し
ます。これがデフォルトです。このオプションを指定することによって、そのとき収集され
たデータのみを対象にできます。データを見るために、すべての収集が終了するまで待つ必
要はありません。収集の実行が 2回以上スケジュールされている場合には、このオプション
を使用します。

コミット間隔コミット間隔コミット間隔コミット間隔
コミット間隔をデータベース中に定義できます。間隔が短いほど、収集のフォーマットにか
かる時間が長くなります。また、コミット間隔が長いほど、コミット操作を成功させるに
は、より大きなロールバック・セグメントが必要になります。デフォルトでは、コミットが
行われるまでの挿入操作が 2,500回です。
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収集の作成
「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ
Oracle Trace収集ウィザードの「サマリー」ページには、Oracle Trace収集ウィザードにお
いて入力したすべての情報の一覧が表示されます（図 3-14参照）。

図図図図 3-14  「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ

次のプロパティのサマリーが表示されます。

� 一般

� イベント

� 収集データの制限（制限が作成された場合のみ表示）

� スケジュール

� 出力

� フォーマット

変更するオプションが「サマリー」ページで見つかった場合は、「戻る」ボタンをクリック
して、必要な変更を行ってください。

すべての情報を確認後、「完了」ボタンを押して、収集プロセスを開始します。
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収集定義およびプロパティの表示
収集定義およびプロパティの表示収集定義およびプロパティの表示収集定義およびプロパティの表示収集定義およびプロパティの表示
収集の作成後は、収集プロパティの表示はできますが編集はできません。ただし、同じよう
な収集を作成する必要がある場合は、「収集」→「類似作成 ...」オプションを使用するか、
「類似作成 ...」ボタンをクリックします。更新の必要のある収集オプションを変更して、新
規の収集を起動します。

収集プロパティを表示するには、ツリー中の収集名をクリックします。Oracle Traceでは、
次のような収集のプロパティ・ページが表示されます。一般、データ制限、出力、スケ
ジュールおよび進行です（図 3-15参照）。

図図図図 3-15  「収集」プロパティ・ページ「収集」プロパティ・ページ「収集」プロパティ・ページ「収集」プロパティ・ページ

「一般」ページ「一般」ページ「一般」ページ「一般」ページ
「一般」ページには、収集についての最小限の情報が表示されます。表示される情報には、
収集ファイルの位置、収集の期間、収集ファイルの説明および収集を構成する製品 /イベン
ト・セットの組合せが含まれます。「一般」ページには、次のフィールドがあります。

� 位置の詳細

– 名前 :　収集の名前
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収集定義およびプロパティの表示
– Oracleインストール :　製品イベント・セットを含むインストール済 Oracle製品の
位置

– ノード :　収集を実行したノード

� 収集期間

収集が実行される（された）時間の長さ

� 説明

入力した収集説明

� 製品

収集されたデータが次のフィールドで説明されます。

– 名前 :　データを収集した製品またはサービスの名前

– イベント・セット :　データを収集した製品内のイベント・セット

「データ制限」ページ「データ制限」ページ「データ制限」ページ「データ制限」ページ
「データ制限」ページには、データ収集を制限するのに使用される項目およびイベントがリ
スト表示されています。制限を選択しないと、「制限指定なし」のテキストが表示されます。

「出力」ページ「出力」ページ「出力」ページ「出力」ページ
「出力」ページには、.cdfファイルの名前およびフォーマット履歴が表示されます。「出力」
ページには、次のフィールドがあります。

� 結果ファイルの詳細

– 名前 :　収集されたデータのある収集定義（.cdf）ファイルの名前

– 最大サイズ（MB）:　収集を定義するときに指定したサイズ

� フォーマット履歴

レコードは、データをフォーマットするたびに作成されます。フォーマット済データの
データベースの宛先が表示されます。

– データベース :　サービス名。

– ユーザー :　データをフォーマットしたときに指定されたユーザー名。

– 状態 :　フォーマットの成功 /失敗を示します。

– 通知時刻 :　データがフォーマットされた日付および時刻を示します。

注意注意注意注意 : 最大サイズが提示されていない場合、サイズは無制限になります。
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類似収集の作成
– 部分 :　「はい」は、データの一部、すなわち最後のフォーマット以降に収集された
新規データのみがフォーマットされたことを示します。フィールド内が「いいえ」
の場合、すべてのデータがフォーマットされています。

「スケジュール」ページ「スケジュール」ページ「スケジュール」ページ「スケジュール」ページ
「スケジュール」ページには、収集の実行タイプが示されます。場合によっては、収集開始
の日付 /時刻、収集終了の日付 /時刻、収集に使用された時間帯も表示されます。これら
は、収集の作成時に拡張スケジュール・オプションを選択すれば、定義できます。これらの
オプションの詳細は、3-12ページの「拡張スケジュール・オプション」を参照してくださ
い。

「進行」ページ「進行」ページ「進行」ページ「進行」ページ
「進行」ページには、通知時刻など、収集実行時の状態が表示されます。「収集の状態」ペー
ジには、次のフィールドがあります。

� アクション :　収集の作成、収集のフォーマットなどの Oracle Traceの動作

� 状態 :　収集の開始、収集の停止などのアクションの状態

� 通知時刻 :　Oracle Traceが状態変更の通知を受けた時刻

類似収集の作成類似収集の作成類似収集の作成類似収集の作成
このオプションを使用すれば、既存の収集を新規の収集のテンプレートとして使用できま
す。そのため、毎回すべての項目を指定しなくても、以前の収集を使用し、項目をいくつか
変更すれば、簡単に収集をスケジュールできます。

Oracle Traceのメイン・ウィンドウの収集ツリー・リストで、新規の収集の基にする収集を
クリックします。「収集」→「類似作成 ...」オプションを選択します。すると、収集ウィ
ザードが起動します。この章ですでに概要を説明したステップに従って、必要な変更を行い
ます。

収集の停止収集の停止収集の停止収集の停止
収集を停止すると、データの収集が終了されます。収集を停止するには、次のように入力し
ます。

1. Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウで収集名を選択します。

2. 「収集」→「停止」を選択するか、ツールバーの「収集の停止」アイコンを選択します。

停止された収集は、Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウで「停止」の状態になりま
す。
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収集のフォーマット
収集のフォーマット収集のフォーマット収集のフォーマット収集のフォーマット
Oracle Traceでは、効率を上げるため、イベント・データをバイナリ・ファイルに収集しま
す。このバイナリ・ファイルは、SQLアクセスおよびレポート作成のために、Oracleデータ
ベース用に自動的にフォーマットできます。このデータは、Oracle Trace Managerを使用し
てフォーマットできます。

収集されたデータをフォーマットすれば、Data Viewerを使用して Oracle Traceのデータに
対して問合せを実行したり、それを Oracle Reportsなどのレポート・ツールで使用したりで
きます。SQLワークロードとして使用するために、Orace Traceフォーマット済データを
Oracle Expertにインポートすることもできます。

Oracle Traceデータのフォーマットの準備データのフォーマットの準備データのフォーマットの準備データのフォーマットの準備
データを Oracleデータベースにフォーマットする前に、フォーマット表をそのデータベー
ス内に作成する必要があります。『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』に説明されてい
るように、vobshコマンドを使用してフォーマット表を作成します。

複数の Oracleスキーマでフォーマット表を作成すれば、複数のフォーマット済データを保
持できます。

複数の収集を同じスキーマにフォーマットすることもできます。Oracle Trace Managerまた
はコマンド・ライン・インタフェースのいずれかを使用して、Oracle Traceデータをフォー
マットできます。表をフォーマットするためのコマンド・ライン・インタフェースの使用方
法については、A-6ページの「Oracle Traceデータの Oracle表へのフォーマット」を参照し
てください。Oracle Trace オンライン・ヘルプには、コマンド・ライン・インタフェースを
使用したフォーマットの手順の詳細が説明されています。

Oracle Trace Managerを使用した収集のフォーマットを使用した収集のフォーマットを使用した収集のフォーマットを使用した収集のフォーマット
Oracle Trace Managerを使用して収集をフォーマットするには、Oracle Traceの「収集サマ
リー」ウィンドウから収集名を選択します。Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウか
ら「収集」→「フォーマット」を選択します。「収集のフォーマット」ダイアログ・ボック
スが表示されます。次のように、情報を入力します。

データベースデータベースデータベースデータベース
データベースの接続文字列またはサービス名を入力します。何も入力しないと、Oracle 
Traceではデフォルトのデータベースが使用されます。

注意注意注意注意 : Oracle Trace Collection Servicesの 7.3.4より前のリリースおよび
8.0.4では、前のステップが必要になります。
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収集エントリの削除
優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き優先接続情報リストを上書き
優先接続情報リストは上書きできます。これらのリストによって、データのロード先のス
キーマを識別します。

Oracle Traceでは、次の順序で優先接続情報リストを判断します。接続情報が見つかるまで、
検索が継続されます。

1. Oracle Traceの作業環境

2. そのノードの Oracle Enterprise Manager優先接続情報リスト

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
Oracle Traceフォーマット表の作成に使用した Oracleユーザー名を入力します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
ユーザー名のパスワードを入力します。

フォーマット・オプションフォーマット・オプションフォーマット・オプションフォーマット・オプション
コミット間隔を決めたり、データの部分フォーマット（つまり、以前にフォーマットされて
いないデータの処理）を希望するかどうかを決めます。

コミット間隔コミット間隔コミット間隔コミット間隔
数値を入力します。コミット間隔は、コミットするまでにデータベースに対して行われる挿
入の数です。このフィールドには必ず値を入力する必要があります。デフォルトは 2500で
す。

部分フォーマット部分フォーマット部分フォーマット部分フォーマット
このオプションは、まだフォーマットされていないデータを処理する場合にのみ選択しま
す。これは、収集の進行中に、収集のデータをフォーマットするときに便利です。

「OK」をクリックします。収集がフォーマットされると、「収集サマリー」ウィンドウの
「フォーマット済み」列に状態がリスト表示されます。

収集エントリの削除収集エントリの削除収集エントリの削除収集エントリの削除
Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウから収集エントリを削除するには、エントリを
選択して、「収集」→「削除」を選択します。これにより、「収集の削除」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

デフォルトでは、すべての収集ファイルおよびすべてのフォーマット済データが削除されま
す。ただし、「拡張」ボタンをクリックすれば、削除するフォーマット済データを選択でき
ます。

収集ファイルおよびフォーマット済データを削除しないと、Oracle Trace Managerでは、収
集の記録のみ削除されます。この収集の「一般」、「データ制限」、「出力」、「スケジュール」
および「進行」の各ページは表示されません。また、収集ファイルおよびフォーマット済
データを後から手動で削除する必要があります。
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収集ファイルの削除
収集のフォーマット済データ削除の詳細は、Oracle Trace オンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

フォーマット済データの削除フォーマット済データの削除フォーマット済データの削除フォーマット済データの削除
フォーマット済データは、データベースでかなりの領域を取るので、定期的に削除すること
をお薦めします。フォーマット済データの削除は、Oracle Traceを使用して次のように実行
します。

1. Oracle Traceの「収集サマリー」ウィンドウから収集名を選択します。「収集サマリー」
ウィンドウは、ツリー構造中の「収集」やホスト名を選択することで表示されます。

2. 「収集」→「フォーマット済みデータの削除」を選択するか、またはツールバーの
「フォーマット済みデータの削除」アイコンを選択します。すると、データのフォー
マット先のリストが表示されます。

「フォーマット済みデータの削除」機能によって、フォーマット済のデータベース表から特
定の収集のデータが削除されます。これによりイベント表の内容は削除されますが、イベン
ト表自体はそのまま残ります。これは、フォーマッタでイベント表を再び作成すると、時間
がかかるためです。

収集ファイルの削除収集ファイルの削除収集ファイルの削除収集ファイルの削除
収集に関連付けられたファイルを削除するには、まず Oracle Trace Managerのメイン・ウィ
ンドウで収集名を選択します。次に「収集」→「収集ファイルの削除」を選択します。

これによって、収集定義ファイル（.cdf）およびデータ収集ファイル（.dat）が削除されま
す。Oracle Trace Managerのメイン・ウィンドウからは収集エントリは削除されません。
「削除済みファイル」が「状態」列に表示されます。収集ファイルを削除してしまうと、

Oracle Trace Managerを使用してフォーマット済データを削除することはできません。

注意注意注意注意 : 同じデータベース用にデータが何度もフォーマットされた場合
は、場所を 1つ選択すると、選択したデータベースでその収集に関連する
すべてのフォーマット済データが削除されます。

注意注意注意注意 : リリース 7.3.2以前の Oracle Serverに付属している otrcfmtc.sql
のバージョンで作成されたフォーマット表では、「フォーマット済みデー
タの削除」機能は正しく機能しません。データがすでに旧フォーマット表
にあり、それを削除する場合は、vobshコマンドを使用します。詳細は、
『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』の Oracle Traceフォーマット表
の作成手順を参照してください。
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レポートの実行
Oracle Server Managerまたは Oracle SQL*Plus Worksheetを使用して、データベースから
フォーマット済データを、手動で削除する必要があります。

delete from epc_collection
       where collection_id=<id>;

epc_collectionから収集レコードを削除すると、他のフォーマット表の中のその他の関連
データ・レコードも削除されます。

レポートの実行レポートの実行レポートの実行レポートの実行
収集データを調べるには、フォーマットする他に、Oracle Traceレポート作成ユーティリ
ティを使用する方法があります。レポート作成ユーティリティでは、データ収集（.dat）
ファイルから直接イベント・データが読み込まれ、イベントのテキスト・リストが作成され
ます。この方法は大規模な収集にはお薦めできません。大規模な収集の場合は、データを
フォーマットすることをお薦めします。

レポート作成ユーティリティ使用の詳細は、Oracle Trace オンライン・ヘルプを参照してく
ださい。
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Oracle Trace Data View
4

Oracle Trace Data Viewer

Oracle Trace Data Viewer（以後、“Data Viewer”と表記）は、Oracle Traceで収集された
フォーマット済データを表示できる Oracle Enterprise Managerアプリケーションです。

この章の内容は、次のとおりです。

� 「概要」

� 「Data Viewerの使用方法」

� 「Data Viewerの起動」

� 「Data Viewerの使用」

� 「データ・ビュー・ウィザードの使用」

概要概要概要概要
Oracle Traceサーバー収集には通常、SQLまたはWaitのアクティビティおよびリソース使
用について、トラブルシューティングや調査に使用できる重要な情報が大量に含まれていま
す。Data Viewerは、大規模な Oracle Trace収集について、データを取り出し、キーとなる
サーバー・パフォーマンスのメトリックを集めるという複雑なタスクを行います。Oracle 
Trace収集を選択すると、Data Viewerによって、SQL統計またはWait統計、あるいはその
両方を計算することができます。

Oracle Trace収集を選択すると、Data Viewerによって、すべての Oracle Traceフォーマッ
ト表について、キーとなるパフォーマンス・メトリックの取出し、処理および収集が行われ
ます。処理されたデータは、Oracle Traceの定義済データ・ビューの包括的セットに表示さ
れます。

データ・ビューデータ・ビューデータ・ビューデータ・ビューは、Oracle Traceによって収集されたフォーマット済データに対する問合せ
の定義です。データ・ビューは、返された項目または統計で構成され、オプションで、ソー
ト順序および返される行数制限を含めることもできます。

Data Viewerによって提供されるデータ・ビューで、次のことができます。

� 重要な統計データ（たとえば、経過時間など）を調べます。
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Data Viewerの使用方法
� 必要に応じてドリル・ダウンして、データの詳細情報を得ます。

独自のデータ・ビューを定義する場合は、Oracle Traceデータ・ビュー・ウィザードを使用
します。

Data Viewerの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Data Viewerを使用すると、次のことができます。

� Oracle Serverの SQL統計の表示

Data Viewerには、パフォーマンスのよくない SQL文の特定を速める、定義済のデー
タ・ビューが提供されています。Oracle Server SQLのデータ・ビューは、カテゴリ別
にグループ分けされています。一部の特定のデータ・ビューには、次の統計が示されま
す。

– 経過時間の統計

平均経過時間（収集内の問合せ実行当たりの最大の平均経過時間による SQLソー
ト）

– ソート統計

メモリー内でのソート、ディスク上でのソート、およびソートされた行数

– I/O統計

ディスク読込み /論理読込みの比率（論理 I/Oデータ・バッファ・キャッシュの
ヒット率の最も悪いディスクによる SQLソート）

� 論理および物理トランザクション・レベルの統計の表示

� Wait統計の表示

Data Viewerの起動の起動の起動の起動
Data Viewerには、次の方法でアクセスします。

� Oracle Trace内から

� 「Oracle Enterprise Manager」プログラム・グループから

� 「スタート」メニューから

次の項で、これらの方法について説明します。

注意注意注意注意 : Data Viewerを使用するためには、その前に Oracle Traceデータ
をフォーマットする必要があります。Oracle Traceデータのフォーマット
方法は、第 3章を参照してください。
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Data Viewerの起動
Oracle Trace内からの内からの内からの内からの Data Viewerの起動の起動の起動の起動
Oracle Trace内から Data Viewerを起動するには、次のようにします。

� ナビゲータ・ツリーで、フォーマット済収集をハイライト表示します。

� 「収集」→「フォーマット済みデータの表示」を選択します。

� 「フォーマット済みデータの表示」ダイアログ・ボックスでその収集をチェックします
（図 4-1参照）。

� 「OK」をクリックします。

図図図図 4-1  「フォーマット済みデータの表示」ダイアログ・ボックス「フォーマット済みデータの表示」ダイアログ・ボックス「フォーマット済みデータの表示」ダイアログ・ボックス「フォーマット済みデータの表示」ダイアログ・ボックス

「OK」をクリックすると、「Oracle Trace Data Viewer進行中の作業」ダイアログ・ボックス
が表示されます。Data Viewerによってデータベース・システム・クロックの刻時頻度が
チェックされたり、索引が作成されたりすると、「進行中の作業」ダイアログ・ボックスに
メッセージが表示されます。

Oracle Enterprise Managerからのからのからのからの Data Viewerの起動の起動の起動の起動
Oracle Enterprise Managerから Data Viewerを起動するには、「Diagnostics Pack」ドローワ
から「Trace Data Viewer」をクリックするか、「ツール」→「Diagnostics Pack」→「Trace 
Data Viewer」を選択します。「Oracle Trace Data Viewerログイン」ボックスが表示されま
す。ログイン情報を入力して、フォーマット済収集を含むスキーマに接続します。そのス
キーマにフォーマットされたすべての収集が、Data Viewerに表示されます（図 4-2参照）。
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図図図図 4-2  Data Viewer収集画面収集画面収集画面収集画面

どちらのフォーマット済収集を調べるかを決めて、その収集名をダブルクリックします。
「進行中の作業」ダイアログ・ボックスが表示されます。

「スタート」メニューからの「スタート」メニューからの「スタート」メニューからの「スタート」メニューからの Data Viewerの起動の起動の起動の起動
「スタート」メニューから Data Viewerを起動するには、「スタート」→「プログラム」→
「ORACLE_HOME」→「Diagnostics Pack」→「Trace Data Viewer」を選択します。

「Oracle Trace Data Viewerログイン」ボックスが表示されます。ログイン情報を入力して、
フォーマット済収集を含むスキーマに接続します。そのスキーマにフォーマットされたすべ
ての収集が、Data Viewerに表示されます（図 4-2参照）。

どちらのフォーマット済収集を調べるかを決めて、その収集名をダブルクリックします。
「進行中の作業」ダイアログ・ボックスが表示されます。

Data Viewerの使用の使用の使用の使用
Data Viewerによって収集が初めてアクセスされると、「統計の計算」ダイアログ・ボックス
が表示されます。この時点で、Data Viewerによって SQL統計およびWait統計を計算でき
ます。

統計の計算統計の計算統計の計算統計の計算 :　高速アクセスおよび分析のためのデータ準備　高速アクセスおよび分析のためのデータ準備　高速アクセスおよび分析のためのデータ準備　高速アクセスおよび分析のためのデータ準備
Oracle Serverのデータを含むフォーマット済収集に対して初めて Data Viewerを実行する
と、SQL統計かWait統計のいずれか、あるいはその両方を計算するかを選択するように要
求されます（図 4-3参照）。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEは、Diagnostics Packがインストールされてい
る oracle_homeを表します。
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図図図図 4-3  統計の計算統計の計算統計の計算統計の計算

このステップでは、アクセスを速め、問題分析を簡単にするためのデータを準備します。こ
の処理を実行するように、強く強く強く強くお薦めします。

データ・ビューの表示データ・ビューの表示データ・ビューの表示データ・ビューの表示
Data Viewerには、図 4-4に示すように、収集についての定義済データ・ビューが表示され
ます。

注意注意注意注意 : 収集が大量の場合、「統計の計算」ステップには時間がかかりま
す。このステップをオフピークの時間帯に行うことをお薦めします。
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図図図図 4-4  定義済データ・ビューのリスト定義済データ・ビューのリスト定義済データ・ビューのリスト定義済データ・ビューのリスト

定義済データ・ビューのリストは、収集されたイベントによって異なります。たとえば、
Oracle Server収集では、Oracle Server収集で集められたデータに適した定義済データ・
ビューがリスト表示されます。

注意注意注意注意 : 定義済データ・ビューには、その収集内にある固有の問合せの発
生すべてについて計算された統計が反映されます（表 4-1参照）。
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Oracle Trace ALLクラスが収集に使用された場合、ナビゲータ・ツリーにはWaitイベント
も表示されます。Waitイベントを調べる必要がなければ、DEFAULTクラスまたは
EXPERTクラスのデータを収集して、収集されるデータの量を最小限にすることをお薦めし
ます。

表表表表 4-1  Oracle Traceにより提供される定義済データ・ビューにより提供される定義済データ・ビューにより提供される定義済データ・ビューにより提供される定義済データ・ビュー

ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明

Logical Reads それぞれの固有の問合
せで実行された論理読
込みの合計数

解析、実行およびフェッチの
間に読み込まれたブロックの
合計数

問合せの解析、実行および
フェッチでの論理読込み

データ・ブロックの論理読込みには、メモリー
とディスクの両方からのデータ・ブロック読込
みが含まれます。

入出力は、データベース・システムで最もコス
トの高い操作の 1つです。I/Oの多い文がメモ
リーおよびディスクの使用を独占することに
よって、他のデータベース・アプリケーション
がこれらのリソースを取り合う場合があります。

Disk Read 最大数のディスク読込
みが起こる問合せ

解析、実行およびフェッチで
のディスク読込み

ディスク読込みは、ディスクから読み込まれた
データベース・ブロックのことで、物理 I/Oと
も呼ばれます。ディスク読込みの統計は、複数
ブロックの読込み要求であったか、単一ブロッ
クの読込み要求であったかに関係なく、ブロッ
ク読込みごとに 1回ずつ増えます。ほとんどの
物理読込みでは、データ、索引およびロール
バックのブロックがディスクからバッファ・
キャッシュにロードされます。

物理読込みの回数が、データ・バッファ・
キャッシュ内のミスレートが高いことを示して
いる場合もあります。

Logical 
Reads/Rows 
Fetched Ratio

論理読込みの回数を、
現行の問合せのすべて
の実行でフェッチされ
た行数で除算したもの

論理 I/Oの合計

フェッチされた合計行数

実際に返された行数に対する、アクセスされた
ブロック数が多いほど、返される各行のコスト
は高くなります。

問合せの相対コストは概算の場合があります。

Disk 
Reads/Rows 
Fetched Ratio

ディスク読込みの回数
を、現行の問合せのす
べての実行でフェッチ
された行数で除算した
もの

ディスク I/Oの合計

フェッチされた合計行数

返された行当たりの、ディスクから読み込まれ
たブロック数が多いほど、返される各行のコス
トは高くなります。

問合せの相対コストは概算の場合があります。

Disk 
Reads/Execution 
Ratio

固有の問合せ当たりの
合計ディスク読込み数
を、その問合せの実行
数で除算したもの

ディスク I/Oの合計

問合せで行われた論理 I/O
と、その問合せの実行数

実行当たりのディスク読込み数が最も多い文を
示します。
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Disk 
Reads/Logical 
Reads Ratio

論理読込みに対する、
ディスク読込みの最大
ミスレート率

個々の論理読込み

問合せで行われたディスク読
込みと、そのミスレート

ミスレートは、Oracle Serverがデータベース・
ブロックをメモリー内のデータ・バッファ・
キャッシュで見つけられずに、ディスク上を検
索しなければならなかった回数のパーセンテー
ジを示します。

データ・ブロックのバッファ・キャッシュのミ
スレートは、物理読込み数を、ブロック・バッ
ファにアクセスして一貫モードでデータを検索
した回数と、シングル・ブロック読取りでアク
セスしたブロック数を足した数で除算すること
によって導出されます。

メモリー・アクセスのほうがディスク・アクセ
スよりもはるかに高速です。すなわち、ヒット
率が高いほど、パフォーマンスがよいというこ
とです。

Re-Parse 
Frequency

再解析頻度が最も高い
問合せ

キャッシュ・ミスの数

合計解析数

解析に費やした合計経過時間

解析に費やした CPUクロッ
クの目盛りの合計

Oracle Serverでは、ライブラリ・キャッシュ内
に、解析済と表示された文を含む共有 SQL領域
が存在しているかどうかが判別されます。存在
する場合、ユーザー・プロセスでこの解析済表
示が使用され、ただちにその文が実行されます。

ライブラリ・キャッシュ内にこのような SQL領
域がない場合、構文、有効なオブジェクトおよ
びセキュリティについて文を再チェックする必
要があります。また、オプティマイザによって
新しい実行計画を決定する必要があります。

SQL文が共有 SQL領域に存在しているかどうか
に関係なく、解析回数の統計は解析要求が行わ
れるたびに増加します。

Parse/Execution 
Ratio

解析数を、文当たりの
実行数で除算したもの

個々の解析数

実行数

実行当たりの解析数は、できるだけ 1に近くな
るようにしてください。実行当たりの解析数が
多い場合、その文は不必要に再解析されていま
す。SQL文中に使用されているバインド変数が
足りないか、カーソルが効率的に再使用されて
いない可能性があります。

問合せを再解析するということは、構文、有効
なオブジェクトおよびセキュリティについて
SQL文を再チェックする必要があるということ
です。また、オプティマイザによって新しい実
行計画を決定する必要があります。

Average Elapsed 
Time

問合せのために解析、
実行およびフェッチに
費やした最大の平均時
間

解析、実行およびフェッチに
費やした個々の平均時間

1回の実行ですべての解析、実行およびフェッチ
に費やした平均の経過時間が計算され、次に収
集内の固有の SQL文それぞれについて合計され
ます。

表表表表 4-1  Oracle Traceにより提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）

ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明
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Total Elapsed 
Time

問合せのために解析、
実行およびフェッチに
費やした最大の合計時
間

解析、実行およびフェッチに
費やした個々の経過時間

すべての解析、実行およびフェッチに費やした
合計の経過時間が計算され、次に収集内の固有
の SQL文それぞれについて合計されます。

Parse Elapsed 
Time

固有の SQL文に関連付
けられたすべての解析
に費やした合計の経過
時間

SQLキャッシュ・ミス率

実行およびフェッチに費やし
た経過時間

合計経過時間

Oracle Serverでは、解析の間、ライブラリ・
キャッシュ内に、解析済と表示された文を含む
共有 SQL領域が存在しているかどうかが判別さ
れます。存在する場合、ユーザー・プロセスで
この解析済表示が使用され、ただちにその文が
実行されます。

ライブラリ・キャッシュ内にこのような SQL領
域がない場合、構文、有効なオブジェクトおよ
びセキュリティについて、文を再チェックする
必要があります。また、オプティマイザによっ
て新しい実行計画を決定する必要があります。

Execute Elapsed 
Time

固有の SQL文に関連付
けられたすべての実行
に費やした最大の合計
経過時間

合計経過時間

解析およびフェッチに費やし
た個々の経過時間

Oracle Trace収集内で発生したすべての問合せに
ついて、すべての実行イベントに費やした合計
の経過時間。

Fetch Elapsed 
Time

固有の SQL文に関連付
けられたすべての
フェッチに費やした最
大の合計経過時間

フェッチされた行数

フェッチ数

実行数

合計経過時間

解析および実行に費やした
個々の経過時間

Oracle Trace収集内で発生したすべての現行問合
せについて、データをフェッチするのに費やし
た合計の経過時間。

CPU Statistics SQL文について解析、
実行およびフェッチに
費やした CPUクロッ
クの目盛り合計

解析、実行およびフェッチに
費やした CPUクロックの目
盛り

SQLキャッシュ・ミスとメ
モリー内ソートの数

SQL文およびその他のタイプのコールが Oracle 
Serverに対して行われると、そのコールを処理
するのに一定の CPU時間が必要になります。平
均的なコールでは、必要な CPU時間は少なくて
済みます。しかし、大量のデータ、冗長な問合
せ、メモリー内ソート、または余分な再解析が
関連するような SQL文は、大量の CPU時間を
消費する可能性があります。

表示される CPU時間は、データベースが存在す
るオペレーティング・システムでの CPUクロッ
クの目盛りの数で表されることに注意してくだ
さい。

Number of 
Rows Returned

SQL文についてフェッ
チの間に返された行の
最大合計数

行の実行とフェッチ操作中に
返された行数

フェッチの間に、最大行数を操作するターゲッ
トの問合せです。これは、行数の多い問合せを
チューニングすれば、効率を良くできることを
意味しています。

表表表表 4-1  Oracle Traceにより提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）

ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明
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Data Viewerの使用
データ・ビューの定義へのアクセスデータ・ビューの定義へのアクセスデータ・ビューの定義へのアクセスデータ・ビューの定義へのアクセス
各データ・ビューの定義にアクセスするには、「データ・ビュー名」列にリスト表示された
データ・ビュー名（たとえば、「Disk Reads/Logical Reads Ratio」）をクリックします。その
データ・ビューから返される統計データの説明は、図 4-5に示すように、画面右ペインの
「一般」プロパティ・ページにあります。「項目」ページおよび「オプション」ページに、詳
細が示されています。

� 一般

データ・ビューの名前、短い説明および完全な説明が表示されます。Oracle Serverの定
義済データ・ビューでは、データ・ビューの名前はイベントの名前を反映しています。
完全な説明には通常、データ・ビューに表示される情報の種類と、どのような場合にそ
のデータ・ビューを使用するかが示されます。

Rows 
Fetched/Fetch 
Count Ratio

フェッチされた行数を、
フェッチ数で除算した
もの

フェッチされた個々の行数

フェッチ数

この率は、一度にフェッチされた行数を示しま
す。配列フェッチ機能がどの程度利用されたか
を示すこともあります。率が 1に近い場合、配
列フェッチを使用してコードを最適化する必要
があります。

Sort on Disk ディスク上でのソート
を最大数行った問合せ

SQL文のソート統計

メモリー内ソート数

ソートされた合計行数

ディスク上でのソートは、メモリー内で実行で
きなかったソートのことです。メモリー・アク
セスのほうがディスク・アクセスよりもはるか
に速いため、ディスク上でのソートのほうがコ
ストが高くなります。

Sort in Memory メモリー内でのソート
を最大数行った問合せ

SQL文のソート統計

ディスク・ソート数

ソートされた合計行数

メモリー内でのソートは、一時表領域セグメン
トを使用せずに、メモリー内のソート・バッ
ファ内部で完全に実行できたソートです。

Rows Sorted 最大行数をソートした
問合せ

メモリー内ソート数

ディスク上でのソート数

最大行数をソートした問合せによって順序付け
られた SQL文のソート統計を返します。

Waits by Total 
Wait Time

固有のWait型当たり
の最大の合計待ち時間

平均待ち時間、合計待ち時
間、および各Wait型ごとの
Wait数

Waitは、Waitの説明、あるいは収集内での
Wait型の発生すべてに費やした累積待ち時間が
最大であったWait型でソートされます。

Waits by 
Average Wait 
Time

Wait型当たりの最大の
平均待ち時間

平均待ち時間、合計待ち時
間、および各Wait型ごとの
Wait数

Waitは、収集での発生すべてに費やした平均待
ち時間が最大であったWait型でソートされま
す。

Waits by Event 
Frequency

Wait型当たりのWait
頻度

Wait型当たりのWait数、平
均待ち時間および合計待ち時
間

Waitは、Waitイベント、または収集内で最も頻
繁に発生するWait説明でソートされます。

表表表表 4-1  Oracle Traceにより提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）により提供される定義済データ・ビュー（続き）

ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明
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Data Viewerの使用
� オプション

ソート順序を決めるために使用される統計が示されます。また、データ・ビューによっ
て選択される行数も表示されます。取り出して表示する行の数を制限すると、データを
短時間で表示できます。

� 項目

現在選択されているデータ・ビューによって表示される統計と、そのデータ・ビューに
表示可能なすべての統計がリスト表示されます。

図図図図 4-5  定義済データ・ビュー定義済データ・ビュー定義済データ・ビュー定義済データ・ビュー :　　　　Disk Reads/Logical Reads Ratio

データ・ビューにデータを表示データ・ビューにデータを表示データ・ビューにデータを表示データ・ビューにデータを表示
各データ・ビューに定義されているデータを調べるには、次のいずれかを行います。

� ビューの名前（たとえば、「Disk Reads/Logical Reads Ratio」）をダブルクリックしま
す。

� データ・ビューを選択した状態で、「データ・ビューをオープン」ボタンをクリックし
ます。
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Data Viewerの使用
� 「データ・ビュー」→「オープン」を選択します。

すると、選択したデータ・ビューで定義されている基準によって識別されたデータ（図 4-6
参照）が Data Viewerに表示されます。この例では、データ・ビューには、「Disk to Logical 
Reads Ratio」でソートされた、実行済の各 SQL文の要約情報（たとえば、アスタリスク
（*）でマークされた列名）が示されています。

図図図図 4-6  「「「「Disk Reads/Logical Reads Ratio」データ・ビューの詳細」データ・ビューの詳細」データ・ビューの詳細」データ・ビューの詳細

画面の主な構成部分は、次のとおりです。

データ値列データ値列データ値列データ値列
列は、アスタリスク（*）の付いた列内の値によって決まる、ソート順序で表示されます。

SQL文文文文
「SQL文」プロパティ・ページには、返された統計のうち、現在選択されている行に関連付
けられた問合せについての SQL文テキストが表示されます。ハイライト表示する行を変え
ると、SQL文テキストが変わることに注意してください。
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Data Viewerの使用
マウスの右ボタンを使用すると、テキストの選択およびコピーに使用するポップアップ・メ
ニューが表示されます。

詳細詳細詳細詳細
「詳細」プロパティ・ページには、データ・ビューでハイライト表示されている行に関連付
けられたすべての統計がリスト表示されます。Oracle Trace収集内の現行問合せの実行すべ
てについて、統計が表示されます。

マウスの右ボタンを使用すると、テキストの選択およびコピーに使用するポップアップ・メ
ニューが表示されます。

ステータス・バーステータス・バーステータス・バーステータス・バー
返された行の数と、現在選択されている行の数を示します。ステータスは、ウィンドウの右
下隅に表示されます。

カスタム・データ・ビューの作成カスタム・データ・ビューの作成カスタム・データ・ビューの作成カスタム・データ・ビューの作成
新規のデータ・ビューを作成したり、既存のデータ・ビューに似たデータ・ビューを作成す
ることもできます。調べる情報が定義済のデータ・ビューに含まれていない場合は、デー
タ・ビューを作成してください。4-19ページの「データ・ビュー・ウィザードの使用」に、
データ・ビューの作成手順が説明されています。

データ・ビューの変更または拡張データ・ビューの変更または拡張データ・ビューの変更または拡張データ・ビューの変更または拡張
データ・ビューを変更して、統計をビューに追加したり、削除したりできます。

たとえば、「Execute rows」統計をデータ・ビューに追加するには、次のようにします。

1. データ・ビュー（たとえば、「Disk Reads/Logical Reads Ratio」）を選択してから、
Data Viewウィンドウで「データ・ビュー」→「変更」を選択します。

2. 「データ・ビューの編集」ダイアログ・ボックスで、「項目」タブを選択し、「Execute 
rows」統計を「項目」リストから「表示する項目」リストに移動します。

3. 「OK」をクリックします。

新しい情報が、ただちにビューに追加されます。「ファイル」→「リストを保存」を選択す
れば、このデータ・ビューを保存していつでも使用できるようになります。元のビューもま
だ存在しています。変更されたビューは、「カスタム」フォルダのナビゲータ・ツリーの最
下部に表示されます。

「データ・ビュー」ウィンドウから、次のことができます。

注意注意注意注意 : SQLデータ・ビューの詳細統計は、TKPROFユーティリティで提
供される統計と似ています。
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Data Viewerの使用
� 現行のソート列をクリックして、ソート順序を逆にする。新規列をクリックして、ソー
ト基準を変更します。ソート列は、ヘッダー・タイトルの前に付けられたアスタリスク
（*）によって示されます。

ソート順序を変更すると、新しいソート基準で、一番上の行についてデータベースが再
度問合せされます。

� オプション（たとえば、取り出される行の最大数）を変更。「オプション」タブをク
リックして、これらの変更を確定します。（このタブは、「データ・ビュー」→「変更」
を選択すると使用できるようになります。）

� 「一般」タブをクリックして、データ・ビューの名前、説明および完全な説明を変更。
（このタブは、「データ・ビュー」→「変更」を選択すると使用できるようになります。）

データ・ビューのドリル・ダウンデータ・ビューのドリル・ダウンデータ・ビューのドリル・ダウンデータ・ビューのドリル・ダウン
イベントによっては、関連イベントにドリル・ダウンして、データのビューを改良できま
す。現在表示されているイベントが他の関連イベントで構成されていれば、ドリル・ダウ
ン・オプションを使用できます。たとえば、「SQL Statistics」データ・ビューを調べている
場合には、現在選択されている問合せの「Parse」統計、「実行」統計および「Fetch」統計に
ドリル・ダウンできます。

さらに分析する行（図 4-6参照）を選択し、「データ・ビュー」→「ドリル・ダウン」を選択
します。すると、他の対象イベントや項目にこの行を結合できます。

図 4-7は、その結果現れるドリル・ダウン・ウィンドウを示します。

注意注意注意注意 : 「SQL Statistics」を表示している場合、収集内の固有の問合せそ
れぞれについて、すべての実行の統計が表示されています。ドリル・ダウ
ンして、選択した SQL文に関する解析、実行およびフェッチのそれぞれ
の統計を表示します。
4-14　Oracle Enterprise Manager Oracle Traceユーザーズ・ガイド



Data Viewerの使用
図図図図 4-7  選択したデータ・ビューへの中間ドリル・ダウン選択したデータ・ビューへの中間ドリル・ダウン選択したデータ・ビューへの中間ドリル・ダウン選択したデータ・ビューへの中間ドリル・ダウン

ウィンドウの主な構成部分は、次のとおりです。

� 定義済データ・ビューのリスト

選択した SQL文に関連付けられた個々の解析、実行およびフェッチにドリル・ダウン
するために、定義済のデータ・ビューが提供されています。

� 説明

現在選択されているドリル・ダウン・データ・ビューの短い説明が表示されます。

� 完全な説明

現在選択されているドリル・ダウン・データ・ビューによって返されたデータの詳細な
説明と、このデータ・ビューによって返された統計のリスト、およびそのソートに使用
される統計が表示されます。

ドリル・ダウン・データ・ビューを選択してダブルクリックし、収集内の SQL文の実行そ
れぞれについて、個々の解析、実行およびフェッチを表示します。図 4-8に示すように、解
析、実行およびフェッチの統計が、それぞれのスクロール域に表示されます。
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Data Viewerの使用
図図図図 4-8  結果のドリル・ダウン・データ・ビュー結果のドリル・ダウン・データ・ビュー結果のドリル・ダウン・データ・ビュー結果のドリル・ダウン・データ・ビュー

画面の主な構成部分は、次のとおりです。

� ウィンドウ上部

データ・ビューによって返された詳細情報がリスト表示されます。各イベントには、
データ・ビューによって返された項目の統計を含む列があります。

� SQL文

「SQL文」プロパティ・ページには、返された統計のうち、現在選択されている行に関
連付けられた問合せについての SQL文テキストが表示されます。

� 詳細

「詳細」プロパティ・ページには、Oracle Trace収集内の現行問合せの実行すべてについ
て、統計が表示されます。
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Data Viewerの使用
ドリル・ダウン・データ・ビューの選択ドリル・ダウン・データ・ビューの選択ドリル・ダウン・データ・ビューの選択ドリル・ダウン・データ・ビューの選択
選択した SQL文と関連付けられた個別の解析、実行およびフェッチにドリル・ダウンする
ために、定義済データ・ビューが提供されています。表 4-2に、Data Viewerで使用可能な
ドリル・ダウン・データ・ビューを示します。

表表表表 4-2  ドリル・ダウン・データ・ビュードリル・ダウン・データ・ビュードリル・ダウン・データ・ビュードリル・ダウン・データ・ビュー

ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明

Basic Statistics 
for Parse/
Execute/Fetch

最大の経過時間 固有の各イベントに対して :
CPUタイム

経過時間

ディスク I/O

論理 I/O

処理された行数

TKPROFの統計出力に似た「解析」、「実行」お
よび「フェッチ」統計です。

CPU Statistics for 
Parse/
Execute/Fetch

最大の CPU経過時間 CPUの合計

ページ・フォルト数

現行問合せの「解析」、「実行」および「フェッ
チ」についての、CPU統計およびページ・フォ
ルト統計。

CPU合計は、ユーザー・モードおよびシステ
ム・モード両方のクロック目盛りの数です。ク
ロックの刻時頻度は、データベースが常駐する
オペレーティング・システムによって異なりま
す。

I/O Statistics for 
Parse/Execute/
Fetch

ディスク I/Oの最大数 論理 I/O統計およびディス
ク I/O統計

ページ・フォルト I/O（ハー
ド・ページ・フォルトの数）

入力 I/O（ファイル・システ
ムが入力を実行した回数）

出力 I/O（ファイル・システ
ムが出力を実行した回数）

解析、実行およびフェッチについての I/O統
計。

Parse Statistics 最大の経過時間 現行ユーザーの ID

スキーマ ID

ライブラリ・キャッシュ、Oracleオプティマイ
ザ・モード、現行ユーザー IDおよびスキーマ
IDで、現行の文が損失したかどうかなどの、解
析情報。

Row Statistics for 
Execute/Fetch

返された最大行数 返された行数

ソートされた行数

全表走査中に返された行数

実行およびフェッチの行統計。
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Data Viewerの使用
ドリル・ダウン・データ・ビューの変更ドリル・ダウン・データ・ビューの変更ドリル・ダウン・データ・ビューの変更ドリル・ダウン・データ・ビューの変更
ドリル・ダウン・データ・ビューは、最上位のデータ・ビューと同様に、変更して保管でき
ます。ドリル・ダウン・データ・ビューを変更して、統計をビューに追加または削除できま
す。

解析、実行またはフェッチのイベントに関連付けられた統計はわずかに異なるため、各イベ
ントを別々に変更する必要があります。たとえば、「行」（行カウント）統計をドリル・ダウ
ン・データ・ビューの実行出力およびフェッチ出力に追加するには、次のようにします。

1. 「Execution I/O Statistics」で任意の行を選択し、「データ・ビュー」→「変更」を選択
します。

2. 「データ・ビューの編集」ダイアログ・ボックスで、「項目」タブを選択し、「行」統計
を「項目」リストから「表示する項目」リストに移動します。

3. 「OK」をクリックします。

4. 「Fetch I/O Statistics」で任意の行を選択し、そのイベントに「行」統計を追加します。

新しい情報が、ただちにビューに追加されます。このデータ・ビューを保存して、いつでも
使用できるようになります。

データ・ビューおよびファイルとして保存データ・ビューおよびファイルとして保存データ・ビューおよびファイルとして保存データ・ビューおよびファイルとして保存
「データ・ビュー」ウィンドウで、「ファイル」→「別名で保存」→「データ・ビュー」を選
択すると、現行のデータ・ビュー設定を保存できます。このデータ・ビューを頻繁に再使用
する場合は、保存しておくと便利です。ビューを保存するには、名前、説明および完全な説

Sort Statistics for 
Parse/Execute/
Fetch

最大の経過時間 ディスク上でのソート

メモリー内でのソート

ソートされた行数

全表走査から返された行数

解析、実行およびフェッチのソート統計です。

Wait Parameters Wait_Time 説明

Wait_Time

P1

P2

P3

Waitを調べることによって、競合が常駐する場
所、およびその競合の原因を特定できることが
あります。

P1、P2および P3パラメータは、特定のWait
イベントに関する詳細情報を表示する値です。
これらのパラメータは、Waitイベントに依存し
ているビューへの外部キーです。たとえば、
ラッチWaitの場合、P2は v$latchへの外部
キーであるラッチ番号になります。

各パラメータの意味は、各Waitタイプに固有
のものです。

表表表表 4-2  ドリル・ダウン・データ・ビュー（続き）ドリル・ダウン・データ・ビュー（続き）ドリル・ダウン・データ・ビュー（続き）ドリル・ダウン・データ・ビュー（続き）

ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名ドリル・ダウン名 ソート基準ソート基準ソート基準ソート基準 表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ表示されるデータ 説明説明説明説明
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データ・ビュー・ウィザードの使用
明を入力する必要があります。変更後のビューは、ナビゲータ・ツリーの「カスタム」フォ
ルダにリスト表示されます。

また、「ファイル」→「別名で保存」→「ファイル」を選択すると、データ・ビューで選択
した行をファイルに保存できます。次のいずれかのフォーマットでデータを保存できます。

� SQLテキストを含む行の場合、SQLテキスト（テキストのみ）。このファイルは、SQL 
Analyzeにインポートするときに使用できます。

� CSV（カンマで区切られた値のフォーマット）。このフォーマットは、CSVフォーマッ
トを受け入れる他のプログラムにインポートするときに使用できます。

データ・ビューの印刷データ・ビューの印刷データ・ビューの印刷データ・ビューの印刷
「ファイル」メニューから、次の 3つの印刷オプションが使用できます。「印刷」、「印刷設
定」および「印刷フォントの設定」です。

「印刷」オプションを選択すると、データ・ビューの現在アクティブな部分が印刷されます。
現在アクティブな領域がデータ領域の場合、その領域全体（画面では見えない行を含む）を
印刷することも、選択した行を印刷することもできます。現在アクティブな領域が「SQL 
Statement/Details」領域の場合、「SQL文」と「詳細」の両方が印刷されます。

「印刷設定」オプションを選択すると、標準の「印刷設定」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。

「印刷フォントの設定」オプションを選択すると、現在選択されているプリンタのフォント
選択を含む標準の「フォント」ダイアログ・ボックスが表示されます。

データ・ビュー・ウィザードの使用データ・ビュー・ウィザードの使用データ・ビュー・ウィザードの使用データ・ビュー・ウィザードの使用
Oracle Traceデータ・ビュー・ウィザード（以後、“データ・ビュー ”と表記）を使用して、
独自にカスタマイズしたデータ・ビューを作成できます。

このウィザードを起動するには、「データ・ビュー」→「作成」→「類似作成」を選択しま
す。ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます（図 4-9参照）。

データ・ビュー・ウィザードを使用して、定義済のビューには表示されないデータを調べま
す。ただし、このデータは最適化されず、処理に時間がかかることがあります。
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図図図図 4-9  データ・ビュー・ウィザードの「ようこそ」ページデータ・ビュー・ウィザードの「ようこそ」ページデータ・ビュー・ウィザードの「ようこそ」ページデータ・ビュー・ウィザードの「ようこそ」ページ

次回データ・ビュー・ウィザードを使用するときに、この「ようこそ」ページが表示されな
いように選択できます。

「次へ」をクリックして、データ・ビューの定義を開始します。

イベントの選択イベントの選択イベントの選択イベントの選択
「イベント」ページは、作成するデータ・ビューの定義で最初に使用するページです。「イベ
ント」ページは、図 4-10に示されています。
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図図図図 4-10  イベントの選択イベントの選択イベントの選択イベントの選択

「イベント」ページから、データ・ビューの基礎にするイベントを選択します。イベント名
のリストは、Oracle Traceフォーマット済データ表から利用できます。イベント名は半角英
数字で 16文字までに制限され、それを超えると切り捨てられます。

Oracle Server収集を表示していて、Data Viewerで統計を計算する場合、SQL Text Segment
イベントによって、Parse、Executeおよび Fetchイベントからの統計を調べることができま
す。

イベントを選択したら、「次へ」をクリックして「項目」ページに進みます。

選択したイベントに関連付けられた項目の選択選択したイベントに関連付けられた項目の選択選択したイベントに関連付けられた項目の選択選択したイベントに関連付けられた項目の選択
「項目」ページで、データ・ビューに表示する項目を選択します（図 4-11参照）。

注意注意注意注意 : イベントおよび項目の詳細は、1-2ページの「イベント・データ
の収集」を参照してください。
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図図図図 4-11  イベントに関連付けられた項目の選択および順序作成イベントに関連付けられた項目の選択および順序作成イベントに関連付けられた項目の選択および順序作成イベントに関連付けられた項目の選択および順序作成

 

使用可能な項目は、選択したイベントによって異なります。

� 「項目」リストで表示する項目を選択し、「>>」を使用してその項目を「表示する項目」
リストに移動します。「表示する項目」リストから項目を削除するには、「<<」を使用し
ます。先頭にアスタリスク（*）が付いた項目は、Data Viewerによって計算された統計
です。

� 「表示する項目」リストで項目をハイライト表示し、上矢印および下矢印でその項目を
リストに移すことによって、これらの項目の順序を作成します。リスト内の最初の項目
が、データ・ビューで最初に表示されます。各項目は、データ・ビューの列内に表示さ
れます。

項目を選択すると、「説明」フィールドに説明が表示されます。

データ・ビューを生成するには、少なくとも 1つの項目を選択する必要があります。

データ・ビューを定義する次のステップは、ソート基準を定義することです。「次へ」をク
リックして「ソート」ページにアクセスします。
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ソート基準の選択ソート基準の選択ソート基準の選択ソート基準の選択
「ソート」ページ（図 4-12参照）で、ソートを実行する項目または統計を選択できます。
ソート基準はオプションです。

図図図図 4-12  ソート基準の選択ソート基準の選択ソート基準の選択ソート基準の選択

データは、昇順または降順で表示できます。降順がデフォルトです。

データ・ビューを定義する次のステップは、データ・ビューに表示する行数をオプションで
制限することです。「次へ」をクリックして「行数」ページにアクセスします。

表示する行数の定義表示する行数の定義表示する行数の定義表示する行数の定義
データ・ビューを定義する最後のステップは、データ・ビューに表示する行数を決定するこ
とです（図 4-13参照）。表示する行数を制限することも、すべての行を表示することもでき
ます。

返される行数を制限すると、パフォーマンスがよくなります。統計の最も高い値を表示する
ような場合は、行数を制限してください。行の数は、あとでデータ・ビューから変更できま
す。
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図図図図 4-13  行数の制限行数の制限行数の制限行数の制限

これが、データ・ビューを定義する最後のステップです。「次へ」をクリックして、「サマ
リー」ページを表示します。

「サマリー」ページの見直し「サマリー」ページの見直し「サマリー」ページの見直し「サマリー」ページの見直し
「サマリー」ページでは、データ・ビューの定義中に行った選択を見直すことができます
（図 4-14参照）。
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図図図図 4-14  「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ「サマリー」ページ

「終了」をクリックしてすべての選択を確定することも、「戻る」をクリックして 1つ以上の
定義を変更するために戻ることもできます。
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Oracle Traceデータの手動による
A

Oracle Traceデータの手動による収集データの手動による収集データの手動による収集データの手動による収集

Oracle Traceへの主インタフェースは Oracle Trace Manager（グラフィカル・ユーザー・イ
ンタフェース）ですが、オプションで、手動で Oracle Traceデータを収集できます。それに
は、コマンド・ライン・インタフェースを使用するか、初期化パラメータを使用するか、ま
たはストアド・プロシージャを実行します。

Oracle Traceコマンド・ライン・インタフェースの使用コマンド・ライン・インタフェースの使用コマンド・ライン・インタフェースの使用コマンド・ライン・インタフェースの使用
Oracle Traceのサーバー収集を制御するもう 1つのオプションとして、Oracle Trace CLI（コ
マンド・ライン・インタフェース）があります。CLIは、OTRCCOLコマンドで起動され、
次の関数を使用できます。

� OTRCCOL START job_id input_parameter_file

� OTRCCOL CHECK col_name

� OTRCCOL STOP job_id input_parameter_file

� OTRCCOL FORMAT input_parameter_file

� OTRCCOL DCF col_name cdf_file（収集ファイルを削除する）

� OTRCCOL DFD col_name username password service col_id（フォーマット済データを
データベースから削除する）

パラメータ JOB_IDは、任意の数値にできます。入力パラメータ・ファイルに、次の例に示
すように、各関数に必要な特定のパラメータ値が含まれています。COL_NAME（収集名）
および CDF_FILE（収集定義ファイル）は、最初は START関数の入力パラメータ・ファイ
ルに定義されています。

OTRCCOL STARTコマンドを使用すると、入力パラメータ・ファイルに含まれているパラ
メータ値に基づいて収集が起動されます。たとえば、次のように入力します。

otrccol start 1234 my_start_input_file

my_start_input_file には次の入力パラメータが含まれています。
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Oracle Traceコマンド・ライン・インタフェースの使用
col_name= my_collection
dat_file= <収集名と通常は同じ>.dat
cdf_file= <収集名と通常は同じ>.cdf
fdf_file= <サーバー・イベント・セット>.fdf
regid= 1   192216243   0   0   5   <データベースSID>［Oracle8データベース収集ではデータ
ベースSIDを、Oracle7データベース収集ではサービス名を使用します。］

これらのパラメータ・ファイル・レコードはすべてデータベース収集に必要であり、regid
レコードには、SIDやサービス名の値を含めて、示された値を指定する必要があります。
fdf_fileの値として使用できるサーバー・イベント・セットは、oracle、oraclec、oracled、
oracleeおよび oraclesmです。サーバー・イベント・セットの詳細は、A-3ページの「初期
化パラメータを使用した Oracle Traceの制御」を参照してください。

OTRCCOL STOPコマンドを次のように入力して、収集の実行を停止します。

otrccol stop 1234 my_stop_input_file

ここで、my_stop_input_fileには、収集名と cdf_file名が入ります。STARTコマンドで使用
するのと同じデータベース入力パラメータ・ファイルを使用できます。

OTRCCOL FORMATコマンドを使用して、バイナリ収集ファイルを Oracle表にフォーマッ
トします。FORMATコマンドの例は、次のとおりです。

otrccol format my_format_input_file

ここで、my_format_input_fileには次の入力パラメータが入ります。

username= <データベース・ユーザー名>
password= <データベース・パスワード>
service= <データベース・サービス名>
dat_file= <収集名と通常は同じ>.cdf
full_format= <0/1>

full_formatの値を 1にすると、完全フォーマットが作成されます。値を 0にすると、部分
フォーマットが作成されます。（CLIフォーマットではなく、Oracle Traceフォーマッタ・イ
メージの otrcfmtを使用するほうが簡単です。）Oracle Trace収集の部分または完全フォー
マット、およびフォーマット・コマンド実行前の Oracle Traceフォーマット表の作成に関す
る情報は、A-6ページの「Oracle Traceデータの Oracle表へのフォーマット」を参照してく
ださい。

OTRCCOL DCFコマンドを使用して、特定の収集についての収集ファイルを削除します。
OTRCCOL DFDコマンドを使用すると、特定の収集について、フォーマット済データを
Oracle Traceフォーマット表から削除できます。

注意注意注意注意 : Oracle Traceリリース 7.3.xのコマンド・ライン・インタフェース
では、等号の後に空白が必要必要必要必要です。
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初期化パラメータを使用した初期化パラメータを使用した初期化パラメータを使用した初期化パラメータを使用した Oracle Traceの制御の制御の制御の制御
Oracle Traceを制御するために、デフォルトでは 6つの Oracle Traceデータベース初期化パ
ラメータが設定されています。データベースの internal（またはその他権限のある）アカウ
ントにログインして「SHOW PARAMETER TRACE」コマンドを実行すると、次のパラメー
タが表示されます。

Oracle Traceパラメータは、INITsid.ORAファイルに追加すると、修正または使用できます。
これらのパラメータを使用してデータベースのトレースを開始するには、少なくとも
ORACLE_TRACE_ENABLE=TRUEパラメータを .ORAファイルに追加（またはコメント解
除）する必要があります。また、ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAMEパラメータには
非 NULL値（Oracle8ではNULL）を指定する必要があります。これらのパラメータは、デ
フォルト・パラメータ値の他に指定されます。

Oracle8 Server用に用に用に用に Oracle Trace収集を使用可能にする収集を使用可能にする収集を使用可能にする収集を使用可能にする
デフォルトでは、ORACLE_TRACE_ENABLEパラメータは FALSEに設定されています。
FALSEの値が設定されていると、Oracle8 Serverの Oracle Traceはすべて使用不能になりま
す。（Oracle7の場合、このパラメータを TRUEにする必要があるのは、INIT.ORAを使用し
て Oracle Traceデータベース収集を開始する場合のみです。）

サーバー用に Oracle Trace収集を使用可能にするには、このパラメータを TRUEに設定しま
す。それによって Oracle Trace収集が開始されるわけではありませんが、そのサーバーで
Oracle Traceを使用できるようになります。すると、Oracle Traceを次のいずれかの方法で
起動できるようになります。

� Oracle Trace Managerのアプリケーションを使用します。

� ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAMEパラメータを設定します。（Oracle Serverリ
リース 8.0.4の場合、データベース起動時に収集が開始されるように収集名を設定する
必要があります。）

このパラメータのデフォルト値は NULLです。収集名の長さは、最大で 16文字です。その
後、データベースを停止してから、もう一度起動して、パラメータを有効にする必要があり

名前名前名前名前 タイプタイプタイプタイプ 値（値（値（値（Oracle7データベース）データベース）データベース）データベース） 値（値（値（値（Oracle8データベース）データベース）データベース）データベース）

ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAME 文字列 oracle NULL

ORACLE_TRACE_COLLECTION_PATH 文字列 ?/rdbms/log ?/otrace/admin/cdf

ORACLE_TRACE_COLLECTION_SIZE 整数 5242880 5242880

ORACLE_TRACE_ENABLE ブール FALSE FALSE

ORACLE_TRACE_FACILITY_NAME 文字列 oracle oracled

ORACLE_TRACE_FACILITY_PATH 文字列 ?/rdbms/admin ?/otrace/admin/fdf
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ます。サーバーの起動時に、収集名が指定されていれば、すべてのデータベース・セッショ
ンに対して Oracle Traceの収集が自動的に開始されます。

ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAMEパラメータを使用して開始した収集を停止するに
は、サーバー・インスタンスを停止して、ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAMEを
NULLにリセットします。この値に指定した収集名は、次の 2つの収集出力ファイル名にも
使用されます。収集出力ファイル（collection_name.cdf）とバイナリ・データ・ファイル
（collection_name.dat）です。

Oracle Traceが収集するイベント・セットの判別が収集するイベント・セットの判別が収集するイベント・セットの判別が収集するイベント・セットの判別
ORACLE_TRACE_FACILITY_NAMEは、Oracle Traceが収集するイベント・セットを判別
します。

ORACLE_TRACE_FACILITY_NAMEパラメータの可能な値は次のとおりです。

� oracle:　サーバーの ALLイベント・セット（待機イベントを含む）

� oraclec:　　　　CACHEIOイベント・セット（バッファ・キャッシュ I/Oのキャッシュ統計）

� oracled:　サーバーの DEFAULTイベント・セット

� oraclee:　EXPERTイベント・セット（Oracle Expert）

� oraclesm:　SUMMARYイベント・セット（Summary Advisorアプリケーションのワー
クロード統計）

その後、データベースを停止してから、もう一度起動して、パラメータを有効にする必要が
あります。ALLイベント・セット oracleを選択した場合、INIT.ORAファイルの
TIMED_STATISTICS=TRUEを設定して待機時間の収集を使用可能にします。

再起動すると、データベースでは、選択したデータのクラス用にデータの収集が開始されま
す。収集を停止するには、データベースを停止して、INITsid.ORAパラメータを
ORACLE_TRACE_ENABLE=FALSEに設定し、データベースを再起動します。

再起動しても、データベースでデータの収集が開始されない場合は、次の点をチェックして
ください。

� oracle_trace_facility_name（末尾に .fdf）で識別されるイベント・セット・ファイルが、
oracle_trace_facility_pathで識別されるディレクトリにあること。

� 次のファイルが、$ORACLE_HOME/otrace/adminディレクトリにあること。
regid.dat、collect.datおよび facility.dat（Oracle7.xデータベースでは product.dat）。そ
れらのファイルがない場合は、$ORACLE_HOME/binにある otrccref実行プログラム
を実行して、作成する必要があります。

� Oracle Traceパラメータが、INITsid.ORAファイルで変更した値に設定されていること。
文字列には、最大 35文字しか入らないので、$ORACLE_HOMEを示す場合は、フル・
パスで指定しないで、必ず ?/を使用するようにしてください。
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� EPC_ERROR.LOGファイルを探してください。このファイルによって、収集が失敗し
た詳細な理由がわかります。

� USER_DUMP_DESTディレクトリの *.trcファイルを探してください。*.trcファイル内
の epcを検索すると、エラーが起こることがあります。このようなエラーとその説明
は、$ORACLE_HOME/otrace/include/epc.hファイルにあります。

ストアド・プロシージャ・パッケージを使用したストアド・プロシージャ・パッケージを使用したストアド・プロシージャ・パッケージを使用したストアド・プロシージャ・パッケージを使用した Oracle Trace
の制御の制御の制御の制御

Oracle Traceストアド・プロシージャ・パッケージを使用して、自分のセッションまたは他
のセッション用に Oracle Trace収集を開始できます。この方法が使用できるのは、現在アク
ティブなデータベース・セッションについてのみです。

自分のデータベース・セッション用に Oracle Traceデータを収集するには、次のストアド・
プロシージャ・パッケージを実行します。

dbms_oracle_trace_user.set_oracle_trace(true/false,
collection_name, server_event_set)

� true/false = BOOLEAN:　TRUEで起動、FALSEで停止

� collection_name = varchar2:　収集名（ファイル拡張子なし、最大 8文字）

� server_event_set = varchar2:　サーバー・イベント・セット（oracled、oracleまたは
oraclee）

例例例例 :

EXECUTE dbms_oracle_trace_user.set_oracle_trace(TRUE,'MYCOLL','oracle');

自分以外のデータベース・セッション用に Oracle Traceデータを収集するには、次のストア
ド・プロシージャ・パッケージを実行します。

dbms_oracle_trace_agent.set_oracle_trace_in_session(sid, serial#, 
true/false, collection_name, server_event_set)

� sid = number:　v$session.sidからのセッション・インスタンス

� serial# = number:　v$session.serial#からのセッション・シリアル番号

例例例例 :

EXECUTE dbms_oracle_trace_agent.set_oracle_trace_in_session 
(8,12,TRUE,'NEWCOLL','oracled');

収集が実行されない場合は、次の点をチェックしてください。

� server_event_setで認識されるサーバー・イベント・セットのファイルが存在すること。
このフィールドにフル・ファイル指定を含めないと、ファイルは INITsid.ORAファイル
の oracle_trace_facility_pathで識別されるディレクトリに位置することになります。
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� 次のファイルが、$ORACLE_HOME/otrace/adminディレクトリにあること。
regid.dat、facility.datおよび collect.dat。それらのファイルがない場合、otrccref実行
プログラムを実行し、それらを作成する必要があります。

� データベース内にストアド・プロシージャ・パッケージがあること。パッケージがない
場合は、$ORACLE_HOME/otrace/admin/otrcsvr.sqlファイルを実行して、パッケー
ジを作成する必要があります。データベース SYSまたは internalアカウントにログイン
する間に、この SQLスクリプトを実行してください。

� ユーザーが、ストアド・プロシージャに対して EXECUTE権限を持っていること。

Oracle Trace収集結果収集結果収集結果収集結果
Oracle Trace収集を実行すると、INIT.ORAまたはデフォルトの収集パスで指定されたディ
レクトリに、次の収集ファイルが作成されます。

� collection_name.cdf:　収集用の Oracle Trace収集定義ファイル

� collection_name.datファイル :　バイナリ形式のデータを含む Oracle Trace出力ファイル

次の方法で、収集に含まれる Oracle Traceデータにアクセスできます。

� Oracle Trace Data Viewer（データをフォーマットする必要があります）。

� SQLアクセスおよびレポート用に、Oracleデータベース内の表にデータをフォーマット
します。

� バイナリ・ファイルから Oracle Traceレポートを作成します。

Oracle Traceデータのデータのデータのデータの Oracle表へのフォーマット表へのフォーマット表へのフォーマット表へのフォーマット
SQLレポート作成ツールからより柔軟にアクセスするために、Oracle Traceのサーバー収集
を Oracle表にフォーマットできます。この項では、フォーマットするためのコマンド・ラ
イン・インタフェースについて説明します。

Oracle Traceでは、収集されたイベントごとに別々の表が作成されます。たとえば、
「PARSE」イベント表が、サーバー収集の間に発生したすべての解析イベントを格納するた
めに作成されます。Oracle Traceのバージョンが 7.3.4より前か 8.0.4の場合、データを
フォーマットする前に、フォーマット済データを所有するユーザーとしてデータベースにロ
グイン中にサーバー・ホスト・マシンで OTRCFMTC.SQLを実行して、Oracle Traceフォー
マット表を設定する必要があります。

次のコマンドを使用して、Oracle Trace収集をフォーマットします。

OTRCFMT [-f] [-c#] collection_name.cdf [user/password@database]

user/password@databaseを省くと、この情報の入力を求められます。

オプションのフォーマット・パラメータは次のように定義されます。
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Oracle Serverリリース 7.3.4および 8.0.4用の新しい otrcfmt イメージ
-f
ファイルの一部が、以前にフォーマットされたかどうかに関係なく、データ全体がフォー
マットされます。これは、別のデータベースに以前フォーマットされたデータがあり、それ
を新しいデータベースにフォーマットする場合に便利です。

コマンド・ラインから -fパラメータを省略すると、前にフォーマットしていないデータのみ
が処理されます。これは、収集の進行中に、収集のデータをフォーマットするときに便利で
す。コマンド・ラインから -fパラメータを省略すれば、後で収集の新規のデータのみを
フォーマットすることができます。

-c#
コミット間隔（コミットするまでにデータベースに対して実行される挿入の数）を指定しま
す。-cパラメータを省略すると、システムのデフォルトが使用されます。

user/password@database
ユーザー名、パスワードおよびデータベースを指定します。コマンド・ラインにこの情報を
入力しないと、入力を求められます。これらの項目の説明が続きます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
Oracle Traceのフォーマット表の作成時に使用した Oracleユーザー名を入力するか、フォー
マット表を含むスキーマの所有者を入力します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
ユーザー名のパスワードを入力します。

データベースデータベースデータベースデータベース
データベースに対するサービス名を入力します。システム識別子（SID）は入力しないでく
ださい。何も入力しないと、Oracle Traceではデフォルトのデータベースが使用されます。

Oracle Serverリリースリリースリリースリリース 7.3.4およびおよびおよびおよび 8.0.4用の新しい用の新しい用の新しい用の新しい otrcfmt
イメージイメージイメージイメージ

Oracle Serverリリース 7.3.4および 8.0.4の otrcfmtイメージでは、イベント・データ表に 2
つの新規列が追加されています。elapsed_secsおよび elapsed_nano_secsです。これらの列
は、すべての期間イベントに追加されます。

新しい列のために、古い otrcfmtを使用して同じデータベース・ユーザーにフォーマットす
る際に、互換性の問題が生じます。

7.3.4および 8.0.4の otrcfmtの場合、Oracle Traceの前のバージョンを使用して以前にフォー
マットしたデータを含むデータベースに対して、データをフォーマットできます。しかし、
表が 7.3.4および 8.0.4の otrcfmtによって更新されてしまうと、8.0.3、7.3.3、あるいはそれ
以前の otrcfmtではフォーマットできなくなります。

otrcfmtイメージは、収集ターゲット・データベースに対して実行されます。otrcfmtイメー
ジのバージョンは、フォーマット・ターゲット・データベースではなく、収集ターゲット・
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データベースに依存します。別のバージョンのデータベースについてデータを収集する場合
は、複数のバージョンの otrcfmtイメージを使用することになります。

複数のバージョンの otrcfmtイメージで同じデータベースに出力する予定の場合、別のデー
タベース・ユーザー・アカウントを使用して、フォーマット済データを区別します。たとえ
ば、データを別にしておくために、user_803および user_804を作成します。

このような場合でも、フォーマット済データを保存しておく必要がない場合は、
otrcfmtd.sqlを使用して古いフォーマット済データ表を削除し、otrace/adminディレクトリ
にある otrcfmtc.sqlスクリプトを使用して、フォーマット表を作成し直します。後続の
フォーマットを 7.3.4、8.0.4またはそれ以降の otrcfmtイメージを使用して行う場合は、
otrcfmtによってフォーマット表が自動的に作成されるので、otrcfmtc.sqlスクリプトを実行
する必要はありません。

Oracle Traceの統計レポート作成ユーティリティの統計レポート作成ユーティリティの統計レポート作成ユーティリティの統計レポート作成ユーティリティ
Oracle Traceの統計レポート作成ユーティリティを使用すると、サーバー・イベントの各発
生に関連付けられたすべての項目についての統計が表示されます。このようなレポートは、
大量になる場合があります。コマンド・パラメータを使用すると、レポート出力を制御でき
ます。次のコマンドとオプション・パラメータを使用して、レポートを作成します。

otrcrep [オプション・パラメータ]  collection_name.CDF

最初のステップとして、“collection_PROCESS.txt”と呼ばれるレポートを生成します。この
レポートを生成すると、他のレポートを実行できる特定のプロセス識別子の一覧が作成され
ます。

次のオプションのレポート作成パラメータを使用して、Oracle Traceレポート作成ユーティ
リティの出力を操作できます。

output_path レポート・ファイルの完全な出力パスを指定します。指定しない場合、
ファイルは現行ディレクトリに置かれます。

-p [<pid>] イベント・データをプロセス別に編成します。プロセス ID（pid）を指
定すると、そのプロセスによって生成されたすべてのイベントが 1つの
ファイルに作成順に収められます。プロセス IDを省略すると、収集に
使用されたプロセスごとにファイルが 1つずつ作成されます。出力ファ
イルは、collection_Ppid.txtという名前になります。

-P 収集に使用されたプロセスをリストした、collection_PROCESS.txtとい
うレポートを作成します。このレポートには、イベント・データは含ま
れません。このレポートを最初に作成して、より詳細なレポートを作成
する特定のプロセスを決めることができます。

-w# レポートの幅を、たとえば、-w132のように設定します。デフォルトは
80文字です。
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Oracle Traceの統計レポート作成ユーティリティ
-l# ページ当たりのレポート行数を設定します。デフォルトは、ページ当た
り 63行です。

-h すべてのイベント・レポートおよび項目レポートのヘッダーを非表示に
することで、レポートを短くします。

-s Net8データ（または、Oracle7での SQL*Net）を処理する場合のみに使
用します。

-a 全製品用のすべてのイベントを含むレポートを、データ収集（.dat）
ファイルで発生した順に作成します。
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Oracle Serverイベン
B

Oracle Serverイベントイベントイベントイベント

次の各項では、Oracle Serverに組み込まれたイベントを説明します。ほとんどのイベント
は、Oracle Expertによるパフォーマンス分析、チューニングおよびワークロード分析に役立
ちます。

イベントには次の 2つのタイプがあります。ポイントポイントポイントポイント・イベントと期間期間期間期間イベントです。ポイ
ント・イベントは、Oracle Trace APIが組み込まれた製品内で何かが瞬時に発生することで
す。ポイント・イベントの 1つの例は、エラーの発生です。期間イベントには、開始と終了
があります。期間イベントの例はトランザクションです。期間イベントには、その中で発生
する他のイベントが含まれます。たとえば、トランザクション内のエラーの発生です。

表 B-1に、Oracle Traceに組み込まれた Oracle Serverイベントをリストします。説明の詳細
は、各イベントの項を参照してください。

表表表表 B-1  Oracle Serverイベントイベントイベントイベント

イベントイベントイベントイベント 説明説明説明説明
イベントイベントイベントイベント
のタイプのタイプのタイプのタイプ

Connection データベースへの接続。 ポイント

Disconnect データベースからの接続の切離し。 ポイント

ErrorStack コア・ダンプのコード・スタック。 ポイント

Migration 共有サーバー・プロセス間でのセッションの移行。 ポイント

ApplReg アプリケーションのコンテキスト情報。 ポイント

RowSource 行情報。Oracle Serverリリース 8.0.2以降の場合、実行計画に関
するデータも含まれます。

ポイント

SQLSegment SQL文のテキスト。 ポイント

Wait 一般のWAITイベント。コンテキストは、イベント文字列で示
されます。

ポイント

Parse SQL解析情報。 期間
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イベント用に収集されるデータ項目
イベント用に収集されるデータ項目イベント用に収集されるデータ項目イベント用に収集されるデータ項目イベント用に収集されるデータ項目
項目と呼ばれる特定の種類の情報が、各イベントと関連付けられています。項目には、次の
3つのタイプがあります。

� リソース使用項目

� クロス製品項目

� 製品固有の項目

リソース使用項目リソース使用項目リソース使用項目リソース使用項目
Oracle Traceには、リソース使用項目と呼ばれる標準の項目があります。Oracle Traceでは、
Oracle Serverを含む、Oracle Trace APIが組み込まれた任意のアプリケーション用にこのリ
ソース使用項目が収集されます。また、Oracle Serverのすべての期間イベントには、Oracle 
Server固有のデータベース統計の項目が含まれます。

標準リソース使用項目を、表 B-2で説明します。

Oracle Trace収集は、アクセス、分析およびレポート用に Oracle表にフォーマットできま
す。最後の列は、Oracleデータベース用にフォーマット済のデータ項目のデータ型を示して
います。

Execute SQLの実行に関する情報。 期間

Fetch 実際の行の検索情報。 期間

LogicalTX データベース・コマンドを初めて実行したときには、データ
ベース状態が変更される可能性があります。

期間

PhysicalTX データベースの状態の確定変更をマークするイベント。 期間

表表表表 B-2  標準リソースの使用項目標準リソースの使用項目標準リソースの使用項目標準リソースの使用項目

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明 項目項目項目項目 ID

書式化され書式化され書式化され書式化され
たデータのたデータのたデータのたデータの
データ型データ型データ型データ型

UCPU ユーザー・モードでの CPU時間数 129 NUMBER

SCPU システム・モードでの CPU時間数 130 NUMBER

INPUT_IO ファイル・システムによって実行された入力回数 131 NUMBER

OUTPUT_IO ファイル・システムによって実行された出力回数 132 NUMBER

表表表表 B-1  Oracle Serverイベント（続き）イベント（続き）イベント（続き）イベント（続き）

イベントイベントイベントイベント 説明説明説明説明
イベントイベントイベントイベント
のタイプのタイプのタイプのタイプ
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実装される項目は、プラットフォーム固有です。項目が実装されていないと、値は 0になり
ます。

クロス製品項目クロス製品項目クロス製品項目クロス製品項目
Oracle Traceには、クロス製品項目と呼ばれる 14項目のセットがあります。プログラマは、
これらのデータ項目を使用して異なる製品にイベントを関連付けることができます。たとえ
ば、業務トランザクションは、次の製品にイベントを生成できます。アプリケーションおよ
びデータベースです。クロス製品データ項目により、これらの個々のイベントを結合して、
トランザクション全体を分析できます。

表 B-3に示すように、クロス製品項目は特定の製品または製品タイプ用に予約されていま
す。予約されている項目の製品を使用しない場合は、これらの項目を任意の目的に使用でき
ます。

PAGEFAULTS ハードおよびソフト・ページ・フォルト数 133 NUMBER

PAGEFAULT_IO ハード・ページ・フォルト数 134 NUMBER

MAXRS_SIZE 使用される最大常駐セット・サイズ 135 NUMBER

表表表表 B-3  クロス製品項目クロス製品項目クロス製品項目クロス製品項目

項目名項目名項目名項目名 レイヤーレイヤーレイヤーレイヤー 説明説明説明説明 項目項目項目項目 ID

書式化され書式化され書式化され書式化され
たデータのたデータのたデータのたデータの
データ型データ型データ型データ型

CROSS_FAC_1 アプリケーション アプリケーション ID

Oracle Financials、サードパー
ティやユーザー・アプリケー
ションなどの高水準アプリケー
ション用

136 NUMBER

CROSS_FAC_2 Oracle Forms Oracle Forms ID 137 NUMBER

CROSS_FAC_3 Net8 リモート・ノード接続 ID 138 NUMBER

CROSS_FAC_4 Oracle Server トランザクション ID 139 NUMBER

CROSS_FAC_5 Oracle Server SQL文の Hash_ID 140 NUMBER

CROSS_FAC_6 Oracle Server
リリース 8.x

ユーザー ID 141 NUMBER

CROSS_FAC_7 なし なし 142 NUMBER

表表表表 B-2  標準リソースの使用項目（続き）標準リソースの使用項目（続き）標準リソースの使用項目（続き）標準リソースの使用項目（続き）

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明 項目項目項目項目 ID

書式化され書式化され書式化され書式化され
たデータのたデータのたデータのたデータの
データ型データ型データ型データ型
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クロス製品項目 1（CROSS_FAC_1）には、Oracle Trace APIが組み込まれたアプリケーショ
ンによって提供されたデータのみが含まれます。

クロス製品項目 2（CROSS_FAC_2）は、Oracle Formsの将来のリリース用に予約されてい
ます。Oracle Trace APIが組み込まれたアプリケーションおよび Oracle Formsでは、これら
のクロス製品項目を介して、識別データが Oracle Server収集に渡されます。

クロス製品項目 3（CROSS_FAC_3）は Net8用に予約されています。Net8は、
CROSS_FAC_3によって接続 IDを Oracle Traceに供給します。CROSS_FAC_3は、クライ
アント /サーバーの Oracle Trace収集を調整するときにキーとなる要素です。Oracle Trace
では、クライアントおよびサーバーの収集ファイルをマージする共通要素として、Net8グ
ローバル接続 IDが使用されます。グローバル接続 IDは、クライアントとサーバーの接続用
と同じです。グローバル接続 IDは、CROSS_FAC_3イベント収集と一緒に記録される
Oracle Trace登録 IDとして使用されます。

各 Oracle Serverイベントには、クロス製品項目 1～ 6が記録されます。

Oracle Serverイベント固有の項目イベント固有の項目イベント固有の項目イベント固有の項目
Oracle Server製品定義ファイルでは、Oracle Server固有の項目が定義されています。項目
の番号を使用して、リスト内で項目を検索します。フォーマット済データ型は、Oracleデー
タベースにデータをフォーマットする時に Oracle Traceフォーマッタで項目がどのように定
義されるかを示します。

CROSS_FAC_8 なし なし 143 NUMBER

CROSS_FAC_9 なし なし 144 NUMBER

CROSS_FAC_10 なし なし 145 NUMBER

CROSS_FAC_11 なし なし 146 NUMBER

CROSS_FAC_12 なし なし 147 NUMBER

CROSS_FAC_13 なし なし 148 NUMBER

CROSS_FAC_14 なし なし 149 NUMBER

注意注意注意注意 : Oracle Traceのこのバージョンでは、「機能」という用語が「製
品」に変更されています。したがって、CROSS_FAC_xという項目は、ク
ロス製品項目です。

表表表表 B-3  クロス製品項目（続き）クロス製品項目（続き）クロス製品項目（続き）クロス製品項目（続き）

項目名項目名項目名項目名 レイヤーレイヤーレイヤーレイヤー 説明説明説明説明 項目項目項目項目 ID

書式化され書式化され書式化され書式化され
たデータのたデータのたデータのたデータの
データ型データ型データ型データ型
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イベント用に収集されるデータ項目
Oracle Server項目の一覧を、表 B-4に示します。

表表表表 B-4  Oracle Server項目項目項目項目

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明
項目項目項目項目
番号番号番号番号

書式化された書式化された書式化された書式化された
データ型データ型データ型データ型

App_Action dbms_application_info.set_moduleプロシージャ
を使用して設定されるアクション名。

23 VARCHAR2(255)

App_Module dbms_application_info.set_moduleプロシージャ
を使用して設定されるモジュール名。

22 VARCHAR2(255)

Commit_Abort トランザクションがコミットされたか、または異
常終了したかを示す。

24 NUMBER

Consistent_Gets 一貫したモード（データが変更されず、ロックの
作成または他のユーザーとの矛盾が発生しなかっ
た）で取り出されたブロック数。

104 NUMBER

CPU_Session CPUセッション。 112 NUMBER

Current_UID 現ユーザーの ID。 36 NUMBER

Cursor_Number SQL文と関連付けられたカーソル数。 25 NUMBER

DB_Block_Change 変更されたブロック数。 102 NUMBER

DB_Block_Gets 現行モードで取り出されたブロック数。大きな問
合せの場合、この項目で、必要なすべてのレコー
ドを取り出すためにフェッチされたデータベース
のセクション数（論理ページ）がわかります。

103 NUMBER

Deferred_Logging Oracle Traceによって内部で使用される値。 14 NUMBER

Depth SQL文が処理される再帰的レベル。 32 NUMBER

Description 発生場所のイベントに依存。 43 VARCHAR2(255)

Elapsed_Session セッションの経過時間。 113 NUMBER

End_of_Fetch 取り出されたデータが問合せからの最後のデータ
である場合に設定されるフラグ。

38 NUMBER

Lib_Cache_Addr ライブラリ・キャッシュ内の SQL文のアドレス。 27 VARCHAR2(16)

Login_UID セッションのユーザー IDを識別する Oracleデー
タベース内の内部 ID。

15 NUMBER

Login_UName セッションのシステム・アカウント名を識別する
Oracleデータベース内の内部 ID。

16 VARCHAR2(255)

Missed ライブラリ・キャッシュ内で SQL文が見つから
ない場合に設定されるフラグ。

33 NUMBER

Object_ID1 行ソースのオブジェクト ID。 46 NUMBER
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イベント用に収集されるデータ項目
Operation1 操作のテキスト。 47 VARCHAR2(255)

Operation_ID1 1文の実行計画の範囲内の操作の位置。 28 NUMBER

Optimizer_Mode Oracleオプティマイザ・モード。 35 VARCHAR2(32)

Oracle_Cmd_Type Oracleコマンド番号。 34 NUMBER

Oracle PID Oracleプロセス ID。 11 NUMBER

OS_Image オペレーティング・システムのイメージ（プログ
ラム名）。

42 LONG

OS_Mach オペレーティング・システムのホスト・マシン。 20 VARCHAR2(255)

OS_Term オペレーティング・システムの端末。 19 VARCHAR2(255)

OS_UName オペレーティング・システムのユーザー名。 18 VARCHAR2(255)

P1 P1の定義は、発生場所のイベントに依存。 1 NUMBER

P2 P2の定義は、発生場所のイベントに依存。 2 NUMBER

P3 P3の定義は、発生場所のイベントに依存。 3 NUMBER

P4 P4の定義は、発生場所のイベントに依存。 4 NUMBER

P5 P5の定義は、発生場所のイベントに依存。 5 NUMBER

P6 P6の定義は、発生場所のイベントに依存。 6 NUMBER

P7 P7の定義は、発生場所のイベントに依存。 7 NUMBER

P8 P8の定義は、発生場所のイベントに依存。 8 NUMBER

P9 P9の定義は、発生場所のイベントに依存。 9 NUMBER

P10 P10の定義は、発生場所のイベントに依存。 10 NUMBER

Parent_Op_ID1 親の操作。 44 NUMBER

PGA_Memory プロセス・グローバル領域のメモリー。 101 NUMBER

Physical Reads ディスクから読み込まれたブロック数。 105 NUMBER

Position1 同じ親の操作があるイベント内の位置。 45 NUMBER

Position_ID2 1文の実行計画の範囲内の操作の位置。 28 NUMBER

Redo_Entries プロセスによって作成された REDOエントリ数。 106 NUMBER

Redo_Size REDOエントリのサイズ。 107 NUMBER

Row_Count 処理される行の数。 29 NUMBER

表表表表 B-4  Oracle Server項目（続き）項目（続き）項目（続き）項目（続き）

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明
項目項目項目項目
番号番号番号番号

書式化された書式化された書式化された書式化された
データ型データ型データ型データ型
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各イベントと関連付けられた項目
各イベントと関連付けられた項目各イベントと関連付けられた項目各イベントと関連付けられた項目各イベントと関連付けられた項目
次の各項では、各イベントについて詳細に説明し、各イベントと関連付けられた項目の表を
示します。項目の説明は、表 B-4を参照してください。

Schema_UID スキーマ・ユーザーの ID。 37 NUMBER

Session_Index Oracleセッション ID。 12 NUMBER

Session_Serial セッションのシリアル番号。 13 NUMBER

SID セッション IDのテキスト版。 17 VARCHAR2(255)

Sort_Disk 実行されたディスク・ソート数。 110 NUMBER

Sort_Memory 実行されたメモリー・ソート数。 109 NUMBER

Sort_Rows ソートされた合計行数。 111 NUMBER

SQL_Text SQL文のテキスト。 31 LONG

SQL_Text_Hash SQL文へのポインタ。 26 NUMBER

SQL_Text_Segment SQLテキストのアドレス。 30 NUMBER

T_Scan_Rows_Got 全表走査中に処理された行。 108 NUMBER

TX_ID ロールバック・セグメント番号、スロット番号お
よびラップ番号から構成されるトランザクション
の一意 ID。

41 VARCHAR2(18)

TX_SO_Addr トランザクション状態オブジェクトのアドレス。 40 VARCHAR2(16)

TX_Type トランザクションのタイプ。値はビットマップ
（たとえば、2がアクティブ・トランザクション、

0X10が領域トランザクション、0X20が再帰的ト
ランザクション）。

39 NUMBER

UGA_Memory ユーザー・グローバル領域のセッション・メモ
リー。

100 NUMBER

Wait_Time Waitイベントの経過時間（100分の 1秒単位）。 21 NUMBER
1 Oracle Serverリリース 8.0.2以降に固有の項目
2 Oracle Serverリリース 8.0.2以降では、Operation_IDに置換

表表表表 B-4  Oracle Server項目（続き）項目（続き）項目（続き）項目（続き）

項目名項目名項目名項目名 説明説明説明説明
項目項目項目項目
番号番号番号番号

書式化された書式化された書式化された書式化された
データ型データ型データ型データ型
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各イベントと関連付けられた項目
データをフォーマットすると、Oracle Traceでは、収集された各イベントのための表が作成
されます。イベント・データ表の名前は、V_vendor#_F_product#_E_event#_versionです。
versionは、Oracle Serverリリースの番号です。製品バージョンでのピリオドは、アンダー
スコアに置き換えられます。otrcsyn.sqlスクリプトを使用して、これらの表のシノニムを作
成できます。

Oracle Traceフォーマッタにより、各イベント項目の列が作成されます。ポイント・イベン
トの場合、列名は項目名と同じです。期間イベントの場合、イベント開始には項目名に
_STARTが付け加えられ、イベント終了には項目名に _ENDが付け加えられます。

表 B-5に示すように、フォーマッタでは、収集番号、プロセス識別子およびタイムスタンプ
情報の追加列が自動的に組み込まれます。

イベント統計ブロックイベント統計ブロックイベント統計ブロックイベント統計ブロック
データベース・パフォーマンスに関係する項目は、複数のイベントで見られます。便宜上、
これらの項目を、イベント統計ブロックと呼びます。イベント統計ブロックの項目を、表
B-6に示します。

注意注意注意注意 : Oracle Serverリリース 8.0.5より前では、クロス製品項目 1～ 5
は、サーバー・コードで設定されていました。Oracle Serverリリース
8.0.5からは、クロス製品項目 6が加わりました。

注意注意注意注意 : 次の表では、例として Oracle7 Server名を使用しています。

表表表表 B-5  Oracle Traceフォーマッタにより組み込まれた追加の列フォーマッタにより組み込まれた追加の列フォーマッタにより組み込まれた追加の列フォーマッタにより組み込まれた追加の列

列名列名列名列名 説明説明説明説明 データ型データ型データ型データ型

collection_ID フォーマッタにより自動的に割り当てられた収集番号 NUMBER(4)

epid プロセス ID NUMBER(8)

timestamp ポイント・イベントについて記録された時刻 DATE

timestamp_nano ポイント・イベントについて記録されたナノ秒単位の
時刻

NUMBER

timestamp_start 期間イベントの開始時刻 DATE

timestamp_nano_start 期間イベントのナノ秒単位の開始時刻 NUMBER

timestamp_end 期間イベントの終了時刻 DATE

timestamp_nano_end 期間イベントのナノ秒単位の終了時刻 NUMBER
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各イベントと関連付けられた項目
Connectionイベントイベントイベントイベント
Connectionイベント（event=1）は、データベースに接続されるたびに記録されます。
Connectionイベントと関連付けられた項目を、表 B-7に示します。フォーマット表の名前
は、V_192216243_F_5_E_1_7_3です（Oracle Serverリリース 7.3の場合）。

Oracle Serverでは、接続を一意に識別するために、Session_Indexと Session_Serialの組合
せが使用されます。Net8では、接続を一意に識別するために、CROSS_FAC_3に格納され
た接続 IDが使用されます。

Disconnectイベントイベントイベントイベント
Disconnectイベントでは、データベースの接続が切断されるたびに記録されます。
Disconnectイベントと関連付けられた項目を、表 B-8に示します。フォーマット表の名前
は、V_192216243_F_5_E_2_7_3です。

Disconnectイベントは、1つの Connectionイベントにしか対応しません。したがって、次
のような同じフィールドでは切断が一意に識別されます。Session_Indexと Session_Serialの
組合せ、または CROSS_FAC_3のいずれかです。

表表表表 B-6  イベント統計ブロックイベント統計ブロックイベント統計ブロックイベント統計ブロック

UGA_Memory PGA_Memory DB_Block_Change

DB_Block_Gets Consistent_Gets Physical_Reads

Redo_Entries Redo_Size T_Scan_Rows_Got

Sort_Memory Sort_Disk Sort_Rows

CPU_Session Elapsed_Session

表表表表 B-7  Connectionイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Oracle_PID

Login_UID Login_UName SID

OS_UName OS_Term OS_Mach

OS_Image クロス製品項目 1～ 6

表表表表 B-8  Disconnectイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Oracle_PID クロス製品項目 1～ 6
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各イベントと関連付けられた項目
ErrorStackイベントイベントイベントイベント
ErrorStackイベントでは、エラーが含まれているプロセスが識別されます。ErrorStackイベ
ントと関連付けられた項目を、表 B-9に示します。フォーマット表の名前は、
V_192216243_F_5_E_3_7_3です。

ErrorStackイベントには、明示的な IDはありません。Session_Index、Session_Serial、
Timestampおよび Timestamp_Nanoの組合せで、特定の ErrorStackイベントが一意に識別
されます。

Migrationイベントイベントイベントイベント
Migrationイベントは、セッションが共有サーバー・プロセスに移行するたびに記録されま
す。フォーマット表の名前は V_192216243_F_5_E_4_7_3です。このイベントは Oracle 
Serverリリース 7.3.2では使用不可になっていますが、その後のすべてのリリースでは使用
可能です。

Migrationイベントと関連付けられた項目を、表 B-10に示します。

Migrationイベントには、明示的な IDはありません。Session_Index、Session_Serial、
Timestampおよび Timestamp_Nanoの組合せで、特定のMigrationイベントが一意に識別
されます。

ApplRegイベントイベントイベントイベント
ApplRegイベント（event=5）は、アプリケーションがある時点に達したところで Oracle 
Traceに登録されます。ApplRegイベントと関連付けられた項目を、表 B-11に示します。
フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_5_7_3です。

表表表表 B-9  ErrorStackイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Oracle_PID

P1 P2 P3

P4 P5 P6

P7 P8 クロス製品項目 1～ 6

表表表表 B-10  Migrationイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Oracle_PID

クロス製品項目 1～ 6
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各イベントと関連付けられた項目
ApplRegイベントには、明示的な IDはありません。Session_Index、Session_Serial、
Timestampおよび Timestamp_Nanoの組合せで、特定の ApplRegイベントが一意に識別さ
れます。

RowSourceイベントイベントイベントイベント
RowSourceイベントでは、1つの実行計画内で 1つの行ソースによって処理される行数が記
録されます。RowSourceイベントと関連付けられた項目を、表 B-12に示します。フォー
マット表の名前は、V_192216243_F_5_E_6_7_3です。

Session_Index、Session_Serial、Cursor_Numberおよび Position_IDの組合せで、
RowSourceイベントが一意に識別されます。

RowSourceイベント（イベント（イベント（イベント（Oracle Serverリリースリリースリリースリリース 8.0.2以降に固有）以降に固有）以降に固有）以降に固有）
RowSourceイベントでは、1つの実行計画内で 1つの行ソースによって処理される行数が記
録されます。Oracle Serverリリース 8.0.2以降での RowSourceイベントと関連付けられた項
目を、表 B-13に示します。フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_6_8_0です。

Session_Index、Session_Serial、Cursor_Numberおよび Operation_IDの組合せで、
RowSourceイベントが一意に識別されます。

表表表表 B-11  ApplReg Eventと関連付けられた項目と関連付けられた項目と関連付けられた項目と関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial App_Module

App_Action クロス製品項目 1～ 6

表表表表 B-12  RowSource イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Cursor_Number

Position_ID Row_Count クロス製品項目 1～ 5

表表表表 B-13  RowSource イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Cursor_Number

Operation_ID Row_Count Parent_Op_ID

Position Object_ID Operation

クロス製品項目 1～ 6
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各イベントと関連付けられた項目
SQLSegmentイベントイベントイベントイベント
SQLSegmentイベントは、SQL文の記述です。SQLSegmentイベントと関連付けられた項目
を、表 B-14に示します。フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_7_7_3です。

SQLセグメントには、明示的な識別子はありません。SQL_Text_Hashフィールドは、1つ
の SQL文の発生に対して常に同じになりますが、複数の文に対して同じハッシュ値を取る
ことがあります。ある文が Library Cacheから強制的に出され、元の場所に戻された場合、
その文は Lib_Cache_Addrに対して複数の値を持つことがあります。Session_Index、
Session_Serial、SQL_Text_Hashおよび Lib_Cache_Addrの組合せで、通常、セッションの
特定の SQL文が識別されます。Cursor_Numberを追加すると、セッション内の 1つの SQL
文の特定の発生が識別されます。

Waitイベントイベントイベントイベント
Waitイベントでは、すべての応答の合計待ち時間が 100分の 1秒単位で示されます。Wait
イベントと関連付けられた項目を、表 B-15に示します。フォーマット表の名前は、
V_192216243_F_5_E_13_7_3です。

Waitイベントには、明示的な IDはありません。Session_Index、Session_Serial、
Description、Timestampおよび Timestamp_Nanoの組合せで、特定のWaitイベントが一
意に識別されます。

注意注意注意注意 : 「Operation」項目内のテキストは、実行計画に関する情報と同じ
で、説明計画の実行によって得られるデータと似ています。

表表表表 B-14  SQLSegmentイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Cursor_Number

SQL_Text_Hash Lib_Cache_Addr SQL_Text_Segment

SQL_Text クロス製品項目 1～ 6

表表表表 B-15  Waitイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Session_Index Session_Serial Wait_Time

P1 P2 P3

Description クロス製品項目 1～ 6
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各イベントと関連付けられた項目
Parseイベントイベントイベントイベント
Parseイベントでは、SQL文の処理中に、解析フェーズの開始および終了が記録されます。
解析フェーズは、SQLテキストが読み込まれ、様々なコンポーネントの中に分解（分析）さ
れるときに発生します。表およびフィールドの他に、ソート基準のフィールドと、戻す必要
のある情報が識別されます。Parseイベントと関連付けられた項目を、表 B-16に示します。
フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_8_7_3です。

Session_Index、Session_Serial、Cursor_Numberおよび SQL_Text_Hashの組合せで、特定
の Parseイベントが一意に識別されます。

Executeイベントイベントイベントイベント
Executeイベントは、問合せ計画が実行される位置です。つまり、データを取り出すための
正確なアクセス方法を決めるために、解析済の入力が分析され、必要に応じてフェッチする
データが準備されます。Executeイベントと関連付けられた項目を、表 B-17に示します。
フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_9_7_3です。

表表表表 B-16  Parseイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Parseイベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number リソース項目 クロス製品項目 1～ 6

Parseイベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number Depth Missed

Oracle_Cmd_Type Optimizer_Mode Current_UID

Schema_UID SQL_Text_Hash Lib_Cache_Addr

リソース項目

表表表表 B-17  Execute イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Executeイベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number リソース項目 クロス製品項目 1～ 6

Executeイベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number Depth Missed
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各イベントと関連付けられた項目
Session_Index、Session_Serial、Cursor_Numberおよび SQL_Text_Hashの組合せで、特定
の Executeイベントが一意に識別されます。

Fetchイベントイベントイベントイベント
Fetchイベントは、データの実際の戻りです。すべてのデータを取り出すために、同一の文
に対して複数のフェッチを実行できます。Fetchイベントと関連付けられた項目を、表 B-18
に示します。フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_10_7_3です。

Session_Index、Session_Serial、Cursor_Number、SQL_Text_Hash、Timestampおよび
Timestamp_Nanoの組合せで、特定の Fetchイベントが一意に識別されます。

LogicalTXイベントイベントイベントイベント
LogicalTXイベントでは、論理トランザクション（つまり、データベースの状態に変化が生
じる可能性のある発行文）の開始および終了が記録されます。LogicalTXイベントと関連付
けられた項目を、表 B-19に示します。フォーマット表の名前は、
V_192216243_F_5_E_11_7_3です。

Row_Count SQL_Text_Hash Lib_Cache_Addr

リソース項目

表表表表 B-18  Fetchイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

Fetchイベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number リソース項目 クロス製品項目 1～ 6

Fetchイベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

Cursor_Number Depth Row_Count

End_of_Fetch SQL_Text_Hash Lib_Cache_Addr

リソース項目

表表表表 B-17  Execute イベントと関連付けられた項目（続き）イベントと関連付けられた項目（続き）イベントと関連付けられた項目（続き）イベントと関連付けられた項目（続き）
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各イベントと関連付けられた項目
CROSS_FAC_4に格納されたトランザクション IDにより、特定のトランザクションが一意
に識別されます。それ以外では、Session_Index、Session_Serialおよび TX_SO_Addrを使用
します。

PhysicalTXイベントイベントイベントイベント
PhysicalTXイベントでは、物理トランザクション（つまり、データベースの状態を変化させ
た発行済の文）の開始および終了が記録されます。PhysicalTXイベントと関連付けられた項
目を、表 B-20に示します。フォーマット表の名前は、V_192216243_F_5_E_12_7_3です。

CROSS_FAC_4に格納されたトランザクション IDにより、特定のトランザクションが一意
に識別されます。

表表表表 B-19  LogicalTX イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

LogicalTXイベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

TX_Type TX_SO_Addr リソース項目

クロス製品項目 1～ 6

LogicalTXイベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

TX_Type TX_SO_Addr リソース項目

表表表表 B-20  PhysicalTXイベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目イベントと関連付けられた項目

PhysicalTXイベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目イベントの開始に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

TX_Type TX_ID リソース項目

クロス製品項目 1～ 6

PhysicalTXイベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目イベントの終了に関する項目

Session_Index Session_Serial イベント統計ブロック

TX_Type TX_ID Commit_Abort

リソース項目
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各イベントと関連付けられた項目
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Oracle Traceのトラブルシューティン
C

Oracle Traceのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

この付録では、Oracle Traceの使用時に起こる可能性のある問題をリストしています。これ
らの問題の解決方法に加え、Oracle Traceの使用時に発生した問題を特定する方法に関する
項も記載しています。この付録には、次の項があります。

� 「Oracle Traceの使用時によく発生する問題」

� 「サーバー環境」

� 「Oracle Enterprise Managerの構成」

� 「ネットワークの構成」

� 「Oracle Intelligent Agent（UNIX固有）」

� 「Oracle Intelligent Agent（NT固有）」

� 「データベースの構成」

� 「Oracle Traceの構成」

� 「Oracle Traceの問題の特定」

Oracle Traceの使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題
表 C-1に Oracle Traceで発生する可能性のある症状とその解決法を示し、追加情報のある該
当セクションを示しています。また、この表は、Oracle Traceでの収集作業の内容に基づい
て、いくつかの項に分かれています。

表表表表 C-1  Oracle Traceの使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題の使用時によく発生する問題

症状症状症状症状 解決法解決法解決法解決法

収集のスケジューリング前収集のスケジューリング前収集のスケジューリング前収集のスケジューリング前

製品の検出中に「認証ユーザー」
エラーが表示される。

ノードの作業環境が無効か、または設定されていない。

C-6ページの「Oracle Enterprise Managerの構成」を参照。
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Oracle Traceの使用時によく発生する問題
製品が検出されない。 製品定義ファイルが存在していない可能性がある。

C-11ページの「Oracle Traceの構成」を参照。

製品の検出中に「Agentへの接続
に失敗しました」と表示される。

Oracle Intelligent Agentに接続できない。

C-7ページの「ネットワークの構成」を参照。

C-8ページの「Oracle Intelligent Agent（UNIX固有）」を参
照。

C-9ページの「Oracle Intelligent Agent（NT固有）」を参
照。

製品の検出で、データベースが欠
落している。

oratabファイルがサーバー上にあるかを確認する。ファイ
ルが存在していれば、その内容を調べてください。

C-8ページの「Oracle Intelligent Agent（UNIX固有）」を参
照。

7.3 ORACLE_HOMEについて
ファイルを処理中に Oracle Trace
での検出に失敗する。

Oracle Traceの検出プロセスで、Oracle Trace Managerと互
換性のない 7.3.3より前の otrccolイメージが見つかった可
能性がある。

C-5ページの「サーバー環境」を参照。

収集の作成収集の作成収集の作成収集の作成

「ユーザー・リストを表示」に接
続できない。

tnsnames.oraファイルを編集し、Oracle Enterprise 
Managerコンソールで既知のサービス名と一致するサービ
ス名を追加する。

C-14ページの「「ユーザー・リストを表示」への接続に失
敗」を参照。

収集のスケジューリング収集のスケジューリング収集のスケジューリング収集のスケジューリング

Oracle Enterprise Managerコン
ソールから Oracle Traceを起動で
きない。

「スタート」メニューを使用して Oracle Traceを起動する
か、Oracle Traceを再インストールする。

Oracle Trace Managerにノードが
リストされない。

Oracle Enterprise Managerコンソールで、「ナビゲータ」→
「ノードの検出」を選択して管理するノードを検出し、

Oracle Trace Managerで製品検索を実行する。

C-6ページの「Oracle Enterprise Managerの構成」を参照。

収集の作成中に「認証ユーザー」
エラーが表示される。

ノードの作業環境が無効か、または設定されていない。

C-6ページの「Oracle Enterprise Managerの構成」を参照。

「ファイル <filespec>を読み込め
ません」。

ファイルが予想された場所にない。

C-11ページの「Oracle Traceの構成」を参照。

表表表表 C-1  Oracle Traceの使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）

症状症状症状症状 解決法解決法解決法解決法
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Oracle Traceの使用時によく発生する問題
Oracle7のデータベース収集開始
時 /停止時のエラー。

Oracle Traceが Oracle7のデータベース収集を開始および停
止するときに使用するデータベース・ストアド・プロシー
ジャが欠落している。

C-20ページの「ストアド・プロシージャ」を参照。

Oracle Trace Managerでは収集の
状態が「作成」と表示され、
Oracle Enterprise Managerジョブ
制御システムでは収集が「Agent
の確認待機中」と表示される。

Oracle Intelligent Agentに接続できない。

C-7ページの「ネットワークの構成」を参照。

C-8ページの「Oracle Intelligent Agent（UNIX固有）」を参
照。

C-9ページの「Oracle Intelligent Agent（NT固有）」を参
照。

Oracle Trace Managerでは収集の
状態が「作成」と表示され、
Oracle Enterprise Managerジョブ
制御システムでは収集の状態が
「変更中」と表示される。

Oracle Intelligent Agentメッセージが Oracle Trace Manager
に返されない。

Oracle Trace Managerを終了してから再起動してください。

Oracle Enterprise Managerコンソールおよび Oracle Trace 
Managerを終了してから再起動してください。

収集の実行収集の実行収集の実行収集の実行

実行可能プログラムまたはコマン
ドの検索エラー。

作業環境設定ノードのパスが無効である。

C-5ページの「サーバー環境」を参照。

「ファイル <filespec>を読み込め
ません」。

ファイルが予想された場所にない。

C-11ページの「Oracle Traceの構成」を参照。

ネットワークがタイムアウトにな
る。

C-7ページの「ネットワークの構成」を参照。

NTサーバー・ノード上で実行さ
れている収集で、メモリーへのア
クセス・エラー。

C-15ページの「Oracle Traceがメモリーにアクセスできな
い」を参照。

サーバー・ノード上で収集を開始
する際のエラー。

C-9ページの「データベースの構成」を参照。

C-11ページの「Oracle Traceの構成」を参照。

NTデータベースの収集を開始す
る際の、メモリーのマッピング・
エラー。

NTデータベースと Oracle Trace Collection Servicesの不一
致についての説明は、C-11ページの「Oracle Traceの構成」
を参照。

表表表表 C-1  Oracle Traceの使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）

症状症状症状症状 解決法解決法解決法解決法
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Oracle Traceの使用時によく発生する問題
スケジュールした時刻に収集が終
了しない。

ディスク領域が不足しているか、または Oracle Intelligent 
Agentが使用不能であることが考えられる。

C-5ページの「サーバー環境」を参照。

C-7ページの「ネットワークの構成」を参照。

C-8ページの「Oracle Intelligent Agent（UNIX固有）」を参
照。

C-9ページの「Oracle Intelligent Agent（NT固有）」を参
照。

収集のフォーマット収集のフォーマット収集のフォーマット収集のフォーマット

フォーマットで、「サービス名を
解決できません」というエラーを
受け取る。

サーバー上で、データベースが使用不能か、tnsnames.ora
ファイルが無効である。

C-7ページの「ネットワークの構成」を参照。

C-9ページの「データベースの構成」を参照。

フォーマットで、「ユーザー名 /
パスワードが無効です」というエ
ラーを受け取る。

データベースの作業環境設定が無効か、設定されていない。

フォーマットで、「表がありませ
ん」というエラーを受け取る
（Oracle Serverリリース 7.3.x以
前）。

フォーマット表が作成されていない。

C-9ページの「データベースの構成」を参照。

C-17ページの「フォーマット表」を参照。

フォーマットで、表領域拡張のエ
ラーを受け取る。

フォーマット先のデータベース内のターゲット表領域が不
足している。表領域に追加の領域を割り当て、再フォー
マットしてください。

C-13ページの「収集が大きすぎる」を参照。

フォーマットで、権限が不十分で
あるというエラーを受け取る。

C-12ページの「Oracle Traceフォーマット済データを表示
できない」を参照。

収集データの検査収集データの検査収集データの検査収集データの検査

収集内にデータがない。 データベースへの Oracle Traceインタフェースが適切に構
成されていないか、または同時に実行されている収集が多
すぎる。

C-9ページの「データベースの構成」を参照。

C-15ページの「収集が空である」を参照。

収集内に SQL文が取り込まれな
い。

C-13ページの「収集内に欠落している SQL文がある」を参
照。

待ち時間が収集されない（ALLイ
ベント・セットの場合）。

C-13ページの「待ち時間が収集されない」を参照。

表表表表 C-1  Oracle Traceの使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）

症状症状症状症状 解決法解決法解決法解決法
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サーバー環境
サーバー環境サーバー環境サーバー環境サーバー環境
サーバー環境に問題があると考えられる場合、次のことを確かめてください。

� サーバー・ノード上で Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムにより使用され
るアカウントに、次のものがあること。

– 定義済の ORACLE_HOME環境変数および ORACLE_SID（Oracleシステム ID）
環境変数

– アカウントのパスに $ORACLE_HOME/binディレクトリが含まれていること

– $ORACLE_HOME/otrace/admin/cdfディレクトリへの接続権限

� サーバー・ノードに、収集出力ファイル用の十分なディスク領域があること。十分な
ディスク領域がない場合、収集は停止します。Oracle Trace収集ウィザードを使用して、
最大ファイル・サイズを指定してください。収集ファイルが大きくなることがあるた
め、収集するデータは少量にしてください。

すぐに問題を解決するには、収集を停止し、Oracle Traceが収集を終了できるだけの領
域を空けてください。

また、最初に特定のユーザーおよびWaitイベント（あるいはその両方）に収集を制限
しても、収集するデータ量を制限することができます。ユーザーおよびWaitイベント
の制限は、Oracle Serverリリース 8.0.4以降で可能です。

� セッションが関連している収集の数が 5つ以下であること。セッションでは、最終の収
集 5つのデータが記録されます。そのため、収集の数が 5つを超えると、一番古い収集
のデータが失われます。

� otrccolイメージが Oracle Trace Managerと互換性があること。7.3の
$ORACLE_HOME/binディレクトリに otrccolイメージが含まれている場合、次のコマ
ンドを実行してそのイメージのバージョンを判別してください。

$ORACLE_HOME/bin/otrccol version

このコマンドを実行すると、たとえば、1（Oracle Serverリリース 7.3.3の場合）や 3
（Oracle Serverリリース 7.3.4の場合）のような小さい整数が返されます。ottrcol 

収集にデータが追加されたのに、
Data Viewerのサマリーが変わら
ない。

C-13ページの「Data Viewerに追加のフォーマット済デー
タが欠落している」を参照。

Data Viewerで、統計の計算のエ
ラーを受け取る。

C-13ページの「フォーマット済データのリストアが必要」
を参照。

Data Viewerのパフォーマンスが
よくない。

C-14ページの「パフォーマンスがよくない」を参照。

表表表表 C-1  Oracle Traceの使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）の使用時によく発生する問題（続き）

症状症状症状症状 解決法解決法解決法解決法
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Oracle Enterprise Managerの構成
versionコマンドによりエラーが返される場合は、otrccolイメージに Oracle Trace 
Managerとの互換性がないということです。この otrccolイメージを
$ORACLE_HOME/binディレクトリに残しておいてもかまいませんが、イメージの名
前は変更する必要があります（たとえば、otrccol732など）。イメージの名前を変更する
と、検出プロセスの間、Oracle Traceによってこのイメージは使用されません。

Oracle Enterprise Managerの構成の構成の構成の構成
この項で説明する問題は、クライアント環境の問題とも呼ばれます。構成に問題がある場
合、次のような症状が現れます。ノードおよびデータベースが検出またはリフレッシュされ
ない、ユーザー作業環境が無効である、および Oracle Enterprise Managerジョブ制御シス
テム内でジョブが実行されない、などです。

次のことを行ってみてください。

� Oracle Enterprise Managerコンソールから「ナビゲータ」→「ノードの検出 ...」を選択
して、ノードとデータベースを検出します。

� ユーザーの優先接続情報リストが正しいことを確認します。コンソールで「システム」
→「作業環境 ...」を選択して、優先接続情報リストを設定します。次に「優先接続情報
リスト」タブを選択し、ノードとデータベースのアクセス接続情報を設定します。

SQL*Plus WorkSheetを起動してデータベース・ユーザー・アカウントをテストするか、
または rloginでノードにログインしノード・アカウントをテストして、ユーザー・アカ
ウントが有効かを確認します。

アカウントの username/password@serviceを使用して SQL*Plus WorkSheetを起動し、
データベース・ユーザーの存在とアクセス可能かどうかを確認します。

rloginを使用してノードにログインし、そのノード基準を確認します。ノードが使用不
可の場合、システムのサポート担当者に、そのアカウントが使用できるかどうか問い合
せてください。

� ジョブの実行に関して問題がある場合、特に Oracle Enterprise Managerジョブ制御シス
テムをチェックします。テスト・ジョブを作成するには、コンソールから「ジョブ」→
「ジョブの作成 ...」を選択します。ジョブをスケジュールして、OSコマンド（UNIXで
は「ls」、NTでは「dir」）を実行してください。

NT上の Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムでは、次のようにできます。

1. 「一般」タブをクリックします。「宛先のタイプ」は「ノード」と同じです。Oracle 
Intelligent Agentのあるノードを選択します。

注意注意注意注意 : 優先接続情報リストは、各ドメイン・ユーザーに対して個別に設
定する必要があります。Oracle Traceへのログインに使用した、ドメイ
ン・ユーザーに関する作業環境の設定をチェックしてください。
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2. 「タスク」タブをクリックします。「使用可能なタスク」の「使用可能な宛先」リス
トから「OSコマンドの実行」を選択します。

3. 「パラメータ」タブをクリックします。「タスク・パラメータ」セクションの「コマ
ンド」コントロールに、「dir」と入力します。

4. 「発行」ボタンをクリックします。

ジョブが機能しない場合、Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムに問題があり
ます。Oracle Enterprise Managerコンソールのドキュメントで、詳細を調べてくださ
い。

� Oracle Traceリポジトリ表が正常に作成されているかを確認します。Oracle Server 
Managerまたは SQL*Plus Worksheetを使用して、Oracle Traceリポジトリ表の存在を
確認できます。

connect as repository <userid>
select table_name
from user_tables
where table_name like 'EPC_CLI%';

� 「認証ユーザー」エラーに関するメッセージを受け取った場合、そのノードの Oracle 
Enterprise Managerの優先接続情報リストを、適切な権限を持つ有効なユーザー名とパ
スワードに設定する必要があります。

アカウントが NTノード上にある場合、そのアカウントでは拡張ユーザー権限である
「バッチ ジョブとしてログオン」が使用可能になっている必要があります。

『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』の、作業環境の設定手順を参照してください。

ネットワークの構成ネットワークの構成ネットワークの構成ネットワークの構成
ネットワークの構成に問題がある場合、次のような症状が現れます。ネットワークがタイム
アウトする、システムが見つからないというエラー・メッセージが表示される、またはサー
ビス名が解決できない、などです。

次のことを行ってみてください。

� システムで使用可能であれば、Pingユーティリティを実行して、基礎となるネットワー
ク通信が存在しているかを確認します。クライアントからサーバーに pingし、サー
バーからクライアントに pingします。

� クライアント上の tnsnames.oraファイル内のエントリが、サーバー上の tnsnames.ora
ファイル内のエントリと一致していることを確認します。

注意注意注意注意 : 優先接続情報リストは、各ドメイン・ユーザーに対して個別に設
定してください。
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Oracle Intelligent Agent（（（（UNIX固有）固有）固有）固有）
Agent構成に問題がある場合に現れる症状は、Agentが機能しない、または Agentが見つか
らない、などのエラー・メッセージの表示です。この項では、いくつかの方法を示します。
Oracle Intelligent Agentの詳細は、『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

次のことを確認してください。

� $ORACLE_HOME/network/agentディレクトリまたは$ORACLE_HOME/net80/agent
ディレクトリへの接続権限。

� $ORACLE_HOME/bin/dbsnmp Agent実行可能プログラムが、ルート・アカウントに
所有されていること（Oracle Serverリリース 8.0.4以降に適用）。

� $ORACLE_HOME/bin/dbsnmp Agent実行可能プログラムに、次のコード例の文字
「s」で表される「sビット」が設定されていること（Oracle Serverリリース 8.0.4以降に
適用）。実行可能プログラムがルート・アカウントに所有されていても、sビットによっ
て、起動したユーザーの権限ではなく、ルート権限で dbsnmpが実行されます。

ls -l dbsnmp
-rwsr-s--x

sビットが設定されていない場合、ルート・アカウントとして次のスクリプトを実行し
てください。

$ORACLE_HOME/orainst/root.sh

� 次のプロセス。

– Oracle Intelligent Agentの状態のチェック

lsnrctl dbsnmp_status

– 2つの dbsnmpプロセスのチェック

% /usr/ucb/ps auxw | grep dbsnmp

� oratabファイル（/var/opt/oracleディレクトリにある）および listner.oraファイルの内
容。oratabファイルは、インストール中に作成された UNIX固有のファイルで、その
ノードにインストールされているデータベースまたは既知のデータベースをリストして
います。oratabファイルの中に、存在しなくなったデータベースのエントリが含まれて
いないことを確認してください。listener.oraファイルには、監視するデータベースの名
前および場所が含まれています。『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』では、これ
らのファイルの正しい設定について説明しています。

� listener.oraファイル内の情報と比較した services.oraファイル内の情報。たとえば、
listerner.oraファイル内のリストに項目を追加したが、Agentを再起動していない場合、
新規の項目は services.oraファイル内に見つかりません。services.oraファイルは、
Agentを最初に起動したときに作成されたものです。
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� Agentが起動しない場合の解決法は、『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』を参照
してください。

Oracle Intelligent Agent（（（（NT固有）固有）固有）固有）
Agent構成に問題がある場合に現れる症状は、Agentが機能しない、または Agentが見つか
らない、などのエラー・メッセージの表示です。

Agentが起動し、実行されていることを確認します。タスク・バーから「スタート」→「設
定」→「コントロール パネル」を選択します。「サービス」をダブルクリックします。
Agentが起動していない場合は、起動してください。

また、個々のアプリケーションについて、NTイベント・ログを調べます。このログに、問
題の解決に役立つ追加情報が示されている場合があります。

データベースの構成データベースの構成データベースの構成データベースの構成
収集をスケジュールした後に、収集内にデータがないか、またはデータのフォーマットでエ
ラーが発生するという症状があります。その場合は、次のことを行ってください。

� たとえば、次のように connectコマンドを使用して、Oracle Server Managerまたは
SQL*Plus Worksheetから、データベースにアタッチできることを確認します。

connect <username>/<password>@<service name>

これより前のバージョンのデータベースの場合、NT上で Oracle Server Managerを起
動するためのコマンドは、svrmgr30または svrmgr23のいずれかです。UNIXでは、コ
マンドは svrmgrlです。

� データベースおよびリスナーがサーバー上で実行されていることを確認します。

test-sun% /usr/ucb/ps auxw | grep oracle
oracle   10684  0.7  5.92736814784 ?     S 12:37:46  1:00 ora_ckpt_v805
oracle   10678  0.0  6.42843215952 ?     S 12:37:46  0:00 ora_pmon_v805
oracle   10680  0.0  6.02744014960 ?     S 12:37:46  0:00 ora_dbw0_v805
oracle   10682  0.0  5.92739214848 ?     S 12:37:46  0:00 ora_lgwr_v805
oracle   10686  0.0  6.42630416048 ?     S 12:37:46  0:00 ora_smon_v805
oracle   10688  0.0  6.32628815920 ?     S 12:37:46  0:00 ora_reco_v805
oracle   10809  0.0  3.211064 8112 ?     S 14:36:10  0:00
/oracle/app/oracle/product/805/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

� 必要なパッチすべてがデータベースに適用されているか、およびデータベースがアップ
グレードされているかを確認します。

� Oracle Trace用の init.oraパラメータを調べます。

– Oracle Serverリリース 8.0以降の場合、ORACLE_TRACE_ENABLE=TRUE。
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– コマンド・ライン・インタフェースを使用して収集をスケジュールする場合、収集
のパス（ORACLE_TRACE_FACILITY_PATH）および収集名
（ORACLE_TRACE_FACILITY_NAME）を入力します。これらのパラメータ値が有
効な名前であること、および収集を実行しているアカウントに、指定ディレクトリ
とファイルへのアクセス権があることを確認してください。

– init.oraパラメータを変更した場合、そのパラメータを有効にするには、データ
ベースを再起動する必要があります。

� ストアド・プロシージャをチェックします（Oracle Serverリリース 7.3.xの場合）。

Oracle Enterprise Managerコンソールを使用してストアド・プロシージャをチェックす
るには、ナビゲータおよび次のパスを使用します。

「ネットワーク」→「データベース」→<データベース>→「スキーマ・オブジェクト」→「パッ
ケージ」→「SYS」

DBMS_ORACLE_TRACE_xxxで始まるストアド・プロシージャを検索します。

Oracle Server Managerまたは SQL*Plus Worksheetを使用して、ストアド・プロシー
ジャをチェックするには、次のことを行ってください。

select object_name from dba_objects where object_name like '%TRACE%' 
and object_type = 'PACKAGE'; 
OBJECT_NAME
DBMS_ORACLE_TRACE_AGENT
DBMS_ORACLE_TRACE_USER
2 rows selected.

� データベース・アカウントの権限をチェックします。Oracle Enterprise Managerコン
ソールのナビゲータを使用して、次のように選択します。

「ネットワーク」→「データベース」→<データベース>→「ユーザー」→<dbaアカウント>→「シ
ステム権限」

必要な権限のリストは、C-12ページの「Oracle Traceフォーマット済データを表示でき
ない」を参照してください。

� フォーマット表をチェックします（Oracle Serverリリース 7.3.xの場合）。

Oracle Enterprise Managerコンソールを使用してフォーマット表をチェックするには、
ナビゲータおよび次のパスを使用します。

「ネットワーク」→「データベース」→<データベース>→「ユーザー」→<ユーザーID>→「ス
キーマ・オブジェクト」→表

EPC_COLLECTIONを検索します。

SQL*Plus WorkSheetを使用してフォーマット表をチェックするには、次のように入力
します。

connect <username>/<password>@<service name>
describe epc_collection
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フォーマット表を作成するには、接続先の Oracle Serverの ORACLE_HOMEから
otrcfmtc.sqlスクリプトを実行します。このスクリプトを実行する必要があるのは、
Oracle Serverリリース 7.xで収集する場合のみです。

@ORACLE_HOME/otrace/admin/otrcfmtc.sql

� DBA Studioを使用して、表領域使用量とエクステントをチェックします。収集データ
を収める領域が十分にない場合があります。

� ユーザーに、デフォルト表領域としての SYSTEMがないかを確認します。Oracle 
Enterprise Managerでナビゲータを使用して、次のように選択します。

「ネットワーク」→「データベース」→<データベース>→「ユーザー」

確認するユーザー ID上でマウスの右ボタンをクリックし、「編集」を選択します。「一
般」タブの「表領域」セクションに、デフォルト表領域がリストされます。デフォルト
表領域がユーザー表領域になっている必要があります。

Oracle Traceの構成の構成の構成の構成
Oracle Traceの構成に問題があると考えられる場合は、次のことを行ってください。

� EPC_ERROR.LOGファイル内に記録されている Oracle Traceエラーがあれば、その詳細
を調べます。

� $ORACLE_HOME/otrace/admin上の管理ファイル（*.datファイル）を検索し、ファ
イルが存在しない場合は、otrccrefを実行して Oracle Trace *.datファイルを再作成しま
す。

� .fdfファイルが $ORACLE_HOME/otrace/admin/fdfディレクトリ内にあるかを確認し
ます。

� TCLスクリプトが適切なディレクトリ内にあるかを確認します。サーバー・ファイル
は、$ORACLE_HOME/network/agent/jobs/oracle/otrace/generalの下にあります。

% cd $ORACLE_HOME/network/agent
% find .-name "otrc*.tcl" -print

クライアント・ファイル（otrcjob.tcl）は、$ORACLE_HOME¥Sysman¥Scripts¥Tclディ
レクトリ内にあります。

� 正しいバージョンの Oracle Trace Collection Servicesが、該当する Oracle Serverバー
ジョンと一致していることを確認します。

% $ORACLE_HOME/bin/otrccol version
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� 収集が現在実行されているかを調べるため、コマンド・ライン・インタフェースを使用
して次のように状態をチェックします。

% $ORACLE_HOME/bin/otrccol check <collection_name>

� Oracle Traceの構成を検証するため、コマンド・ライン・インタフェースを使用して収
集を起動、停止およびフォーマットします。

otrccol start <parameters>
otrccol stop <parameters>
otrccol format <parameters>

使用可能なすべてのパラメータは、Oracle Trace オンライン・ヘルプを参照してくださ
い。

Data Viewerの問題の問題の問題の問題
次の項では、Data Viewerに特有の問題について説明します。

Oracle Traceフォーマット済データを表示できないフォーマット済データを表示できないフォーマット済データを表示できないフォーマット済データを表示できない
Data Viewerを使用して Oracle Traceのフォーマット済データを表示するには、ユーザー・
アカウントに次のシステム権限が必要です。

CREATE SESSION
CREATE SEQUENCE
CREATE TABLE
CREATE PROCEDURE
CREATE ANY INDEX
EXECUTE ANY PROCEDURE
DELETE ANY TABLE

表表表表 C-2  Oracle Serverのリリースとのリリースとのリリースとのリリースと Oracle Trace Collection Servicesのリリースの一致のリリースの一致のリリースの一致のリリースの一致

該当する戻り値該当する戻り値該当する戻り値該当する戻り値 該当するコマンド・ライン・インタフェースのリリース該当するコマンド・ライン・インタフェースのリリース該当するコマンド・ライン・インタフェースのリリース該当するコマンド・ライン・インタフェースのリリース

1 733

2 803

3 734

4 804

5 805

6 813

7 814

8 815
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DROP ANY INDEX
DROP ANY SEQUENCE
UNLIMITED TABLESPACE

フォーマット済データのリストアが必要フォーマット済データのリストアが必要フォーマット済データのリストアが必要フォーマット済データのリストアが必要
Data Viewerでは、フォーマット済データに統計情報が追加されます。フォーマット済デー
タを Data Viewerの実行前と全く同じ状態にリストアするには、
$ORACLE_HOME¥Sysman¥Admin¥TdvDrop.sqlスクリプトを実行します。データをリスト
アするのは、次のような場合です。

� 統計の計算前または計算中に、権限が不十分であるというエラーが発生した場合

� 表領域エクステントの作成で、データベース・エラーを受け取った場合

ORA-01658: 表領域内のセグメントのINITIALエクステントが作成できない
MY_TABLESPACE

� 回復不能と表示された予期せぬエラーが発生した場合

待ち時間が収集されない待ち時間が収集されない待ち時間が収集されない待ち時間が収集されない
待ち時間が収集されるのは、INIT<sid>.ORAパラメータの TIMED_STATISTICSが TRUE
に設定されている場合のみです。このデータベース・パラメータを変更したら、変更が反映
されるように、データベースを停止して再起動する必要があります。

Data Viewerに追加のフォーマット済データが欠落しているに追加のフォーマット済データが欠落しているに追加のフォーマット済データが欠落しているに追加のフォーマット済データが欠落している
Data Viewerで最初に収集を表示するときに、現在収集内にあるすべての問合せについて
SQL統計を計算できます。Data Viewerでは、収集を表示する際、部分フォーマットによっ
てその収集に追加された新規のデータは検出されません。収集されたデータを部分的に
フォーマットする場合、「オプション」→「統計の再計算」を選択すると、収集された既存
データと新規データの両方を使用して Data Viewerに統計の再計算を強制できます。

収集内に欠落している収集内に欠落している収集内に欠落している収集内に欠落している SQL文がある文がある文がある文がある
予想した SQL文が収集内に表示されない場合、収集の停止後、次にデータベースがアクセ
スされるまで、Oracle Trace自動フォーマット機能で収集バッファがフラッシュされていな
い可能性があります。これによって、少量のイベント・データが収集ファイルに到達しない
ことがあります。

収集が大きすぎる収集が大きすぎる収集が大きすぎる収集が大きすぎる
収集が大きすぎる場合もあります。Oracle Traceリリース 1.5.5および Oracle Serverリリー
ス 8.0.4からは、特定のユーザーおよび特定のWaitイベント型についてデータを収集して、
収集のサイズを最小化できます。サーバーはほとんど常にラッチ、ロックまたはリソースを
待っているため、短い収集についてのWaitイベント・データが非常に大量になることがあ
ります。
Oracle Traceのトラブルシューティング C-13



Oracle Traceの構成
Oracle Trace収集ウィザードを使用すると、個々のユーザーが収集データを制限する方法が、
順を追って説明されます。

パフォーマンスがよくないパフォーマンスがよくないパフォーマンスがよくないパフォーマンスがよくない
1セットのユーザー表に複数の収集が存在する場合、統計の計算および後続の選択に必要以
上に時間がかかることがあります。大量の収集を新しいデータベースのユーザー・アカウン
トに置くと、パフォーマンスが向上します。

表またはビューが存在しない（または収集内にデータがない）表またはビューが存在しない（または収集内にデータがない）表またはビューが存在しない（または収集内にデータがない）表またはビューが存在しない（または収集内にデータがない）
レコードが EPC_FACILITY_REGISTRATION表に書き込まれていないと、次のようなエ
ラーが表示されることがあります。

XP-21016: データベースにエラーが発生した: 
SELECT DISTINCT FACILITY_NUMBER, FACILITY_VERSION, VENDOR 
FROM EPC_FACILITY_REGISTRATION WHERE COLLECTION_ID - :1
ORA-00942: 表またはビューが存在しない

Oracle Serverリリース 8.0.4データベースをターゲットとした収集に対する「ユーザーによ
るフィルタ」オプションを削除すると、それ以降の収集ではこの問題は発生しません。

収集に対して、EPC_FACILITY_REGISTRATIONレコードを手動で追加すると、Trace Data 
Viewerで、その収集のフォーマット済データを表示できます。たとえば、次のような値で
EPC_FACILITY_REGISTRATIONレコードを挿入します。

Collection_ID:    123       [collection_nameに一致するcollection_id列値を、
                             フォーマット済データのEPC_COLLECTION表で検索します。]
Vendor:           192216243 [この値をハードコードします。]
Facility_number:  5         [この値をハードコードします。]
Facility_version: '8.0'     [または、7.3データベースに対する収集は'7.3'、
                             8.1データベースに対する収集は'8.1'。]

Oracle Trace Managerの問題の問題の問題の問題
次の項では、Oracle Trace Managerに特有の問題について説明します。

「ユーザー・リストを表示」への接続に失敗「ユーザー・リストを表示」への接続に失敗「ユーザー・リストを表示」への接続に失敗「ユーザー・リストを表示」への接続に失敗
ターゲット収集データベースへの接続に使用するユーザー名とパスワードが正しい場合に
は、接続に使用されたサービス名がターゲット収集データベースのサービス名と一致しない
ことが問題になっている可能性があります。

サービス名は、Oracle Enterprise Managerコンソールで既知のサービス名に設定されていま
す。コンソールでは、Agentから検出されたデータベースのサービス名を取得します。

サービス名が tnsnames.oraファイル内のサービス名と一致しない場合には、「ユーザー・リ
ストを表示」ボタンをクリックしても、データベースに接続できなくなります。
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tnsnames.oraファイルを編集し、Oracle Enterprise Managerコンソールで既知のサービス名
と一致するサービス名を追加してください。

収集のフォーマットに失敗する収集のフォーマットに失敗する収集のフォーマットに失敗する収集のフォーマットに失敗する
この問題が起こる理由は多数あります。

� データベース内の領域が不足しています。表領域を拡張する必要があります。

� ユーザー名 /パスワードが無効です。

� フォーマット表の作成で otrcfmtc.sqlスクリプトが実行されていません。このスクリプ
トは、$ORACLE_HOME¥otracenn¥adminにあります。（Oracle Trace Collection 
Servicesの 7.3.4および 8.0.4より前のリリースでは、このステップが必要です。）Oracle 
Traceリリース 1.3.6以降では、フォーマット表を作成するには vobshコマンドを実行
します。vobshコマンドの詳細は、『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』を参照し
てください。

� フォーマット表が、Oracle Enterprise Managerコンソールを実行しているノードに対し
てローカルでない場合、収集が実行されたノードにフォーマット・データベース用の
TNS名のエントリがあるかをチェックしてください。

� 収集がすでにフォーマットされています。この場合は、再度フォーマットされることは
ありません。収集をフォーマットするには、「部分フォーマット」オプションを使用不
可にします。

� 優先接続情報リストは、Oracle Enterprise Managerサービス名のリストにあるサービス
名を使用する必要があります。そのサービス名は、データの収集先サーバーの
tnsnames.oraファイル内に指定されている必要があります。

収集が空である収集が空である収集が空である収集が空である
Oracle8データベースでは、データベースの起動前に、サーバー上の INITsid.ORAファイル
内の ORACLE_TRACE_ENABLEパラメータを TRUEに設定する必要があります。（前の
バージョンの Oracle Serverでは、ORACLE_TRACE_ENABLEパラメータは FALSEに設定
されていました。）同時に実行している収集が多すぎる場合にも、この問題が発生します。

追加情報は、C-9ページの「データベースの構成」を参照してください。

Oracle Traceがメモリーにアクセスできないがメモリーにアクセスできないがメモリーにアクセスできないがメモリーにアクセスできない
Windows NTシステムにおいて、Oracle Trace収集の実行中に、Oracle Traceがメモリーに
アクセスできないことを示すエラーが発生した場合、collect.datファイルが満杯になってい
ると考えられます。$ORACLE_HOME¥binディレクトリ内にある otrccref.exeを実行して、
新規の .datファイルを作成する必要があります。ただし、otrccrefスクリプトを実行して新
規の collect.datファイルを作成するには、データベース・サービスを停止して collect.dat
ファイルを解放してください。また、collect.datレコードの数を、デフォルトのレコード数
36より増やす（たとえば、otrccref -c50など）こともできます。
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Oracle Traceの問題の特定の問題の特定の問題の特定の問題の特定
問題を特定するよい方法として、Oracle Traceの各コンポーネントでテストを実行する方法
があります。コンポーネントは、次のとおりです。

� Oracle Trace Manager（グラフィカル・ユーザー・インタフェース）

– Oracle Trace

– Oracle Intelligent Agentおよび Oracle Enterprise Managerジョブ制御システム

� Oracle Trace Collection Services

– init.oraパラメータ

– ストアド・プロシージャ（Oracle Serverリリース 7.3.xのみ）

– Oracle Traceコマンド・ライン・インタフェース（CLI）

トラブルシューティングの際には、次の 2つの Oracle Traceメカニズムが役立ちます。
Oracle Traceロギング・ウィンドウ（C-21ページの「Oracle Trace Managerロギング」を参
照）と EPC_ERROR.LOGファイル（C-21ページの「EPC_ERROR.LOGファイル」を参照）
です。

Oracle Trace Managerの問題の特定の問題の特定の問題の特定の問題の特定
Oracle Trace Managerをテストして、問題がグラフィカル・ユーザー・インタフェースに関
連するものかどうか判別できます。Oracle Traceロギングをオンにして、Oracle Trace 
Manager内部の通信を調べてください。

Oracle Trace Managerは、次のことを行います。

1. ユーザーからの入力を受け取ります。

2. ユーザーからの情報を一時入力パラメータ・ファイルにパッケージします。Oracle 
Trace Managerでは、Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムを使用して指定の
タスクがスケジュールされます。次に、Oracle Intelligent Agent内で otrcjob.tclスクリ
プトによってジョブが実行され、データベース・サーバー上で実行されます。

otrcjob.tclスクリプトは、汎用の tclスクリプトです。このスクリプトがその他の tclス
クリプトを管理するときは、入力パラメータと、一時パラメータ・ファイルに提供され
たパラメータを使用して、tclスクリプト固有の他のタスクを実行します。

その他の tclスクリプトはそれぞれ、CLIイメージがデータベースに対して、次のよう
な特定のタスクを実行するのに必要な情報を送信するために使用されます。収集の開
始、停止、削除またはフォーマットです。

3. 送付されたジョブは、CLIイメージを実行して、収集の開始および停止、収集データの
フォーマット、および収集の削除を行います。

4. ジョブは、CLIから Oracle Trace Managerへの情報の戻りを管理します。
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通信が正しく設定されているかをチェックするには、Oracle Enterprise Managerジョブ制御
システムを単独で実行します。また、クライアントからサーバーに pingしたり、サーバー
からクライアントに pingしたりすることもできます。

Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システムジョブ制御システム
Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムを使用して、Oracle Management Serverと
Oracle Intelligent Agent間の通信が機能しているかどうかをテストできます。ステップ別の
説明は、C-6ページの「Oracle Enterprise Managerの構成」を参照してください。

フォーマット表フォーマット表フォーマット表フォーマット表
収集をフォーマットする場合、デフォルトでは、Oracle Traceによってデータがリポジト
リ・データベースおよびスキーマにフォーマットされます。フォーマット操作には、収集情
報を格納するためのリポジトリ表が必要です。

フォーマット表が作成されていることを確認するには次のようにします。

データベースの問合せを行って、「EPC_COLLECTION」表を検索します。「EPC_CLI」で始
まる表はリポジトリ表です。「EPC_」で始まるその他の表はすべて、フォーマット表です。

フォーマット表を検索する簡単な方法には、Oracle Enterprise Managerの Oracle Schema 
Managerを使用して、フォーマット表が存在しているかをグラフィカルに調べる方法があり
ます。

Oracle Serverリリース 7.3.4および 8.0.4以降では、フォーマット表は自動的に作成されま
す。Oracle Server 7.3.4および 8.0.4より前のリリースでは、Oracle Server Managerまたは
SQL*Plus Worksheetから、データをフォーマットするユーザーとして otrcfmtc.sqlスクリプ
トを実行する必要があります。バージョンの互換性を確実にするために、宛先サーバーの
ORACLE_HOME内にある otrcfmtc.sqlスクリプトを使用してください。

otrcfmtc.sqlスクリプトは、$ORACLE_HOME/otracenn/adminディレクトリ内にあります
（nnは、Oracle Traceのバージョンを表します）。

フォーマット・エラーの原因は、次のいずれかです。

1. ユーザーが、フォーマット表の作成でスクリプトを実行しませんでした（Oracle Server 
7.3.4および 8.0.4より前のリリースの場合）。

2. フォーマット表が、収集の作成時に使用されたユーザー IDと同じユーザー IDによって
作成されてません（Oracle Server 7.3.4および 8.0.4より前のリリースの場合）。

3. バージョンが一致していません。ユーザーが、Oracle Serverリリース 8.0.4のフォー
マッタを使用してあるスキーマにフォーマットし、後で古いフォーマッタ（たとえば、
Oracle Serverリリース 7.3.x）を使用して同じスキーマにフォーマットしようとすると、
エラーが発生します。詳細は、A-7ページの「Oracle Serverリリース 7.3.4および 8.0.4
用の新しい otrcfmt イメージ」を参照してください。
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Oracle Trace Collection Servicesの問題の特定の問題の特定の問題の特定の問題の特定
次に、Oracle Trace Collection Servicesの問題を特定するのに役立ついくつかの情報を示し
ます。

Oracle Traceコマンド・ライン・インタフェースコマンド・ライン・インタフェースコマンド・ライン・インタフェースコマンド・ライン・インタフェース
Oracle Intelligent Agentでは、Oracle Trace Collection Servicesへのアクセスにコマンド・ラ
イン・インタフェースを使用します。CLIを実行して、Oracle Trace Collection Servicesが正
しく機能しているかを判断できます。

CLIは、収集を実行しているデータベースと同じサーバー上にあります。ORACLE_HOME
が複数ある場合は複数の CLIを、つまり、各 ORACLE_HOMEにつき 1つの CLIを持つこ
とができます。パスが正しい CLIを指し示しているかを確認してください。

CLIをテストするには、次のようにします。

1. サーバー・ノード上で CLIを直接実行して、Oracle Trace Collection Servicesが正しく
機能するかをテストします。

a. CLIは、権限のあるアカウント（たとえば、Oracleオペレーティング・システムの
ユーザー・アカウント）から実行してください。

b. Oracle Home環境変数および SID環境変数を正しく設定してください。

UNIX上で設定をチェックするには、次のように入力します。

printenv ORACLE_HOME
printenv ORACLE_SID

UNIX上で値を設定するには、次のように入力します。

setenv ORACLE_HOME <path>
setenv ORACLE_SID <sid>

CLIは、各 ORACLE_HOMEにつき 1つです。たとえば、同じ ORACLE_HOME
を共用する Oracle Serverリリース 7.3.3のインスタンスが 2つある場合、CLIは 1
つになります。

2. CLIのリリースが、データベース・サーバーのリリースと一致しているかを確認しま
す。

Oracle Trace Collection Servicesのファイルは、NT上では、他の製品のインストールに
よって上書きされる可能性があります。その場合、Oracle Trace Collection Servicesの
ファイルは、ご使用の Oracle Serverデータベースで必要なバージョンと一致しなくな
り、メモリー・マッピング・エラーが起こる可能性があります。

サーバー・ノードで、オペレーティング・システムのコマンド・ラインから次のコマン
ドを入力します。

$ORACLE_HOME/bin/otrccol version
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予想される結果は、表 C-2を参照してください。バージョンが一致しない場合は、オラ
クル社カスタマ・サポート・センターにお問い合せください。

3. 収集を開始する前に、収集名がすでに使用されていないかを確認します。.cdfディレク
トリおよび .datディレクトリは、NT上では $ORACLE_HOME¥otracenn¥admin
（UNIX上では $ORACLE_HOME/otrace/admin）を参照してください。

4. 次のようにして、入力ファイルを準備します。

<collection_name>.inp

col_name= col_name （等号の前に空白を入れずに、等号の後に空白を1つ入れます。）
dat_file= col_name.dat
cdf_file= col_name.cdf
fdf_file= oraclee.fdf （使用する.fdfファイル。）
regid=1 192216243 0 0 5 <your_service_name> [Oracle8には<sid>を使用します。]
resubmit= 0 （再発行時のみ1。）

5. この収集についてデータベース・アクティビティを生成する場合、データベースに接続
します。

� Oracle Serverリリース 7.3.xでは、収集を作成する前にサービスに接続します。

� Oracle Serverリリース 8.0では、いつでもデータベースに接続でき、プロセスが登
録されます。

6. CLIプロセス全体をテストするには、収集を開始し、収集が実行されていることを確認
してから、収集を停止します。たとえば、次のように入力します。

a. 収集を開始するには、次のように入力します。

otrccol start <job_number> <collection_name.inp> （入力パラメータ・
ファイルはステップ4を参照してください。）

「収集を開始しました」という応答が表示されます。

.datファイルと .cdfファイルが、次のいずれかのディレクトリに作成されます。
$ORACLE_HOME/otrace/admin/cdf、または init<sid>.oraファイル内の
ORACLE_TRACE_COLLECTION_PATHパラメータで指定されたディレクトリで
す。

b. 収集が作成されたことを確認します。

otrccol check <collection_name>

収集がアクティブで表示されます。

c. 収集を停止するには、次のように入力します。

otrccol stop <job_number> <collection_name.inp>

stopコマンドを実行すると、収集はアクティブとして表示されません。
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エラーがある場合、EPC_ERROR.LOGファイルが、otrccolコマンドを実行した同じ
ディレクトリに書き込まれます。

7. フォーマットが、適切に機能しているかをテストします。データベース内の、データを
収める十分な領域のあるスキーマを選択します。

a. スキーマを問い合せて「EPC_」の接頭辞を持つ表があるかを調べて、フォーマッ
ト表が作成されているかを確認します。Oracle Traceリポジトリ表には、接頭辞
「EPC_CLI」が、フォーマット表には接頭辞「EPC_」が付いています。また、

Oracle Schema Managerを使用して表も参照できます。

b. コマンド・ライン・インタフェースを使用して、収集のフォーマットを試みます。

otrccol format <format_input_file>

format_input_fileには、次の入力パラメータが入ります。

username= <db username>
password= <db pw>
service= <db service name>
cdf_file= <collection_name>.cdf
full_format= <0/1>

完全フォーマットの値である 1を指定すると、データ・ファイルの中のすべての
データがフォーマットされます。0を指定すると、前にフォーマットされていない
データのみがフォーマットされます。

ストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャ
Oracle7データベースについて Oracle Traceデータを収集しようとして「Oracle7データ
ベース収集を開始中 /停止中にエラーが発生しました」というメッセージが表示される場
合、Oracle Traceで Oracle7の収集の開始および停止に使用されるデータベースのストア
ド・プロシージャがない可能性があります。

ストアド・プロシージャが存在しているかを調べるには、次のようにします。

� Oracle Enterprise Managerコンソールで、ナビゲータ・ツリーからデータベースを選択
します。

� 「スキーマ・オブジェクト」→「パッケージ」→「SYS」を選択します。

DBMS_ORACLE_TRACE_USERおよび DBMS_ORACLE_TRACE_AGENTがリストさ
れているかを確認します。これが問題になるのは、Oracle Serverリリース 7.3.xをご使
用の場合のみです。

注意注意注意注意 : Oracle Trace Collection Servicesの 7.3.4および 8.0.4より前のリ
リースでは、$ORACLE_HOME/otrace/adminにある otrcfmtc.sqlスクリ
プトを手動で実行して、フォーマット表を作成する必要があります。
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Oracle Serverリリース 8.0.3より前の Oracle Traceでは、ストアド・プロシージャがデータ
ベースにインストールされている必要があります。これらの SQLスクリプトは、プラット
フォーム固有のインストール手順によっては、データベースのインストール中に自動的に実
行されることもあります。データベースのインストール中に実行されない場合は、手動で実
行する必要があります。権限のあるデータベース・アカウント（SYSまたは INTERNAL）
から、NT上では $ORACLE_HOME¥otracenn¥admin（UNIX上では
$ORACLE_HOME/otrace/admin）の otrcsvr.sqlファイルを実行すると、データベースにこ
れらのストアド・プロシージャを格納できます。スクリプトを実行するには、デフォルトを
そのスクリプトが置かれているパスに設定します。このスクリプトは、パスの指定されてい
ない他のスクリプトを実行します。このような他のスクリプトは、実行されるディレクトリ
から実行しないと失敗します。

Oracle Trace Managerロギングロギングロギングロギング
Oracle Trace Managerで実行中のアクティビティを獲得する、次の 2つのメソッドがありま
す。ロギング・ウィンドウ（/lオプション）およびログ・ファイル（/oオプション）です。
/lオプション、/oオプション、あるいはその両方をアクティブにして、Oracle Trace 
Managerを実行します。これらのオプションをアクティブにするには、次のようにします。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールを実行します。

2. 「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. ORACLE_HOMEが C:¥ORANTにあると仮定した場合、「オープン」フィールドに次の
ように入力します。

C:¥ORANT¥BIN¥EPC.EXE /l /o=<filename> [等号とファイル名の間には
空白を入れないでください。]

4. 「OK」をクリックします。

この操作により、Oracle Traceのログ・ウィンドウが表示され、Oracle Trace Managerのク
ライアント /サーバー処理に関する詳細な情報が表示されます。この情報には、次のものが
含まれます。

� ノード情報および検出情報

� 送付されているジョブの情報

� 詳細なエラー・メッセージ

/oオプションをアクティブにすると、情報のファイル・コピーが自動的にロギング・ウィ
ンドウ内に表示されます。

EPC_ERROR.LOGファイルファイルファイルファイル
EPC_ERROR.LOGファイルには、収集の処理に関する情報、特に Oracle Trace Collection 
Servicesのエラーが提供されています。
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EPC_ERROR.LOGファイルは、Oracle Intelligent Agentが Oracle Trace Collection Services
の otrccolイメージを実行すると、Oracle Intelligent Agentの現行デフォルト・ディレクト
リ内に作成されます。

Oracle Traceを Oracle Trace Managerから実行しているか、コマンド・ライン・インタ
フェースから実行しているかによって、EPC_ERROR.LOGファイルは、次のいずれかの
サーバーの場所に置かれます。

� $ORACLE_HOMEまたは $ORACLE_HOME/network/agent（UNIX上）

� $ORACLE_HOME¥network¥agentまたは $ORACLE_HOME¥net80¥agent（NT上）

� NT上では $ORACLE_HOME¥rdbmsnn（UNIX上では $ORACLE_HOME/rdbms）

� コマンド・ライン・インタフェースを使用している場合は、現行の作業ディレクトリ

UNIX上でファイルを検索するには、次のように入力します。

% cd $ORACLE_HOME
% find . -name EPC_ERROR.LOG -print

Oracle Traceエラーの原因および処置の概要は、『Oracle Enterprise Manager メッセージ・
マニュアル』を参照してください。

問題の連絡に必要な情報問題の連絡に必要な情報問題の連絡に必要な情報問題の連絡に必要な情報
前述の方法をすべて試みても Oracle Traceが機能しない場合は、最寄りのオラクル社カスタ
マ・サポート・センターにお問い合せください。問題をご連絡の際、次の情報をご用意くだ
さい。

� Oracle Traceのバージョン。

� Oracle Intelligent Agentのバージョン。

� サーバーでご使用のオペレーティング・システムおよびバージョンと、Oracle Serverの
バージョン。

� クライアントにご使用のオペレーティング・システムおよびクライアントのバージョ
ン。

� 複数の ORACLE_HOMEがインストールされているかどうかの確認。複数がインストー
ルされている場合、ORACLE_HOMEの各インストールにおける Oracleコンポーネン
トの種類およびバージョン。

� 問題を再現するために必要な手順。

注意注意注意注意 : UNIX上では、EPC_ERROR.LOGファイル名は大文字小文字が区
別されるので、大文字で入力します。
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� ログ・ファイル（Oracle Trace Managerロギング・ウィンドウおよび EPC_ERROR.LOG
からの情報）。

� 問題解決のために行った手順。
Oracle Traceのトラブルシューティング C-23
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